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俺様パイロットは契約妻を容赦なく溺愛する【極上悪魔なスパダリシリーズ】










甘毒エマージェンシー




『目を開けて、よく見ていろ。自分が一生を約束した男を』

　車の中でキスをされたとき、彼は挑発的な視線を向け続けてそう言った。

　私は彼と、生涯離れられない契約を交わしている。愛し合っているわけではないのに、ほかの人との結婚はできないだろうとお互いに思っている、不思議な関係。

　いつからか、それが徐々に変わり始めた。彼はその瞳に情欲を滲にじませ、美しい獣と化して翻弄し、私はそれを恍こう惚こつとして受け入れる関係に。

　目を見つめたままするキスの羞恥心は尋常じゃなく、より感度が研ぎ澄まされ、淫らで。彼の瞳にとろけた自分が映されているのが耐えられず、一度目はギブアップして逃げてしまった。

　しかし今は、この目に焼きつけたいとすら思う。私をベッドに組み敷き、余裕のない表情で揺さぶる愛いとしい姿を。

　夫婦になって初めて、私たちは心も身体からだもありのままの自分をさらけ出している。

「つぐみ、もう一回」

　猛たけ々だけしく肌を打ちつけながら、官能的な掠かすれた声が私の鼓膜まで愛あい撫ぶする。すでに陥落している私は、簡単に言いなりになってしまう。

「千せん里りさん……好き」

　こうやって、もう何度想おもいを口にしただろう。それなのに、まだまだ足りないと言わんばかりに要求してくる。あなたのほうは、自分の気持ちを明かさないくせに。

「ねえ……っ、千里さんも、教えて」

「わからないか？　こんなにお前の奥深くにいるのに」

　だめなの、それだけじゃ。ちゃんと言葉にしてほしい。どうしてキスをして、こうやって身体を繋つなげているのか。

　彼の中に愛があるのか、その確証をくれないなんて本当に無慈悲な旦那様。

　だけどやっぱり私は、空を眺める瞳が優しくて、夢と幸せな気持ちを与えてくれるあなたが大好きだ――。




＊　＊　＊




　七月中旬の午前七時半、私は羽はね田だ空くう港こう第だい一いちターミナルビルを背に立ち、どこまでも続く青空を見上げた。

　南のほうから少し風が吹いていて、セミロングのまっすぐな髪を揺らす。梅雨明けのからっとした空気は、本格的な夏の到来を感じさせる。

「RJTT、142230Z、18008KT、SKC……ってとこかな。今日はベストコンディションね。このまま一日平和でありますように」

　垂れ気味の目を眩まぶしさで細めながら航空関係者かマニアでなければわからないであろう専門用語を呟つぶやき、お天道様に向かって両手を合わせた。

　RJTT というのは、羽田空港のコード。あとに続く数字とアルファベットは、十四日、午前七時半の天気は雲ひとつない快晴で、南の方向から風速四メートルくらいの風が吹いている、という意味だ。

　毎日こうやって自分なりに予測して空に祈るのが日課になっているし、どんなときも天気を気にして風速や雲量まで予想してしまうのはもはや職業病である。

　そこから徒歩数分で、職場であるオフィスビルに着く。華やかな空港内と比べると無機質な、いたって普通の建物だ。

〝オペレーション部、蒼そう麻まつぐみ〟と記された社員証を首にかけ、気合いを入れて四階のフロアへ向かう。

　羽田空港から離発着する飛行機の運航管理を行っている航務課が私の戦場。いくつかある部門の中、空港周辺の天候や空港施設の状況、飛行ルートのアドバイスなどをパイロットに伝える部門に所属している。

　……と言っても、二十四歳の私は入社三年目の補助者という立場で、ひとり立ちするためにまだまだ勉強中の身なのだけれど。

　出勤してまずやるべき仕事は、気象庁が出している天気図や大気解析図などの資料を印刷して掲示すること。これが十枚以上になるので、最初はどれを印刷するか覚えるだけで大変だった。

　ひと通りボードに掲示して、ふうと息をつく。ざっと見たところ、空や風の状態は概おおむね良好そうだ。

「梅雨も明けたし、いいフライトになりそうだなぁ」

「お気楽なもんだな」

　口元を緩めて呟いた直後、隣から呆あきれ気味の低い声が聞こえてギクリとする。

　勢いよく振り向いた私の目に、三本ラインが入った肩けん章しょうが飛び込んでくる。そのまま目線を上げると、予想した通りの制服姿の男性がクールな表情で天気図を見つめていた。

　彼は天あま澤さわ千里、三十二歳。大手航空会社である『日に本ほんアビエーション』の、機長になるのも目前だと言われているエリート副操縦士だ。

　さらりと流れる黒髪に、とても綺き麗れいなのに常に一線を引いているような冷たさを感じる瞳、どこか色っぽい薄めの唇。スペックの高さに加えてどこからどう見ても眉目秀麗な男なのだが、Ｓ系パイロットとしても名高い。

　そんな彼と接する機会はこの部門にいるとわりとあって、私は会うたび口の端を引きつらせている。理由はもちろん、彼が意地悪だからだ。

「あ……天澤さん、おは――」

　ひとまず〝おはようございます〟と挨拶しようとしたものの、それより先に彼の長い人差し指が天気図の記号をびしっと指差す。

　ああ、またなにか嫌みを言われそうな予感。

「ここ、なんて書いてある？」

「……CAT」

「意味は？」

「晴天乱気流。わかってますよ、晴天の空での乱気流に巻き込まれたら危険だってことは」

　わざとらしく確認してくる天澤さんに、私は口を尖とがらせて答えた。

　通常、乱気流は雲の動きからパイロットも目視できるが、晴天乱気流は今日のように雲がない状態で突然発生する。予測が困難なので要注意な気象現象のひとつだ。

　もちろんそれはわかっているけれど、私は青空をフライトするのは気分がいいよね、っていう単純な意味で言ったのだ。そもそもお気楽発言をしたからって、危機感をなくしたわけではないし。

　仏頂面をする私を、彼は切れ長の瞳でちらりと見下ろす。

「へえ、天気図を反対に貼ってるくらいだから知らないのかと」

「え」

　淡々と言われて天気図に目線を戻すと、一枚だけ逆さまに貼ってあることに気づいて「あっ!?」と声を上げた。

　本当だ、こんなまぬけなミスはやらかさないと心に誓ったのに！

　慌てて貼り直す私を見て、天澤さんはおかしそうにくくっと喉を鳴らす。冷たい瞳が柔らかく細められる瞬間だけは、ちょっぴり胸が疼うずく。

「蒼麻との交信は不安しかないな」

　しかし次ついで放たれたひと言で、ときめきの輝きがくすんだ。

　私たちオペレーション担当は、カンパニーラジオという社内無線で飛行中のパイロットと情報交換をする。私も無線の資格は持っていて、日本人パイロットとの社内無線だったらすでにひとりでこなしている。天澤さんとも何度か行ったというのに。

　私は再び仏頂面になり、胸を張ってみせる。

「これでも機長から『安心して飛べたよ。ありがとう』って言われたことあるんですからね」

「ああ、お世辞を真に受けているのか。かわいそうに……」

「失礼な！」

　憤る私をものともせず、彼は意地悪く口角を上げた。

　その直後、機長がやってきた途端に天澤さんの空気がすっと変わる。健康チェックを行うためにカウンターへ向かうふたりを見送り、私はひとつ息を吐ついて自分のデスクへと戻った。

　いつの間にか、隣のデスクに妹尾せのお美み紅くさんが座っている。緩くカールした長い髪の彼女は、美人で優秀な三歳年上の先輩。私の教育係であり、かつ仲よくしてくれているお姉さんだ。

　美紅さんはニヤニヤしながら、私のそばにキャスターつきの椅子をゴロゴロと動かしてくる。

「おはよ、つぐみちゃん。またドＳコーパイと張り合ってたの？」

「おはようございます。だって毒吐かれっぱなしは悔しいじゃないですか」

　私たちのやり取りをいつも面白がって見ている彼女は、「逞たくましいわ～」と感心するように唸うなった。

　コーパイというのはコ・パイロットの略で、副操縦士のことである。

「〝彼の冷たい瞳に蔑まれてなじられたい！〟って密ひそかに悶もだえてるドＭ女子は多くても、実際に臆さないで対等に話せる子は珍しいよ。まあ、積極的にアプローチする肉食ＣＡもいるみたいだけど」

「怖いもの知らずですね……」

　私は普通に優しくされたいよと思いつつ、しみじみと呟いた。

　美紅さんの言う通り、イジメられたい願望がある女子は多数いるらしい。積極的にアプローチするＣＡも、ある意味ドＭのような気がする。

「まあ狙う人は多いでしょう。次、機長昇格試験に受かれば最年少機長になるんだし、加えてあの容姿だもの。ちょっとくらい性格に難アリでも目をつぶれるじゃない」

「いや括かつ目もくしましょうよ、むしろ」

　すぐさまツッコミを入れると、美紅さんはケラケラと笑った。

　天澤さんは当然ながらモテる。でも、彼女がいる気配はないんだよなぁ……と、彼のオフの姿を頭の隅に浮かべる。

　私が彼と対等に話せるのは、ほかの人よりちょっとだけプライベートを知っているからかもしれない。実は私たちには意外な接点があるのだ。

　そういえば、美紅さんにもまだ話していなかったなと考えていると、彼女はスイッチを入れるように伸びをする。

「雑談はまた休憩のときにしよ。今日もバリバリ働くわよー」

　私も背筋をピンとさせて「はい」と返事をし、パソコンのディスプレイに英語や数字が羅列された表を映し出す。

　これはフライトプランと呼ばれる飛行計画書。本社にいる運航管理者、ディスパッチャーから送られてくるものだ。飛行ルートや高度、搭載燃料などが詳しく書かれていて、パイロットはこれがないと飛ぶことができない。

　ディスパッチャーからフライトプラン変更の連絡などが来た場合、パイロットに説明するのは各空港のオペレーション担当の仕事だ。

　この羽田空港を離発着するすべての飛行機が安全にフライトできるよう精一杯補助しようと気合いを入れ直し、フライトプランの確認に入った。




　仕事が終わると、空港から徒歩十五分の場所にある三階建てのこぢんまりしたマンションに向かう。築三十年でレトロ感漂う……と言えば聞こえはいいが、つまりは外壁も薄汚れていて年季が入っている建物である。

　ここに住む最大のメリットは、空港に近いということ。以前はもっと離れた別のアパートに暮らしていたが、働き始めてから不規則な仕事の大変さを実感し、契約が切れるタイミングで四月に引っ越してきたばかり。

　住んでしまえば多少の古さなど気にならなくなったし、やはり通勤がだいぶラクなので引っ越して正解だったと思っている。

　そして、この物件でもうひとつ気に入っているのが、住民にだけ屋上が開放されていること。特別景色がいいわけではないけれど、羽田空港に離発着する飛行機がよく見られるのだ。

　今日もなんとなく空を眺めたい気分になって帰りに第三のビールを買い、コンビニの袋をぶら下げて誰もいない屋上に上がった。

　七月中旬、午後七時の空はまだ明るさが残っている。夕方から夜に変わるこの時間帯は、日によって空がいろいろな色に染まるから好きだ。

　空港から響いてくるエンジン音を聞きながら缶のプルタブを開けたとき、ちょうど飛び立っていく飛行機を視界に捉えた。

　美しく宙を進む大きなシップ。流れ星のように輝くナビゲーションライトが小さくなっていくのを見つめながら、缶を無線に見立てて口の前に持っていく。

「Have a nice flight, good day!」

　どこか遠くの地に向かうエアラインに向けて挨拶を送り、口元を緩めた。

　私たちが使うカンパニーラジオでのやり取りは、じっくり正確に状況を説明するため日本語が主なので、こんなふうにパイロットに英語で挨拶するのは管制官くらいだ。でも、とても素敵な挨拶だから誰が言ってもいいんじゃないかと思う。

　いつか私も勇気を出してパイロットに告げてみたい。その密かでささやかな夢のために、一日一日少しずつ確実に成長していかなければと改めて心に誓い、リキュールを喉に流し込んだ。

　ふと背後から足音と人の気配を感じて振り返った私は、思わぬ人物がこちらに近づいてきていて、驚きで肩をすぼめる。

　ブルーグレーのサマーニットに黒いテーパードパンツを合わせた、カジュアルな私服姿も文句のつけどころがない天澤さんだ。

「天澤さんっ!?　お、お疲れ様です……！」

　今会うとは思わずびっくりして、やや挙動不審になりつつ頭を下げた。

　私と彼にある接点は、実はお隣さん同士だということ。ハイスペックな彼がまさかこんな薄汚れた……いや、レトロなマンションに住んでいるとは意外すぎるが。

　引っ越した際に挨拶をしに伺ったときは、そっくりさんかと思って他人行儀にしていた。ところが、数日後の勤務中に『昨日の夕飯、カレーだっただろ』と当てられ、やっぱり隣人だった！と冷や汗を流したのだ。

　ちなみに『匂いにつられて俺もカレーにした』らしく、可愛かわいい一面があることも知っている。これは私だけの秘密だ。なんとなく。

　そんな彼は「お疲れ」と短く返して、私の隣にやってきた。柵に気だるげに肘をかけ、私が持っている缶に流し目を向ける。

「ひとりで酒盛りか？　寂しいヤツ」

「付き合ってくださってもいいんですよ」

「遠慮しとく」

　即行で断られるのももちろんわかっていたので、私は笑いをこぼしてひとり缶に口をつけた。

　今日、天澤さんは日帰りだったらしい。彼はいつ帰っているのかもわからないくらい不規則な勤務だし、そもそも帰らない日も多いため、こうして屋上で会うことは滅多にない。

　ふたりでのんびり空を眺めている状況に不思議な気分になりつつ、なにげなく問いかける。

「ここ、天澤さんもたまに来るんですか？」

「ああ……明日から国際線だから眺めておきたくなって。今日の夕焼けは綺麗だし」

　毒気のない口調で答える彼の髪が、ふわりと風になびく。横顔はすっと通った鼻筋や顎のラインが際立って、夕焼けに負けず劣らず綺麗だ。

　空を眺めているときは少し優しい顔になるんだなと、なんだか少し嬉うれしくなって会話を続ける。

「毎日空を見ているのに飽きないんですね」

「それ、〝毎日白米食べてるのに飽きないんですね〟って言うのと一緒だぞ。それに、地上から見上げるのとは全然違う」

「あ、オーロラとか見えるんでしたっけ？　いいなぁ、パイロットの特権」

「ただ見えるだけじゃない。オーロラの中をくぐったこともある」

　一般人には想像しかできない幻想的な世界を体験したのだと知り、「えー！」と声を上げると、天澤さんはどこか満足げに表情を緩めた。

　もっともっと聞きたいな、コックピットでの絶景話。天澤さんも飲みながらだったら、さらに楽しめるかもしれないのに。

　そんな考えを巡らせていた私は、ふいについこの間の出来事を思い出し、ビニール袋の中からもうひとつの缶を取り出して彼に差し出す。

「お時間が大丈夫なら、やっぱり付き合ってください。これ、この間のセミのお礼に」

「セミ？　あー……あれか」

　彼は怪け訝げんそうに眉根を寄せたものの、すぐに察したらしい。

　というのも、約一週間前のこと。

　帰宅したら私たちが住む二階の通路の真ん中に、まだ生きている様子の一匹のセミがいた。私は大の虫嫌いで、あの横を通らなければならないというだけで死んだほうがマシなんじゃないかと思うほどの絶望に打ちひしがれた。

　勇気を振り絞って近づくも、ヤツは突然ジージーと騒ぎ出すので、声にならない声を上げて飛び退のく。いつぶつかってくるかわかったもんじゃなくて怖すぎる。

　数十分それを繰り返し、どうしようどうしようと絶体絶命のピンチに陥っていたとき、天澤さんがタイミングよく帰宅してきたのである。

　私はすぐさま彼に助けを求め、セミを逃がしてやってくれないかと頼み込んだ。しかし『好きなように生きさせてやれ』というひと言で拒否されてしまったため、こうなったら私がどれだけセミが苦手かを必死に説こうとした。

『セミって、死ぬ間際に最後の力を振り絞って突然飛び回るらしいんですよ……怖くないですか』

『全然』

『あれが噂うわさのセミファイナル……』

『なにアホなこと言ってんだ。俺は帰る』

　私を置いてさっさと行こうとするので、『待って待って待って！』と慌てて天澤さんのシャツを掴つかんだ。

　そのままセミに近づいたら案の定また動き出し、変な声を上げる私。彼は『うるさい』と舌打ちしながらも、私の手首を掴んで引っ張った。

　おかげで一気にセミの横を通ることができ、ヤツの強襲に遭わずに部屋にたどり着くことができたのだ。天澤さんが来なければ、いつまであの攻防を続けていたかわからない。

〝セミのお礼〟とはそういうことだ。ささやかながら、このお酒を差し上げたい。パイロットはフライトの十二時間前から飲酒は禁止だが、まだ七時だし明日は早朝のフライトではないはずだから飲んでも大丈夫だろう。

　ところが、天澤さんは呆れたような顔を向けるだけで受け取ろうとしない。

「別になにもしてないだろ。それに俺、生しか飲まないから」

「金持ち発言！」

　お礼するどころか、軽く身体を引いて声を上げてしまった。こっちは安いリキュールで我慢しているっていうのに、さすがは高給取り……。

　私はちょっぴりふてくされて、第三のビールをぐびぐびと喉に流し込んだ。

　しばらくして、柵に肘をかけたまま空を眺めていた天澤さんが口を開く。

「蒼麻は、なんでオペレーションをやろうと思ったんだ？」

　突然、真面目な様子で問いかけられてキョトンとする。天澤さんが私のことを聞いてくるなんて初めてだ。

　意外に思いつつも、頭の中で考えを巡らす。

「……私も飛行機を飛ばす一員になりたかったんです」

　しばしの間を置いて答えると、彼の瞳が静かにこちらに向けられた。

「パイロットや管制官は能力が足りなくて厳しいので、だったら私にもできそうなほかの業務でサポートしようと思って。オペレーションもパイロットとやり取りできるし、一緒に飛ばしてるんだって実感が得られるから」

　美紅さんくらい経験を積むと、パイロットと出発前のブリーフィングができるようになる。今私が目指しているのはその段階だ。そしていつかは、〝地上のパイロット〟と呼ばれているくらい重要な任務であるディスパッチャーの資格を取りたい。

　そう思うようになったのは、自分も一緒に飛行機を飛ばしたいという漠然とした願望があったから。

「というのもひとつの理由なんですけど……」

　まず大前提にあるのが、飛行機が大好きだという気持ち。それが芽生えたときが、航空業界に飛び込むことになった一番のきっかけだろう。

「初めて飛行機がテイクオフした瞬間を見たとき、ものすごく興奮したんです。あんなに大きい機体を宙に浮かせられるなんて！　パイロットも飛行機もめちゃくちゃカッコいい～！って」

　目を輝かせて熱弁しだす私を、彼はやや驚きを含んだ瞳で見つめる。

　あれは、まだ小学生の頃。週刊誌の記者をしている父は飛行機に乗る機会が度々あり、私もよく空港に連れて行ってもらった。

　ランウェイを飛行機が徐々に加速し、ゆっくり機首を持ち上げて飛び立つ瞬間を、展望デッキで初めて目にしたときの感動は忘れられない。とにかくカッコよくて、航空の世界は一瞬で私の憧れになった。

「この業界に私も関わりたいと思った最初のきっかけは、やっぱりそれですね」

　あのときの高揚感が蘇よみがえり、自然に表情がほころんだ。

　私の話に耳を傾けていた天澤さんは、再び前方へ顔を向ける。その表情はとても穏やかに見えるものの……。

「……つまんねぇな」

「はっ!?」

「俺と同じだなんて」

　心無い言葉が返ってきたので物申そうとした直後、すぐに意外なひと言が飛び出したので私は口をつぐんだ。

　天澤さんも、パイロットを目指したきっかけは飛行機のカッコよさに憧れたからなの？　もっと大層な理由があるのかと勝手に思っていたけれど、わりと単純なものだったんだ。

　マンション以外にも彼との共通点があるとわかり、私の口元が緩む。

「同志じゃないですか。なんか嬉しい」

　ふふっと笑ってそうこぼすと、天澤さんはいつになく人間味を感じる瞳で私を一いち瞥べつする。次いでこちらへおもむろに手を伸ばし、私が持っていた残り少ない缶をすっと抜き取った。

　なにをするのかと思いきや、その缶を自分の口へ持っていき、なんのためらいもなくぐいっと液体を呷あおるではないか。

　完全なる間接キスだ。飲み口に触れている唇も、上下に動くセクシーな喉仏も凝視してしまう。

「……薄」

　ひと口飲んだ彼は、表情を変えずにボソッと呟いた。

　生ビールしか飲まない彼にとっては物足りない味なのだろうが、そんな嫌みも気にならない。ただの間接キスに、学生の頃みたいにドキドキしてしまっている。

　呆あっ気けに取られている私に、天澤さんは空になった缶を軽く持ち上げて言う。

「セミの礼はこれでいい」

「あ……」

　そういえば、すっかり忘れていた。ていうか、なんというお礼のもらい方……。遠慮しない間柄だし、なによりイケメンだから許せてしまうのだけど。

　固まったままの私をよそに扉のほうへ歩きだした彼は、数歩進んだところでこちらを振り返る。

「管制官気取りの挨拶、いつか雲の上で聞かせてみろ。笑ってやるから」

　いたずらっぽく片方の口角を上げて踵きびすを返す天澤さんを見つめ、私はパチパチと瞬まばたきをする。

　管制官気取りの挨拶って、まさかさっきの私のひとり言を……。

「聞かれてたの～!?」

　思わず叫び、両手で頭を抱える。間接キスよりもそっちのほうが恥ずかしい！

　顔を熱くしてうろたえる私をよそに、彼は屋上から悠々と姿を消していった。




　数日後の、いつもと変わらない清すが々すがしい朝。天気は良好にもかかわらず、私は少々うんざりした気分でスマホを耳に当てている。

　オフィスビルに向かう最中の道でちょうど実家から電話がかかってきたのだ。昨日の夜にもかけてくれていたのに、気づかず寝てしまっていたから心配したのだろう。とはいえ、朝は忙しいに決まっているのだからメッセージにしてほしい。

　私の文句はさておき、親バカな父は切実そうに問いかけてくる。

『つぐみ、次はいつ帰ってくるんだ？　お盆休みは？』

「お盆休みなんてないよ。世間が休みのときに私たちは忙しいんだってわかりきってるでしょ」

『それはそうだが……一応聞いてみただけだ』

　口を尖らせて拗すねる父の様子が目に浮かぶ。子供の私より子供みたいな父は、母にも兄たちにも呆れられている。昔から子煩悩であることには違いないし、いい父親なのだけれど。

『父さんも母さんも、つぐみが心配なんだよ。最近めっきり帰ってこなくなったし』

「ごめん、勉強で大変なの。でも来月こそは帰るから」

　実家に顔を出せていない件については申し訳なく思っているので、素直に謝った。ステップアップするための勉強でいっぱいいっぱいなのだが、親孝行もきちんとしなければ。

　反省しつつ、オフィスビルが見えてきたところで片手でバッグの中から社員証を取り出そうと試みる。しかし、やはりうまくいかずに落としてしまった。私が忙しくしているその間にも、父は呑のん気きに話し続けている。

『そういえば、父さんの知り合いの息子さんがすごくいい人でな。つぐみの写真を見せたら気に入ってくれているみたいだったぞ。どうだ、ここいらで結婚――』

「絶対やだ」

　しゃがんで拾おうとしたものの、勝手な言葉が聞こえてきたので動きを止めて断固拒否した。〝ぜ〟が〝ずぇ〟になるくらい強調して。

「今の仕事辞めるつもりはないし、まだ結婚も考えられないから。悪いけど、孫の顔が見たいならお兄ちゃんに期待して。じゃあね！」

『つぐみぃ～』

　早口でまくし立てると、父の情けない声を途中で遠慮なく切った。

　不規則で責任も大きい運航管理の仕事をしていることを、父はあまり快く思っていないのだ。結婚して家庭に落ち着くのを望んでいるのだろうが、生あい憎にく私にその気はこれっぽっちもない。

　親孝行は別の形でするからと心の中で宣言し、ため息をつきながらスマホをバッグにしまう。そして社員証に手を伸ばそうとしたとき、私より早く誰かの手がそれを拾い上げた。

　ぱっと顔を上げると、スクエアフレームの眼鏡をかけた知的そうな男性がいる。三十代前半くらいだろうか、スーツベストにレジメンタル柄のネクタイをつけているビジネスマンだ。

　端整な顔立ちの彼が穏やかに微笑ほほえんで社員証を差し出し、私は慌てて頭を下げる。

「すみません！　ありがとうございます」

「いいえ」

　表情や仕草から物腰柔らかな人であるのがわかる。素敵な男性だなと、単純に思いながら社員証を受け取ったとき。

「大変そうですね、お家騒動」

　気の毒そうな微笑みと共にそんなひと言が投げかけられ、私は一瞬目を丸くしたあと苦笑を漏らしてうなだれた。

「聞こえていましたか……」

「すみません、耳に入ってしまったもので。ご両親ですか？」

　わりと気さくな彼に「ええ」と頷うなずく。性格もよさそうな人だと直感し、とりあえず一緒に歩きながら話をすることにした。

「お家騒動なんて大袈裟なものじゃないんですよ。ただ、私が末っ子で唯一の娘だからか、父がいつまで経たっても子離れしてくれなくて。なにかと干渉してくるので困ってるんです」

　私にはふたりの兄がいる。ひとりは仕事で海外に行っていて、もうひとりは去年結婚して今は別の場所で暮らしている。二番目の兄とも五歳離れているので、皆とても可愛がってくれた。

　彼もそれをすぐに察したらしく、小さく頷く。

「あなたが可愛くて仕方ないんでしょうね」

「もういい歳としなのに、呆れちゃいますよ」

　二十代半ばになっても溺愛してくる父を思うと、苦笑ばかりが漏れる。

　いつまでも過保護な父からはいい加減に離れたい。学生時代からそう思っていたため、就職を機にようやく念願のひとり暮らしを始めたのだ。今の生活が気に入っているから、しばらく家に帰るつもりはない。

　結婚も、今みたいに急かされても困るのよね……と内心ため息をつき、オフィスビルの前に着いたところで彼に向き直って謝る。

「ごめんなさい、会ったばかりでこんなつまらない話して」

「いいんですよ。これから神経張り詰めなきゃいけないし、今くらいは別のことを考えていたいので」

　とても快く返してくれたが、神経を張り詰める仕事とは一体なんだろう。

「お仕事はなにをされているんですか？」

　気になって質問してみると、男性は含みのある笑みを浮かべて滑走路がある方向を指差す。

「あそこにある塔で働いています」

　その返事を聞き、数秒考えた私は大きく目を見開いた。

　空港で〝塔〟と言われて真っ先に思い当たるのは、離着陸する膨大な数の飛行機を誘導している管制塔だ。まさかこの方は、エリート中のエリート……。

「かっ……管制官!?」

　驚きでつい声を上げてしまった私に、彼は眼鏡を押し上げてクスッと笑う。

「安全な空の旅を守るために、今日もお互い頑張りましょう。オペレーション部の蒼麻さん」

　急に名前を呼ばれてドキリとする。社員証を拾ったときに見て覚えたのだろう。

　咄とっ嗟さに言葉が出ず口をもごもごさせている間に、彼は颯さっ爽そうと去っていく。私はその後ろ姿を眺めながら、ヘッドセットをつけて流りゅう暢ちょうな英語で航空管制を行う彼を想像して、「カッコいい～……」と呟いた。




　オフィスに入ってからは、もちろん気持ちを切り替えて業務を行った。一日乗り切って帰宅した今は、お風呂でぬるめのお湯に浸つかりながら朝の出会いを思い返している。

　あの人がまさか管制官だったとは。パイロットに細かい指示を出して滑走路へと誘導する彼らを、私は尊敬してやまない。

　羽田空港では最大で一時間あたり約八十回、最短四十五秒間隔で飛行機が離着陸している。少しのミスも許されない緊迫した状況が続く中、こんなに膨大な数の飛行機をさばくのは並大抵ではない。

　責任重大な仕事をしている上に、あのスマートな言動。素敵以外に当てはまる言葉が見つからない。名前を聞きそびれてしまったのが悔やまれる。

「誰かさんもあのくらい紳士的だったらなぁ」

　なぜかお隣さんの顔が頭に浮かび、天井を見上げてひとりごちた。

　もちろんパイロットこそ乗客乗員の命を預かる責任重大な仕事だし、操縦技術も備えていて文句なくカッコいい。けれど、天澤さんは性格に難がありすぎる。

　まあ、だからこそたまに見せる微笑みが格別なのか。女性ファンはきっとそのギャップにやられてしまうんだろう。

　そんなふうに思いを巡らせつつお風呂から上がり、下着だけ身につけた直後、マンションの廊下から物騒な音と機械的な音声が聞こえてくる。

　これって……火災報知器？　誤作動かな。

　なにかの拍子に鳴ったんだろうかと、呑気にタオルで髪を拭きながらとりあえずリビングに向かう。するとインターホンが鳴り、その直後に玄関のドアがドンドンと叩たたかれ、驚きで肩が跳ねた。

「蒼麻、おい、いるか？」

　次いで外から聞こえてきたのは、今しがた考えていた副操縦士様の声だ。一体どうしたというのだろう。

　鍵をかけているので下着姿を見られることはないが、なんとなくタオルで肩を包んで玄関に行き、ドア越しに応える。

「天澤さん、どうしました？」

「本当にお気楽だな……エマージェンシーだ。死にたくなかったら今すぐ出てこい」

　エマージェンシーの意味は緊急事態。その単語でようやく事の重大さを認識し、私は瞠どう目もくする。

「えっ、まさか本当に火事!?」

「だから警報が鳴ってんだろ」

　心底呆れた調子の声が返ってきた。天澤さんはまったく焦った様子がないけれど、私は一気にパニック状態に陥る。

　誤作動じゃなかったの!?　どうしよう、なにも準備していない！

「まだ服も着ていないのに！」

「誰もお前の裸に興味ないから、さっさと来い」

　どさくさに紛れて酷ひどいことを言われているが、文句をつけている場合ではない。とにかくまず服を着て、ここから出なければ。

　パジャマ代わりにと用意していた色気のないＴシャツと短パンを急いで身につけ、ほぼ無意識にスマホだけ持って勢いよく玄関のドアを開けた。

　焦げ臭い匂いが鼻をついて恐さを実感するも、すぐそばに立っていた天澤さんを見ると、ほんの少しだけ安心する。

「天澤さんっ……」

「貴重品は？」

「ああっ、バッグ！」

　至極冷静な彼に言われて手ぶらで出てしまったことに気づかされ、リビングに置いたままのバッグを指差した。財布やら保険証やら、大事なものはだいたいあれに入っている。

　彼は若干面倒臭そうに短くため息をつき、素早く中へ入っていってバッグを取る。ついでに私がさっきまで使っていたタオルを持ってきて、口に当てられた。

　煙を吸わないための対策までしてくれる彼にお礼を言う間もなく、彼は私の手を取り「行くぞ」と言って駆け出した。

　警報が鳴り続ける中マンションから脱出すると、すでにたくさんの住人が外へ出て騒然としている。

　私の真下の部屋が火元らしく、ベランダから煙に交じってかすかに炎が見えてぞっとした。天澤さんがいなければどうなっていたか。ひとまず無事でよかったが、部屋が被害を受けるのは避けられないだろう。

　ああ、信じたくない……引っ越したばかりなのに……。

　黒い煙が上がるのを呆然と眺めていると、彼はいたって涼しげな顔でひとりごつ。

「火災報知器を信じようとしない人間がいるとは。こんなに危機管理能力の低いヤツがオペレーションやってて大丈夫か」

「うっ」

　きつい言葉がグサグサと胸に突き刺さるけれど、そう言われても仕方ないのでなにも反論できない。そして〝人間〟が〝バカ〟に変換されて聞こえる。

　火事だけでなく自分の不ふ甲が斐いなさにもダメージを受けつつ、私はうなだれたまま話しかける。

「天澤さんはとっても落ち着いていらっしゃいますね……」

「これくらいで焦っていたらパイロットなんてできない」

「ですよね……さすがです」

　パイロットはどんな緊急事態時にも冷静に対処しなければならない。これまでのフライト中に過酷な状況になったこともあるだろうし、それに比べれば今回の火事は動揺するほどでもないのかもしれない。

　彼はわざわざ私に声をかけ、出るのを待っていて、私の手を取って連れ出してくれた。言うことはきついけれど、人を助ける温情をちゃんと持っているのだ。

　私は彼に向き合い、改めて深く感謝する。

「天澤さんがいなかったら絶対逃げ遅れてました。本当に命の恩人です。今度は生ビール用意しておきます！」

「つまみもな」

「はい」

　下僕と化したかのごとく、私は従順に頭を下げた。

　ほどなくして消防車が到着し、すぐさま消火活動が始まった。放水している消防隊を眺めながら、天澤さんが口を開く。

「そんなことよりお前、行く当てはあるのか？　あの様子じゃしばらくは住めないぞ」

　おっしゃる通り、問題はそれだ。それほど燃え広がっているようには見えないが、火元の真上では私の部屋も黒焦げになるだろうし、確実に水浸しになっているはず。

　何日も寝泊まりさせてくれるような友達は近くにいないし、ホテル暮らしする金銭的余裕もない。火災保険には入っていたはずだから、修繕や家財の補償はされるんだろうけど……。

　と、そこで重大な問題に気づき、はっとした。

「保険！　入るの忘れてた！」

　サーッと血の気が引くのを感じながら叫ぶと、天澤さんの心底呆れた様子のため息が聞こえた。

　約三カ月前に賃貸契約をしたとき、火災保険は不動産屋が勧めるものより自分で選んだほうが安い場合があると周りに教えられ、あとで加入することにした。にもかかわらず、忙しさにかまけてすっかり忘れていたのだ。

　ということは、住む場所を確保するだけでなく、家具やら家電やらもすべて自己負担で新たに揃えなければいけない。貯金はまったくないわけではないが、すべて賄うには到底足りない。

「どうしよう……無一文どころか借金するハメになってしまう～」

「自業自得だな」

「重々反省しているので傷を抉えぐらないでください……」

　容赦ない言葉を投げかけられ、私は半泣き状態で落ち込みまくっていた。天澤さんは見兼ねた様子で問いかける。

「実家には頼れないのか？」

「家は山やま梨なしなんで、そこから通勤するのはきついです。たとえ近くても、一度家に戻ったら結婚させられて仕事も辞めることになりかねません。私の父、娘が引くレベルで過保護な親バカなので」

　火事に巻き込まれたと知られたら、きっとひとり暮らしはやめさせられるし、仕事に対しても今より干渉が酷くなるのは確実だ。でも、この緊急事態でわがままは言っていられないし……。

　苦悩する私を、天澤さんは神妙な瞳で見下ろしている。彼のほうはどうなんだろう。いくら冷静な彼だって、この状況では困っているんじゃないだろうか。

「天澤さんはどうするんですか？　きっとそちらの部屋も多少なりとも被害は出ますよね。水かけられているし」

「俺はもうひとつ部屋持ってるから」

　さらりと返され、私は目を丸くして彼を凝視する。

「ここは空港に近いから勤務の前後に寝泊まりしにきてるだけで、本拠地は麻あざ布ぶ」

「セレブ！」

　つい貧乏人の本音をこぼしてしまった。ここだけじゃなく別の部屋を持っているとは、なんて羨ましい……。

　彼ほどの人がこの古びたマンションにいるのは違和感ありまくりだったけれど、私と同じでただ近いからここを借りていたのね。納得。

　そのとき、ほんのわずかな希望を見み出いだした。隣人のよしみで、ひとまず寝泊まりする場所を提供させてもらえないだろうかと。

　消えかけの飛行機雲よりも薄い望みだが、とりあえず頼むだけ頼んでみよう。ここはなりふり構っていられない。

　私は姿勢を正し、改まって天澤さんを正面から見つめる。

「あの、無理を承知でお願いします」

「断る」

「まだなにも言ってませんよ」

　お願いを口にする前から出鼻をくじかれ、脱力した。彼はとても迷惑そうな顔で腕組みをする。

「聞かなくてもわかる。俺の部屋に居い候そうろうしたいんだろ」

「その通りでございます」

　丁寧に深々と頭を下げた。簡単には引き下がれないので、一いち縷るの望みに懸けてなんとか粘る。

「掃除に洗濯、料理は……そこそこでよければやります。なのでどうかお願いです。しばらく置いてくださいませんか!?」

　神様に縋すがるように、両手を合わせて必死に頼み込んだ。天澤さんはしばし黙り込み、代わりに消防隊の人たちの声や騒音が耳に入ってくる。

　そうして数十秒の間を置いたあと、彼が口を開く。

「じゃあ、俺と結婚しろ」

　――け、結婚？

　まったくもって意味がわからない言葉を投げかけられ、私は目と口をぱかっと開けたまぬけな顔で彼を見上げる。

「……はい？」

「マンションには航空関係者が何人か住んでいる。見られる可能性は高いし、どうでもいい女を部屋に上げていると思われたくない」

　天澤さんは抑揚のない声で言い放ち、挑発的な瞳で私を見下ろす。

「俺の部屋に来るなら、すべて捧ささげるつもりで来い。その覚悟があるなら認めてやるよ、同居」

　まるで悪魔のような黒い笑みを浮かべる彼に、私は絶句した。

　この人、本気で言っているの？　本気で私と結婚しようと？　いや、絶対になにか裏があるはず。

　突然結婚を条件にする真意がわからず、怪訝さを露あらわにした視線を向けていると、彼は意地悪に口角を上げたまま言う。

「ほら、嫌だろ」

　私を手のひらで転がしているような余裕を見せる彼のひと言でピンときた。

　わかったわ。到底無理な条件を出せば、私が諦めると踏んでいるのだ。いつも意地悪なことばかり言ってくる自分とは絶対結婚なんてできないだろうって。

　そもそも、ハイスペックイケメンの天澤さんと結婚なんて、普通に考えたらできるわけがない。彼を狙っている女性陣からの嫉妬や非難を間違いなく受けると想像がつくのに、あえて矢面に立つほどの勇気はないもの。

　でも今は悠長なことは言っていられない。なにせ生活が懸かっているのだから。

　しばし思案してその気持ちが勝った私は、ひとつ深呼吸をしてすっと背筋を伸ばし、目の前の彼を見つめる。

「わかりました。しましょう、結婚」

　私の答えに、天澤さんは珍しく面食らったような顔をした。それは次第に、驚きと呆れが交ざったものに変化していく。

「お前……そんな簡単に結婚を決めるなよ」

「提案してきたのはどなたでしたっけ!?」

「本当に承諾するバカがいるか」

　今度ははっきりバカって言った！とむくれつつも、私はわりと真剣に考えているのだということを訴える。

「天澤さんが本気で結婚を条件にするのなら、それを呑のむくらいの覚悟はあるってことです。私にとっては、今普通に生活できなくなるほうが困るんです。背に腹は代えられません。それに、意外と結婚するメリットはあると思うので」

　つらつらと語る私に、天澤さんは訝いぶかしげな視線を向けてくる。

「余計な出費をせず生活ができるのと、ほかには？」

「父親にあれこれ干渉されなくなります」

　ずばりこれだ。結婚すれば、父はきっと今よりは干渉しなくなるはずだし、それだけでだいぶ気が楽になる。

「あと、ふたりのほうが生きていきやすい気がします」

　結婚するって極論こういうことでもあるんじゃないかと思いながら言うと、彼がぴくりと反応を示した。

　今回みたいな緊急時にも助け合えるし、ひとりじゃないという安心感も得られる。苦手な虫がいたら助けてもらえるし、飛行機について語り合えたりもする。

　もちろん愛し合った人とするのが一番に決まっている。でも、天澤さんなら一緒に生活してもなんだかんだうまくやっていけるんじゃないかと、なぜか漠然とした期待もあるのだ。

　私の意見を聞いた彼は、伏し目がちになって「メリットねぇ……」と呟いた。考えを巡らせている様子だが、その表情にはどことなく冷ややかな陰がある。

　妙に気になったものの、それは一瞬のことで、次に視線を上げたときにはいつも通りの余裕な顔に戻っていた。

「蒼麻にそこまでの度胸があるとは思わなかったよ。冗談言って悪かったな」

　ああなんだ、やっぱりさっきの話は冗談だったのか。そりゃあそうだよね。

　私は少しほっとして、もしかしたらもっと軽い条件で居候させてもらえるかもしれないと、期待を込めた明るい瞳で彼を見つめる。

「じゃあ――」

「俺も本気になってもう一度言わせてもらう。結婚しよう」

　真剣さが窺うかがえる彼の口から出たのは、響きだけは甘いひと言。脳が混乱して「へっ!?」とすっとんきょうな声を上げてしまった。

　今度は本当に本気なのかと開いた口が塞がらない私に、天澤さんは含みのある笑みをわずかに浮かべる。

「そのほうがお互いに都合がよさそうだ。いろいろとな」

　絶対なにか企たくらんでいるでしょ！と心の中では叫んでいるのに、声にならない。

　ただただ唖あ然ぜんとしていると、ふいに天澤さんが周りに視線を向けた。私もつられて振り向くと、マンションに戻っていく住人たちの姿が視界に入り、一旦思考が現実に引き戻される。

　いつの間にか消火作業も安全確認も終わり、戻っていいと指示が出されたらしい。見たところ火元の住人も無事で、怪け我が人にんもいなそうだ。私たちも部屋の状態を見に行かなければ。

　マンションに気を取られていたとき、突然彼の手がこちらに伸ばされる。半乾きの髪に指を絡ませられ、その手つきに不覚にも心臓が跳ねた。

「お前は風邪ひかないだろうけど、とりあえず早く避難するか。俺の家に」

　どうやら髪の濡ぬれ具合を確認していたらしい彼は、すぐに手を離して平然とそう言った。

　風邪ひかないって、それは私がバカだという意味ですか？なんて聞くのは野暮だし、今は軽口を返す心の余裕がない。ぎこちなくも従順にこくりと頷くので精一杯だった。

　居場所を与えてもらえるのはとてもありがたいし、そのためには多少の犠牲も厭いとわないと覚悟したはずが、いざ本当に結婚するとなると戸惑ってしまう。

　そもそも彼が本気だとはまだ信じられなくて、私は甘い毒に侵されたかのごとくふわふわと奇妙な感覚に陥っていた。










憂悶デパーチャー




　火災の影響を受けた部屋は、案の定すすと水浸しで見るも無残な状態になっていた。

　無事だったのは衣類くらいで、やはり新たな生活を始めるには負担が大きすぎる。ひとまず今日のところは必要なものだけ持って、天澤さんの本拠地にお邪魔させてもらうことになった。

　彼はパイロット訓練生の頃からあの古いマンションで暮らしていたのだそう。狭いので少々窮屈に感じるようになってきた頃に、彼の友人がマンションのオーナーを始め、『家賃はおまけするよ』と紹介されたのがきっかけで麻布のほうも契約したのだとか。

　羽田までは車なら約二十分で、電車は徒歩移動も含めて約四十分。天澤さんはその日の勤務によってどちらを使うか決めるという。私はもちろん電車だが、苦ではない距離なので本当に助かる。

　しばしタクシーに揺られ、到着したのは二十九階建てのラグジュアリーなタワーマンション。アプローチからすでに高級感満載で、やはり天澤さんはこちらのほうが似合っていると思う。Ｔシャツに短パン姿の私が来ていい場所ではないとも。

　恥ずかしい思いをしながらコンシェルジュに見送られて向かった二十五階に、彼の住処があった。白を基調とした清潔感のある部屋は２ＬＤＫで、シンプルなインテリアが洗練された印象を与えている。

　遠慮がちにお邪魔した私は、まずリビングの大きな窓から見える光景に圧倒された。美しい夜景と、レトロな赤い光が灯ともる東とう京きょうタワーが一望できるのだ。

　フローリングに荷物を置くと導かれるようにその窓に近寄り、感嘆の声を漏らす。

「うわぁ、すごい眺め……！　綺麗」

「俺は向こうのほうが好きだったけどな」

　隣にやってきた彼がそう言うのは、たぶん屋上から飛行機がよく見られたからなのだろう。あそこからの景色が好きなのは私も同じなので、口元を緩めて「わかります」と頷いた。

　しばし別世界のような夜景に見み惚とれながら、私は先ほどからずっと気になっていることについて尋ねてみる。

「あの、天澤さんの結婚するメリットってなんですか？」

　彼は窓の向こうを見るともなしに眺めたまま、おもむろに口を開く。

「気のない女に誘われるのも、三十過ぎてから『結婚はまだか？』とやたら聞かれるようになったのにもうんざりしていた。本当に結婚してしまえばその煩わしさもなくなる。単純に、家事をやってくれる人がいるのも助かるしな」

　どうやら天澤さんも他人からの干渉に困っていたらしい。この話しぶりからすると、やっぱり恋人はいないのだろう。引く手数多あまただろうに。

「天澤さんほどの人に彼女がいないのが不思議です」

「恋愛に割く時間がもったいないし、結婚する気もなかったからだよ。パイロットの仕事に理解のある人でなければ無理だし、目ぼしい人がいたとしてもそいつのご機嫌取りして恋人になってプロポーズ……なんてステップを踏むのは面倒でしかない」

「世の女性を完全に敵に回してますね」

　ざっくばらんな彼に、私は口の端を引きつらせた。この人、きっと〝普通の〟結婚には向いていない……。

　私がそう悟って呆れている間にも、彼は悪びれた様子もなく続ける。

「その過程を一気にすっ飛ばせるわけだ、こんな機会はそうそうない。蒼麻はいじめ甲斐がありそうだしな」

　意地悪に口角を上げて流し目を向けてくる彼のひと言に、私はギョッとして身体を強こわ張ばらせる。

「ひとりでも不自由しないが、娯楽があるに越したことはない」

「趣味悪いですって」

　即行で口を挟み、眉をひそめた。美紅さんにドＳコーパイと呼ばれるだけあるな。

　私をいじめてＱＯＬを上げようとするのはやめてください、と物申そうとした。しかし天澤さんの笑みから少し毒気が抜け、柔らかくなった瞳でこちらを見ているのに気づいて口をつぐむ。

「お前だけだよ、そうやって遠慮なく返してくるヤツは」

　心を許したような表情と〝お前だけ〟のひと言に、不覚にもドキッとしてしまった。別に甘い意味ではないのに、なぜ。

　なんとなくいたたまれなくて目を逸そらす。彼の部屋にふたりきりというアブノーマルな状況を改めて意識してしまい、鼓動は乱れるばかりだ。

　天澤さんはおもむろに歩きだし、グレーのベルベットのソファに悠々と腰かけた。手持ち無沙汰になってしまった私も、微妙な距離を空けて隣に座る。これから妻になるのなら変な遠慮はいらないだろうし、気持ちを落ち着けたい。

　部屋を見回すと、間接照明や観葉植物がオシャレでセンスがある。ここが彼のテリトリーなのか……。

〝どうでもいいヤツを家に上げていると思われたくない〟という発言からして、この部屋に足を踏み入れたのはきっと限られた人だけなのだろう。自分がとても稀有な存在に思えてくる。

「私たち、本当に結婚するんですよね……」

　確認の意味も込めて呟くと、天澤さんの整った眉がぴくりと上がる。

「嫌なら今すぐ出ていってくれ」

「滅相もございません！」

　彼の冷めた口調に食い気味に返した。結婚をためらっているわけじゃないのだ。ただ現実味がないだけで。

　でも、さすがに一生を添い遂げることにはならないだろう。私はしばらく居候させてもらえればいいのだし、天澤さんだって周りの人たちに干渉されなくなったらしれっとお別れする気でいるかもしれない。

　利害を重視した結婚にはルールが必須だし、その辺りははっきりしておこう。

「私、ずっと天澤さんのお世話になるつもりはありませんから安心してくださいね。生活できるくらいのお金が貯たまったら出ていきますから、それまでの期間限定の契約結婚ということで――」

「終身」

　彼の口から飛び出した予想外の単語に、私はぽかんとする。

「え」

「終身契約。死ぬまで離れられないなんて鬼畜かつロマンチックな縛りで、蒼麻は好きだろ」

　ソファの背に肘をついた彼が面白がるような視線を寄越すので、「私ドＭじゃありませんから！」と鼻息を荒くして返した。

　終身って、この人は私を一生縛りつけて楽しもうとしてるんだろうか。だとしたら、いろんな意味でヤバい人では……。

　顔が引きつっているのを自覚しつつ、懐疑的な目をして確認する。

「本気で終身契約にする気ですか？　もしや代わりに不倫は認めるとか、そういうゲスな条件が……」

「あるわけないだろ。不倫なんかしたら、それこそ周りが騒ぎ立てて面倒になるに決まってる。同じ理由で離婚もナシ」

　きっぱりと断言され、私は呆気にとられた。

　確かに彼の言い分もごもっともだが、本当に生涯の相手を今決めてしまっていいのだろうか。

「天澤さんはそれでいいんですか？　いくら利害が一致してるにしても、私と一生一緒にいるってことですよ。裸にも興味を持てない女と」

　なにげにさっきの『誰もお前の裸に興味ない』というひと言を根に持っている私は、少々嫌みっぽく言った。まあ、実際グラマラスボディなんかには程遠いし、色気なんて皆無だけれど。

　天澤さんは表情を崩さず、目だけを動かして涼しげな眼まな差ざしを向けてくる。

「男は女なら誰でも抱けるって有名な話、知らない？」

「最低ですね」

　あられもない発言に間髪容れず正直な気持ちを吐くと、彼はくくっと笑う。やはりどこか楽しそうだ。

「それは冗談として、蒼麻以外の女と結婚できる気がしないだけだよ」

　さらりと口にされて聞き流しそうになるも、よくよく考えるとすごいことを言われた気がして胸が鳴った。

　だから、利害が一致しているだけで〝大切な女性〟として見られているわけではないんだって……と自分自身にツッコむ。にもかかわらず、どうしてそこまで私にこだわるのかもいまいち謎だが。

「お前はどうだ？」

　悶もん々もんとしていた私は、そう聞かれて「天澤さん以外の人と、結婚……」と呟き、今度は自分自身について考えを巡らせる。

　過去に付き合った人はひとりだけで、最近は仕事に専念しすぎて恋愛からは遠ざかっている。容姿も平凡な私は決してモテるタイプではないし、結婚どころか彼氏ができるとすら思えない。

　天澤さんは将来有望な副操縦士、しかもイケメン。誰もが羨む超優良物件な彼に、終身契約で結婚を提案されている。こんな機会は皆既日食くらい滅多に訪れないことだ。この機を逃したら、こんなにいい条件の結婚のチャンスは二度と巡ってこない可能性が高い。

　総じて、天澤さん以外の人と結婚なんて……。

「できる気がしません」

「契約成立、だな」

　白旗を挙げる私に、彼は満足げな笑みを浮かべた。

　私の未来を、目視できる距離を表す視程で例えれば500くらいだろうか。五百メートル先も見えにくい視界不良な状況、といったところ。

　先行き不安なドＳコーパイとの奇妙な夫婦関係は、こうして始まりを告げた。




　夫婦になるにあたって私たちが決めた契約内容は、大きく分けて三つ。

　その一、生活費は妻も払える分だけ払う。互いの出費には干渉しない。

　その二、家事は基本的に妻が担当するが、夫が休日のときはこの限りではない。食事もそれぞれ都合のいいタイミングで済ませる。

　その三、保証期間は一生涯。その間、不倫や疑わしい行為があった場合は厳しく罰する。

　三つ目だけ妙に重い内容なのが違和感ありまくりだが、とりあえずこれでやってみようと思っている。こんなふうに、住む家は一緒だが生活は別々という、ルームシェアの延長のような結婚は〝共生婚〟と呼ぶらしい。

　そのスタイルで同居を始め、今日でマンションに転がり込んでから一週間が経つが、まともに顔を合わせることすらままならない。お互いに航空業界に勤めていればこんなものだろう。

　夜は、当然ながら別々の部屋で過ごしている。火事騒ぎがあったあの日の夜は、さすがの彼も私をソファで寝させるのは忍びないと思ったのか、自身のベッドを貸してくれた。

　案の定、彼の匂いに包まれているようでドキドキして眠れなかったので、翌日には自分のベッドを買わせてもらったが。

　いまだにふたりで食事もできていない。勤務がバラバラだし、休みの日もお互いに被害を受けた部屋の片づけに引っ越し作業、もろもろの手続きなどをしなければならなかったせいでもある。

　無論、入籍もまだだ。来週休みが合う日が一日だけあるので、そこで婚姻届を提出しようという予定になっている。

　私の家族には母にだけこっそり報告して、『お父さんには絶対に内緒で』と口止めしておいた。父には反対される可能性もあるし厄介事になるのは目に見えているから、入籍してから事後報告するつもりだ。

　母はとても驚いていたが、元々寛大だし、前から私が結婚するのを楽しみにしていたので大喜びだった。ひとまず承諾してもらえてほっとしている。

　天澤さんとは今はただの同居人状態だが、職場で顔を合わせるとき、以前となんら変わりない彼に対して私は予想以上に意識してしまっている。プライベートでは近い関係で、ふたりだけの秘密を共有しているという事実が胸をざわめかせるのだ。

　とはいえ、彼は家でも塩対応である。自分のことは自分でやるスタンスだから、引っ越しの手伝いもしてくれなかったし、とにかく冷たい。

　ささいなことで言えば、私が掃除をしようとして、一応気を利かせて自室にいる彼に声をかけたとき……。

『掃除機かけるので、天澤さんのお部屋もついでにやっておきましょうか？』

『こいつがいるからいい』

　あっさり断る彼の足元には、ウィーンと音を立てて動くロボット掃除機がいた。

　ああそうか、セレブなんだからお掃除ロボットくらいいるよね。ていうか、それ私にも使わせてくれませんかね!?

　と心の中で若干文句を言い、かろうじて火事の被害から免れた古い掃除機をガーガーとかけたのだった。こういう小ネタは挙げればキリがない。

　そんな割り切った同居生活を送っているが、今日は久しぶりにゆっくりできる休みだったので、ここ数日の疲れを取って夕食は天澤さんと食べようと目もく論ろんでいる。一緒に暮らしているのに、ずっと別々ではやっぱり寂しいから。

　彼の好みもあまり把握していないが、定番の料理なら外れないだろう。その中でも私が自信を持って出せる鶏とりのから揚げを作ることにした。

　すべての準備を終え、あとは揚げるだけの状態にできたのは午後六時。天澤さんは昨日北海道でステイして午後七時には羽田に戻ってくる予定なので、その時間に合わせて揚げればいい。

　お口に合うかな。あの彼のことだからいい感想はあまり期待しないけれど、私も一応料理ができるんだというアピールになればいいな。

　そんなふうに、ちょっぴりワクワクして待つこと二時間……とっくにデブリーフィングも終わっているはずなのに、まだ帰ってこない。

「遅いなぁ……まさかディレイしてる？」

　ひとりごちながらスマホを持ち、連絡してみようかと考える。しかし、業務の妨げになるかもしれないと思うとためらわれて、結局なにもせずにただ待つしかなかった。

　さっとシャワーを浴び、待ち切れず鶏肉をちょうど揚げ終わった午後九時半、ようやく玄関のドアを開ける音がした。

　逸はやる気持ちを抑えてそちらに向かい、靴を脱いでいる天澤さんに明るく声をかける。

「おかえりなさい！」

「ああ」

　彼は私を一瞥し、いつも通りのクールな表情で短く答える。この挨拶は最初は少し気恥ずかしかったが、今日は自然に、むしろラブラブな新妻のごとく言えた。

　同どう棲せいしてるって感じだなぁと呑気に思いながら、リビングに向かう彼に続く。

「ずいぶん遅かったですね。トラブルでもありましたか？」

「十五分遅れたがたいしたことはない。戻ったあと、機長に誘われて飯を食いに行ってたんだ」

「えっ」

　想定外の理由に、私は唖然として声を上げた。

　嘘、もうご飯食べてきちゃったの？　そんな連絡もなかったから、帰ってきてから食べるものだと……。

　荷物を置き、ダイニングテーブルに並べたふたり分の食事に気づいた天澤さんは、目を見張って私に顔を向ける。

「作って待っていたのか？」

「……はい、せっかくなので一緒に食べられたらと」

　あからさまにがっかりして肩を落とす私に、彼は珍しく申し訳なさそうにする。

「悪かった。まだひとりの感覚で、連絡するって考えが頭になかった」

「いえ、私も勝手に家で食べると思い込んでいたので」

　素直に謝られ、私は慌てて首を横に振った。

　できたてを食べてもらえないのは残念だけど、また明日以降に期待しよう。そう前向きに思ったものの、天澤さんはやや険しい顔をしている。

「これからも俺を待っていたりしなくていい。食事はそれぞれ済ませるというのが俺たちのルールで、無理して合わせる必要なんてないだろ」

　彼の口から出たのは、なんとも物寂しい言葉。

　確かに私たちはタイミングを合わせるのが難しいからと、そう約束した。でも、食事に関しては絶対守らなければいけないとは思わないし、臨機応変にやっていけばいいのではないだろうか。

「それは、そうですけど……。たまにはいいじゃないですか、一緒に暮らしているんだからお互いに合わせる日があっても」

「そういうのが面倒で契約結婚にしたんだが」

　あっけらかんと笑って言った私は、冷めた口調ですぐさま返されて笑顔が凍った。同時に、この結婚に対する意識の差を思い知らされる。

　私は一緒に暮らしていくうちに歩み寄ることができるんじゃないか、そうなれば結婚生活がもっと楽しく送れるだろうと思っていた。しかし、天澤さんはそんな努力は必要ないと考えている。

　契約結婚ってそういうものなのかな。ドライな関係でも一応夫婦になるのだから、相手のためになにかしたいと望むのは無駄なことなの？

　意見は心の中でぶつけるだけで表情を強張らせる私に、天澤さんは「早く食って寝ろ」と言ってバッグから荷物を取り出し始める。私は悲しさと悔しさを入り交じらせて俯うつむき、刻々と冷めていく料理をただ見下ろしていた。




　翌日は遅番で、午後一時から勤務のため朝はゆっくりでよかったのだが、なぜかいつもより早い五時半に目が覚めてしまった。喉が渇いたので、水を飲んだらまた二度寝しようと思い部屋から出る。当然、天澤さんはまだ寝ているだろう。

　昨夜はあれから無言でさっさとご飯を食べ、彼がシャワーを浴びている間にベッドにもぐり込んだ。

　私が勝手にしたこととはいえ、ありがとうのひと言くらいあってもいいんじゃない？とか、乙女心がまったく理解できていない！とか、だんだんイライラしてきて寝つけなかったから、今日が遅番でよかった。

　私は基本寝ればどうでもよくなるタイプなので、朝になった今イライラは治まっている。それでもスッキリはせず、重い気分でキッチンに立つ。

　そうしてミネラルウォーターを取り出そうと冷蔵庫を開けたとき、違和感を覚えた。昨日入れたはずの、から揚げを乗せたお皿がないのだ。

　首をかしげてシンクや食器洗浄機を見ると、ちゃんと洗われて乾燥もされている。もちろん、生ごみの中にもから揚げはない。

　もしかして天澤さん、わざわざ食べてくれたの？　お腹なかは十分満たされていたはずなのに。

　手料理が無駄にされなかったことと彼の気遣いに、強張っていた心が解ほぐれていく。あっさり昨日のいら立ちを忘れてしまいそうになり、自然に緩んだ口元をはっとして引きしめる。

「……これだけで懐柔されたりなんてしないんだから」

　彼の手のひらで転がされているような自分がなんだか悔しくて、意地っ張りなひとり言をこぼした。




　その日、遅番を終えて帰宅したのは夜十一時頃だった。天澤さんは少し顔を合わせただけですぐに自室に入ってしまい、結局気まずさを残したまま。これから彼は国際線の勤務になるため、次に自宅で会うのは四日後になる。

　ケンカしたわけではないのに気まずい状態は、解決策を見つけるのが難しくて厄介だ。せめて私の意見も言うべきだったか。いや、そもそも彼は仲よくする気はないかもしれない。

　今日も仕事中以外は悶々としつつ、美紅さんと一緒にお昼休憩のため社員食堂へやってきた。セルフで数種類のおかずをトレーに乗せ、飛行機がよく見える窓際の席につく。

　利用者は私たちのような地上職のスタッフが多いが、制服を着たＣＡやパイロットの姿もある。気を張り詰めた業務から一いっ時ときだけ解放される、皆の憩いの場となっているのだ。

　私もとりあえず空腹を満たして元気をチャージするため、手を合わせてからトンカツをかじった。

　サクサクの衣と肉厚でジューシーなお肉に舌した鼓つづみを打っていると、お味み噌そ汁しるをすすった美紅さんが思い出したように口を開く。

「そういえば、結婚するんだってね」

「っ、え!?」

　まだ誰にも報告していないのになんで知っているのかと、トンカツを喉に詰まらせそうになる。瞠目する私に、美紅さんはスマホをタップして画面を見せてくる。

「メンズモデルの宝ほう生しょう海かい都とよ。普段は可愛い系男子だけど狼おおかみに豹ひょう変へんする瞬間が見たいランキング殿堂入りの彼。なんか所帯持ちとか似合わないなーと思ってさ」

「あ、ああ～！　そっちか……」

　人気モデルのネットニュースを見せられた私は、ぎこちない笑いをこぼして胸を撫なで下ろした。

　そのモデルの彼、少し前に熱愛報道が出ていたっけ。恋愛の末に結婚できる人たちが羨ましい。

　つい自分と比べてしまい脱力気味に箸を動かしていると、美紅さんが心配そうに顔を覗き込んでくる。

「つぐみちゃん、最近疲れてない？　ため息ついてること多いよ」

「あはは……ダメですよねぇ。プライベートでちょっと、ゴタゴタがあって」

「なによ、親のこととか？　あ、宅飲みしてゆっくり話そうよ～。つぐみちゃんが引っ越してからまだお邪魔してないし。滋養強壮にいい薬用酒持っていくから」

　苦笑交じりに濁したものの、美紅さんは楽しそうにそんな提案をしてきた。彼女はお酒が大好きで、私も一緒に飲みに行くのは好きなのだが、宅飲みとなるといろいろと問題がある。

　いずれ美紅さんにはすべて話すつもりでいたし、相談にも乗ってもらいたいから今打ち明けてしまおうか。ただ、この場所では誰に聞かれるかわからないので、前まえ屈かがみになって顔を近づける。

　不思議そうな顔で同じく前屈みになる彼女に、「新居の件なんですけど……」と小声で切り出した、そのとき。

「あっ、美紅～！」

　歌うような声が私の後ろから聞こえてきた。目線を上げた美紅さんはやや落胆した表情になり、「うるさいのが来たわね」と呟く。

　振り返った私が捉えたのは、日本アビエーションの制服を着た目鼻立ちのはっきりした美人。ＣＡであり美紅さんの同期の、宮みや路じ玲れい香かさんだ。

　すっきりと髪をまとめているため小顔がより強調されているし、赤いリップがよく似合っている。美紅さんは癒し系美女で、宮路さんはエキゾチックな美女という感じ。

　こうして会うと時々美紅さんと話しているので、私も自然に顔見知りになった。自信に満ち溢あふれているのがよくわかるし、流行に敏感でなによりも見栄えのよさを意識している、美紅さんいわく典型的なセレブ女子だそう。

　モデルのような歩き方でこちらにやってきた彼女は、野菜のおかずをたくさん乗せたトレーを私の隣の席に置き、美紅さんに話しかける。

「ねえ、第二ターミナルに新しくオープンしたブランドショップ、今度一緒に行かない？」

「私を荷物持ちに使わないなら行ってあげてもいいけど」

「美紅をそんな扱いにしたことなんてないでしょーが」

　塩対応の美紅さんに、宮路さんは綺麗な顔をムスッとさせた。

　美紅さんは、宮路さんに対してはいつもちょっぴり冷たいし毒舌になる。しかし別に彼女を嫌っているわけではなく、あえて冷たくして反応を見るのが面白いからなのだそうだ。この点だけは天澤さんに似ているかもしれない。

　遠慮なく隣に座った宮路さんは、私に営業スマイルを向ける。

「ごめんね、お邪魔して。あなたは、えーっと……当とう麻まさん」

「蒼麻です」

「惜しい！」

　自分でそう言って顔をくしゃっとさせる彼女に、思わず笑ってしまった。

　確かにセレブ女子だし、高飛車なところもあるので敵も多そうだが、子供みたいに無邪気な性格は私も嫌いではない。美紅さんも『最初は〝なにこの女〟って思ったけど、弄いじり甲斐があるって気づいたのよね』と言っていた。

　宮路さんの扱いを熟知している美紅さんは、さほど興味もなさそうに言う。

「高級志向の玲香が、地味な社食に来るなんて珍しいじゃない」

「そりゃあ、たまには庶民派の味も恋しくなるわよ。これからロンドンへフライトだし、イギリスのグルメを堪能してくるから質素なくらいがちょうどいいの」

　宮路さんはふふんと答えて、カラフルなサラダをぱくぱくと口に運ぶ。意外と食べるスピードが速くどんどん平らげていくので、痩せの大食いなのかもしれない。

　そんな彼女は、突然思いを馳はせるように宙に目線をさ迷わせる。

「ヒースロー空港にアプローチするときの夜景って、めちゃくちゃ綺麗なのよ～。それを見られたらテンション上がるのは間違いないし、なんかうまくいきそうな気がするのよね」

「なにが？」

　美紅さんが口をもぐもぐさせつつ問いかけると、宮路さんは意味深に口角を上げる。

「天澤さんへの、愛の告白」

「ごほっ！」

　色っぽい囁ささやき声で紡がれた言葉に、私はつい咳せき込んでしまった。

　むせる私に美紅さんが「つぐみちゃん、大丈夫？」と声をかけてくれる。私はこくこくと頷き、気持ちも落ち着かせようと一気にお茶を飲む。

　天澤さんも同じロンドン行きの便に乗るのは把握していたけれど、まさか告白するつもりだとは！

　一度咳せき払ばらいをして、驚きを隠せないまま確認する。

「宮路さんって、天澤さんが好きなんですか……!?」

「うん。コーパイでも機長並みの操縦をする彼、ずっとカッコいいな～とは思ってたの。半年前に彼氏と別れてから本格的に狙ってたんだけど、なかなかタイミングが合わなくて。今回こそはモノにしてみせるわ」

　ぐっと手を握りしめて闘志を漲みなぎらせる彼女に私は唖然とし、美紅さんは呆れ顔で頬ほお杖づえをついた。

「今度は天澤さんか。玲香の獲物はなんでいつも高たか嶺ねの花なのよ」

「別にわざと狙ってるわけじゃなくて、好きになった人が皆そうなだけだから」

　ふたりの会話を聞きながら、この間美紅さんの話にちらっと出てきた肉食ＣＡは宮路さんのことだったか……と納得する。

　これまで何度もレベルの高い男性との浮き名を流してきたらしく、中には略奪愛もあったとか。どれも結婚には至らなかったようだが、恋愛に対してそこまでタフなのはもはや尊敬する。

　美紅さんは据わった目でパリパリと漬物を噛かみ砕いている。

「それほど魅力的な男に彼女がいないとは思えないけど」

「大丈夫、彼女がいないのはリサーチ済み。万が一いたとしても、結婚さえしていなければまだワンチャンあるわよ」

　ひぇ～さすが肉食！　ていうか、一応結婚を約束している相手がここにいるんですけれども……。

　めちゃくちゃ気まずく、内心冷や汗を掻かいて目を泳がせていたとき、美紅さんが私たちの後方を見て「あ、噂をすれば」と呟く。

　宮路さんと同時に振り返った私は、ドキリと心臓が跳ねた。制服姿の天澤さんが、すぐ後ろにあるテーブル席にひとり座るところだったから。食後のコーヒーだろうか、カップだけを持っている。

　これはさらに気まずい。彼はおそらく私には気づいていないだろうから、そっと前を向いてお味噌汁に口をつけた。

　宮路さんも姿勢を戻し、うっとりとした表情でため息をつく。

「いつ見てもカッコいい……これから四日間一緒だなんて幸せすぎる」

「フラれたら最悪の四日間ね」

「なんてことを！」

　口元にだけ笑みを浮かべるちょっぴり意地悪な美紅さんは、憤る宮路さんに遠慮なく言う。

「だって彼は簡単になびくような男じゃないでしょ、絶対」

「もちろんわかってる。だからあの手この手で迫るのよ。ステイ先の部屋に入れてもらって、押し倒すくらいの勢いでね」

　彼女の赤裸々な計画を聞き、私は心の中で〝ちょっと待ってー！〟と叫んでいた。

　彼、私の旦那様になる予定の人なんですよ……。さすがにほかの女性に迫られるのは阻止したい……けど、この状況で暴露する勇気はない。

　美紅さんが言うように、きっとあの天澤さんならうまくかわすよね、と自分に言い聞かせていると、宮路さんが急に私に話を振ってくる。

「ねえ、蒼麻さんはいないの？　好きな人」

「あ、はい、今はいません。仕事が手一杯で余裕なくて」

　苦笑を漏らしつつ、ここは正直に答えた。ずっと呆れ顔をしていた美紅さんが、いつもの調子に戻って私に声をかける。

「でも、親バカなお父さんがうるさいんじゃなかったっけ。誰のものにもなってほしくないけど、結婚はすすめられるんでしょ」

「わー、厄介なヤツね」

　宮路さんも顔をしかめるので、私は「そうなんですよ」と脱力気味に頷いた。

　父の気持ちもわからなくはないが、娘からしたら矛盾したその言動は本当に迷惑でしかない。まあ、もうすぐそれから逃れられそうなのだけど。

　まさか天澤さんと結婚することで父におとなしくなってもらおうとしているとは、ふたりは想像すらしないだろう。

「誰か紹介してあげよっか？　大手企業の御曹司、医者、弁護士、いろいろ伝つ手てはあるわよ。相手がエリートならお父さんも納得してくれるんじゃない」

　さすがいろいろなパイプを持っているであろう宮路さんは、厚意でそんなふうに言ってくれる。しかし、すでにお相手は見つけているのだ。

　いろんな意味でとても申し訳ない気持ちになりつつ、明るく笑ってみせる。

「だ、大丈夫です！　私、紹介とかちょっと苦手で……せっかくですが、すみません」

「そっか。まあ、気が変わったらいつでも声かけて」

　にこりと笑いかける宮路さん、やっぱり根はいい人なのだと思う。でも、想い人を私が取ったと知ったらどうなるだろう……噛み殺されるかも。

　恐怖と罪悪感で冷や汗が止まらない私に、美紅さんが意味ありげに微笑む。

「つぐみちゃん、自分では気づいてないかもしれないけど、可愛いし頑張り屋だし人気なのよ？　男が多い航務課では女子は可愛がられるとはいえ、その中でも特に」

　予想外の話に、私はキョトンとした。

　確かに男性陣は皆優しく接してくれているが、あか抜けない私がそういう対象で見られているとは信じがたい。むしろ人気があるのは美紅さんのはずだと、私は軽く笑い飛ばす。

「またまた、美紅さんのほうが人気があるに決まって――」

「宮路」

　話を容赦なく遮る低い声が聞こえ、ギョッとして口をつぐんだ。この声は、最近よく聞いているから間違えようがない。

　そろそろと振り向くと、やはり天澤さんが無表情で見下ろしていた。私は息を呑み、宮路さんは猫のような目を大きく見開いている。

「天澤さんっ……」

「お前の上司がいるぞ。探してるんじゃないか？」

　彼が顎で示すほうを見ると、一般のＣＡとは違う色のスカーフを着けた女性が食堂内を見回している。おそらくチーフパーサーだろう。

　宮路さんは瞬時にきりっとしたＣＡの姿になり、「ありがとうございます！　すぐ行きます」と返した。

　天澤さんは私にほんの一瞬目線を向けたあと、なにも言わずに出入り口のほうへと歩き出した。その凛り々りしい背中を密かに目で追う。

　フライト前に会うのはこれが最後か……やっぱり夫婦感どころか同居人感もゼロだったわ。むしろ、瞳がすごく冷たかった気が。まだ一昨日のことが尾を引いているのかな。

　落ち込み始める私に対し、腰を上げた宮路さんは感激したように顔を輝かせている。

「天澤さん、私の顔と名前を覚えていてくれた……！」

「メイクが濃いからじゃない？」

　ズバッと言う美紅さんに、宮路さんはしかめっ面をして「荷物持ちにしてやる！」と吐き捨て、チーフパーサーのもとへ足早に向かっていった。

　美紅さんは一旦席を外す彼女を眺め、面白そうに考察し始める。

「どうなるか見物ね。こっぴどくフラれる可能性のほうが高いけど、旅先で一夜のアバンチュールもなくはないか。あんな調子でも玲香は仕事できてスタイルもいいし、ああいうのが好きな男も多いからね～」

「あ、あはは……」

　その言葉でさらに不安を煽あおられるも、ぎこちなく笑うしかなかった。これからの四日間、さらに悶々とした日々を過ごすことになりそうだ。










蜜月ゴーアラウンド




　天澤さんたちがロンドンへ発たってから二日が経ち、私には広すぎかつ豪華すぎる部屋でひとりの時間を持て余している。

　現地に着いたらしばらくは自由行動のはずだし、一回くらい連絡してくれるかも……と淡い期待をしたものの、いまだに一切音沙汰なし。無慈悲だ。

　宮路さんはというと、ＳＮＳにフライト先での写真をよく投稿していると美紅さんが言っていたので、私も密かにチェックさせてもらっている。しかし、ロンドンでの写真はいくつか投稿されているものの、文面からは彼とどうなったかなどは読み取れない。

　クルーたちとの楽しそうな食事風景もアップされていて、この中に天澤さんもいるのかなと考えると、胸がもやもやして仕方ない。

　夕食は超手抜きのカップラーメンを食べたあと、リゾートホテルのようなジャグジーにお湯を溜ためて浸かり、ふと自分の身体に目をやる。

　くびれは一応あるけど胸はたいして大きくないし、やっぱり男性が欲情するような身体ではないだろう。それに対してスタイル抜群の玲香さんにセクシーに迫られたら、天澤さんもその気になってしまうかもしれない。

　本気じゃないだろうけど、女なら誰でも抱ける、とか言ってたしな……。不倫はダメだと約束したとはいえ、まだ籍を入れていない今ならセーフなんだろうし。

「……嫌だ」

　本音をぽつりとこぼして、鼻の下までぶくぶくとお湯に浸かった。

　やっぱり嫌でしょう、結婚する相手がほかの異性と関係を持つなんて。私たちに恋愛感情はなくても、モラルの点でアウトじゃないだろうか。これについては天澤さんも同じ考えであってほしい。

　ぐるぐると思考を巡らせていたらのぼせそうになったので慌てて上がり、気分転換するべくいまだに節約のために買っている第三のビールを喉に流し込んだ。




　翌日も天澤さんからはなんの連絡もないまま仕事を終え、だいぶ慣れてきた麻布への帰宅ルートを通る。台風が近づいているため、空はどんよりしていて風も若干強い。

　明日の仕事は大変そうだ。台風の影響を予測して遅延や欠航が発生したら、それに応じて飛行ルートを変更したり、刻々と変わる気象情報をパイロットに伝えなければならない。

　ひとつの飛行機を飛ばすために様々な部署が関わっているため、各方面と連携しないとすべての便がどんどん遅れていってしまう。イレギュラー時にやるべきことは普段の比ではなく、まさに地獄なのだ。

　天澤さんたちが乗るロンドンからの便が到着する頃には、羽田空港が暴風域から外れる予報なのでそこまで影響は受けなそうだが、油断はできない。

　あれこれ考えているうちに待っていた信号が青に変わり、天気予報を見ていたスマホをしまって歩き出した。しばらくして、洗練された広いアプローチが見えてくる。

　そこに到着し、同じく中へ入ろうとしていた住人らしき男性の顔をなにげなく見たとき、私は目を見開いた。私に気づいた彼も、眼鏡の奥の瞳を丸くする。

「あなたは……」

「この間の！」

　同時に声を上げ、ふたりして噴き出した。

　見目麗しいスーツ姿の彼は、以前オフィスビルの前で会った管制官だったのだ。天澤さんが『マンションには航空関係者が何人か住んでいる』と言っていたが、その中に彼も含まれているのかもしれない。

　偶然の再会に内心テンションが上がり、私は風でやや乱れた髪を咄嗟に手で直してはにかむ。

「まさかこんなところで会うなんて」

「驚きましたね。蒼麻つぐみさん、でしたっけ」

　顔と名前を覚えていてくれた！と、宮路さんと同じように感激しながら頷く。

「はい。あの……」

「僕は泉いずみ柊しゅう一いちといいます。またあなたにお会いしたいと思っていたんですよ」

　紳士的な微笑みもリップサービスも完璧で、ついついだらしなくニヤけてしまう。いけないいけない、人妻になろうという身でほかの男性にときめいていたりしたら。

　口元と気を引きしめて、いたって普通の質問をする。

「泉さんもここにお住まいなんですか？」

「ええ、二十三階に。蒼麻さんは、つい最近引っ越されてきたんでしょう」

　ずばり当てられ、私は目をしばたたかせた。なぜ確信している様子なんだろうか。

「よくご存じですね」

「千里とは古い友人なので」

　彼から思わぬ名前と驚きの関係が飛び出し、「ええっ!?」と声をひっくり返らせた。

　まさか泉さんと天澤さんが友達だったとは！　なんて顔面偏差値の高いペア……。

　呆然とする私に、泉さんはマンションの中を指差し、「せっかくなのでラウンジで少し話しませんか」と誘う。天澤さんとの関係についても気になるので、私はふたつ返事で了承した。

　一階には歓談スペースとしてラウンジが設けられている。天井が高く手入れの行き届いた中庭も見え、開放感のある造りだ。ソファに向かい合って座り、さっそく話しだす。

「天澤さん、私とのいきさつを打ち明けていたんですね。一体どこまで……？」

「だいたいは聞いています。火事の被害に遭っただなんて大変でしたね」

　泉さんは気の毒そうに言った。おそらく、私たちが結婚するつもりだということも知っているのだろう。

　天澤さんとそんなに仲がいいとは意外だなと驚いていると、彼は一度瞼まぶたを伏せて苦笑を漏らす。

「いや、今後のほうがもっと大変か。あいつがまともな結婚生活を送れるとは思い難いから」

「私もまったく同じことを思っていました」

　真顔で答えると、泉さんはおかしそうに笑った。そして、すぐ真剣な表情になる。

「パイロットの試験前は勉強以外は二の次だし、フライトに出れば連絡も寄越さないからステイ先で誰となにをしているかもわからない。そんな男の奥様になる人は気苦労が多そうで。蒼麻さんはそれも承知で結婚を承諾したんでしょうから、心配いらないかと思いますが」

　彼の言う通り、ただお互いに都合がいいから結婚するだけで、天澤さんと一般的な夫婦と呼べる関係にはなれないと最初からわかっていた。そうなるつもりもなかった、はずなのに。

「……全部承知していたし、覚悟もしていたはずなんですけどね」

　私はまつ毛を伏せ、自嘲気味に笑って本音を吐露する。

「いざ同居してみたら、ただ同じ部屋に住んでいるだけで干渉し合わない関係って、ラクなんだろうけどすごく寂しいなって気づいたんです。私は連絡がないと不安になるし、歩み寄りたいし、天澤さんが今女の人といるのかもって思うともやもやするけど、そういうのが全部必要ないなんて」

　話しながら気持ちを整理できて、自分が寂しがっていることを強く実感した。一緒に暮らしている以上、私は天澤さんと夫婦と呼べる関係に近づきたいんだと。

「割り切った関係を築けると思っていたのに、人並みの結婚生活がしたいって願う自分が出てきて、ほんと困っちゃいますよ。まだ十日くらいしか経ってないのに。契約結婚に向いてないんですね、私」

　明るい口調で自虐して、渇いた笑いをこぼした。普通の結婚に向いていない天澤さんとは真逆だ。こんな私たちがうまくいくわけがないのかもしれない。

　徐々に目線が落ちて表情が暗くなっていく私に、しっかり耳を傾けてくれていた泉さんが眼鏡を押し上げて親身な声を投げかける。

「婚姻届を出していない今なら、まだ引き返せます。あなただけが我慢するような契約なら、破棄したほうがいい」

　ごもっともな意見が胸に刺さる。彼の言う通り、数日後には入籍する予定なので白紙にするなら今のうちだが、本当にそのほうがいいのか、すぐには答えは出せない。

「そう、ですよね……。よく考えてみます」

「すみません、勝手なことを」

　決まりが悪そうに謝る彼に、私は慌てて首を横に振った。誰かに話を聞いてもらえたのは初めてだから、それだけでも気持ちが軽くなった。

　泉さんは腕時計に目をやってからおもむろに腰を上げ、私を安あん堵どさせるように笑みを向ける。

「またなにか悩んだり、心配事があったら相談に乗りますよ。もちろん、千里も一緒に皆で食事するのもいいですね」

「はい、ぜひ！　私も管制官のお話を聞いてみたいと思っていたんです」

「シビアな話ばかりですが、それでよければいくらでも」

　社交辞令だとしても嬉しくて、気分が少し明るくなった。

　私も腰を上げ、ふたりでエレベーターに向かう。お互いの階を目指す間もたわいない話をして、穏やかな泉さんのおかげで心が安らぐのを感じていた。

　そうして二十三階に着きエレベーターを降りる直前、彼はわずかに憂いを帯びた瞳を私に向ける。

「名残惜しいですが、また今度。あなたとはもっと早くに出会いたかった」

　――意味深な言葉に、ドクンと心臓が跳ねた。

　これもリップサービスなのか本心なのかわからず、ぽかんとしているうちに扉が閉まり始め、「あっ」と小さな声が漏れる。ほどなくして、軽く手を振る彼の微笑みが扉の向こうに消えた。

　再び上昇を始める箱の中、私はひとり〝もしもの世界〟を頭の中で繰り広げる。

　天澤さんとこうなる前に泉さんと出会っていたら、また違った運命があったのかもしれない。もし彼が私に好意を抱いてくれたとして、恋愛関係に発展し結婚までいったとしたら、少なくとも天澤さんよりはいい旦那様になるだろう。

　そんなたらればを妄想しても仕方ないのだけれど、泉さんがあんなふうに言うから……大人の男って皆ズルい。

「なんかもう、いろいろと私にはレベルが高すぎる……」

　止まった階数の表示を見上げ、ため息交じりに呟いた。




　――その日の晩、夢を見た。遠く離れた異国の地から、天澤さんが電話をかけてくる夢。

　その世界の中では、彼は離れている私のことを気にかけてくれている様子で、とても優しく笑っていた。まるで恋人になったような気分を味わったので、幸せな余韻に浸れる。

　会話の詳しい内容はほとんど覚えていないが、ひとつだけ頭に残っているフレーズがある。しかし、あの彼が絶対言わなそうなセリフなのがまさに夢という感じだ。

　すごく心地よくて妙にリアルだったなと、目を閉じたままぼんやり思い返しているうちに段々と覚醒してくる。しっかり目が覚めてはっとした私は真っ先にスマホの画面を見るが、着信の通知は残っていない。

　やっぱり現実ではなかった。願望が夢となって表れたか……と肩を落とす。しかし、今日は雑念を振り払わなければ。

　昨夜はあのあとも悩んでいたのだが、結局納得のいく答えは出せそうになかったので、早く寝てしまえとアルコール度数高めの梅酒を一杯だけ飲んだ。それがちょうどよかったのか、気持ちのいい眠りにつけたから身体はわりとスッキリしている。

　ベッドから降りてカーテンを開け、窓を打ちつける雨と垂れ込める暗い雲を見て気合いを入れた。

　出社した航務課内は予想通り台風の影響で慌ただしく、無線の音声が飛び交っていた。すでに国内便もいくつか欠航が決まっており、各部署でその対応に追われている。

　私は美紅さんの指示通り、刻々と変わる気象情報を常にチェックしてチーム内で情報を共有している。

「台風の移動速度、予測よりちょっと遅いですね。暴風域を抜けるまで一時間以上かかりそうです」

「今、国際線は出発時間を遅らせることが決まったわ。担当と連絡取ってくれる？」

「わかりました」

　モニターで台風の状況を見ながら話し合っていると、飛行中のパイロットから無線が入る。美紅さんは彼らから聞かれる風や滑走路の状況をその都度説明していて、とても忙せわしない。

　私も作業工程管理の担当者に連絡しようとしたとき、後ろのほうで部長たちが話す声が聞こえてくる。

「これから羽田に着く便も上空待機を指示されるだろうな。空が混み合いそうだ」

　その中には、天澤さんたちが乗るロンドンからの便も含まれている。ところがヒースロー空港付近も天候が悪かったため、予定より一時間遅れての出発となったと情報が入っている。

　無事に帰ってきてほしい。心の片隅にその思いを忍ばせ、目の前の業務に集中した。




　台風が過ぎ、ようやく社内が落ち着きを取り戻し始めたのは午後四時頃。朝コンビニで買ったおにぎりをデスクで食べた以外、私と美紅さんはまともな休憩を取れなかった。

　午後五時、仕事を引き継いでオフィスを出ると、なんだか久しぶりに外の空気を吸ったような気がして清々しい。けれど、身体の怠さは普段の倍以上だ。

「あ～疲れたぁ～。ぶっ通しはキツいよ」

「久々に修羅場でしたね……」

　美紅さんと一緒にお互いを労ねぎらいながら、のっそりとした足取りでターミナルビルへ向かう。

　暴風域は抜けてもまだ風が強い。美紅さんはなびく長い髪を押さえ、雲に覆われた空を見上げる。

「そろそろロンドンから帰ってくる頃ね。今回のメンバーだとキャプテンが後進の育成に熱心な人だから、天澤さんが操縦することになるんじゃないかな」

　彼の名前が出てドキリとするも、気になることを問いかける。

「この悪天候の中でも？」

「そうよ。実際に訓練しないと意味ないでしょう」

　そりゃあそうか。悪天候でもスムーズに離着陸させられるスキルを身につけなければ、機長には到底なれないのだから。

　頷く私に、美紅さんは話を続ける。

「もちろん任せられないって判断される副操縦士もいるけど、天澤さんは別格みたいよ。平均的な機長と同レベルの技量を持っているってすでに認められているくらいだから」

「本当にすごい人なんですね……」

「うん。とはいえ経験値で言えばまだまだだし、彼も普通の人間だから、神経すり減らしてるかもしれないわね。表には出てないけど」

　彼女の言う通り、いつもクールで疲れなど見せない天澤さんも、本当は弱っているときがあるかもしれない。私はまだそれを感じ取れていなくて、少し切ない気持ちになる。

　夫婦になる以上は、やっぱりお互いを理解し合うことは大事だと思う。天澤さんはきっとまた必要ないと言うのだろうけど、そうすることで生まれるメリットだってあるはず。

　身体を壊す前にサポートしてあげられるし、そうすれば業務のパフォーマンスの向上に繋がるかもしれない。

　そうだ、このプレゼンをすればいいのよ。彼が帰ってきたらちゃんと話し合おう。

　こうやって説得しようと考えている時点で、私は彼との結婚を諦めたくないのだと自覚した。

　彼はもうすぐ空の向こうからやってくる。そういえば、天澤さんが操縦する飛行機の離発着はちゃんと見たことがないと気づき、好奇心がむくむくと膨らむ。

　駅へ行く前に私は足を止め、美紅さんに向き直った。

「私、せっかくなので天澤さんの勇姿を見てから帰ります」

「えー！　元気だねぇ。私はもうさっさと帰って一杯やりたいよ」

　オジサンみたいな調子で言う彼女は、笑顔で「じゃあ、また明日ね」と手を振って先に駅へと向かっていった。

　私は足早に屋上の展望デッキを目指す。風が強いので第二ターミナルの屋内のデッキで見たいところだが、目的の飛行機が使う予定の滑走路はこの第一ターミナルからのほうがよく見えるのだ。

　デッキに出てみると、やはりこの天候のせいか人はあまりいない。柵に近づいて、遠くの空に目を凝らしたとき、ナビゲーションライトの光が見えた。

　機体がこちらにだんだんと迫ってきて、日本アビエーションのロゴも視認できる。ロンドンからの便で間違いないだろう。

　天澤さんが今、百数十人の乗客を乗せたあのシップを操縦している。そう考えるだけで胸が熱くなり、込み上げるものを感じた。

　ところが近づくにつれ、機体がまるでやじろべえさながらに左右に揺れていて、だいぶ風に煽られているのがわかる。やはり影響があるようだが大丈夫だろうか。

　次の瞬間、着陸態勢に入っていたそれの機首が急にカクンと下がり、私はひゅっと息を呑んだ。

「ウインドシア……!?」

　思わず口からこぼれたそれは、風速や風向きが急激に変化する危険な現象のことで、ベテランのパイロットにも恐れられているらしい。今、あの機体も強い下降気流の影響を受けているのは明らかだ。

　無意識に肩に力が入り、息を止めて見守る。

　数秒後、滑走路に着地する直前に機首は上を向いて再び上昇を始めた。ゴーアラウンド、つまり着陸のやり直しをすることになったのを見て、私はひとまず胸を撫で下ろす。

　離着陸時にウインドシアが原因で航空機事故を招くことも珍しくない。そんな最悪の事態を一瞬想像してしまったから。

　ドクドクと大きな音を立てていた心臓が落ち着いた頃、上空を旋回してきた飛行機が再び着陸態勢に入る。

　今操縦しているのは天澤さんなのか、それとも機長に交代したのかはわからないが、とにかく無事に降り立ってほしい。

「頑張って……」

　顎の下で手を組み、もうウインドシアは起きないで！と祈りながら見つめる。

　高度を下げて進入してくる機体は、羽を揺らしながらも機首はしっかり前を向き風に耐えていた。鳥の足のようなランディングギアが、慎重に滑走路に接近する。

　車輪が確実に地面をとらえた瞬間、轟ごう音おんと共に白いスモークが上がった。

　機体はそのままランウェイを勇敢に進んでいく。雄々しささえ感じられるその様子を見て、私は思わず「やった！」と声を上げていた。

　風にも負けない、見事な着陸だった。これを毎日、何回も安全に行っているパイロットはやっぱり素晴らしいし尊敬する。

　胸は高鳴っているのに陳腐な感想しか出てこないもどかしさを抱きながら、私は悠然と移動していくシップをしばらく眺めていた。




　どのくらい経ったか、さすがに疲れが出てきたので帰ることにする。天澤さんもデブリーフィングが終われば帰るだろうし……といっても、また誰かと夕飯を食べてくるかもしれないが。

　連絡してみるべきだろうかと、スマホを手に悩みながらエスカレーターで一階に降りたとき。到着ロビーがあるほうから歩いてくる男性に気づき、私は目を見開いた。

　三本線の肩章がついたシャツに黒いネクタイ、金のラインが入った制帽、その下から覗のぞく冷たくも美しい瞳。堕おちない女性はいないのではと思うほど完璧な容姿の彼は、四日ぶりに会う同居人だ。

「天澤さん……！」

　制服姿がカッコいいのはいつものことなのに、今日はさらに魅力が増していて心臓が騒がしい。そんなふうに彼だけが輝いて見えるのは、あのランディングを見た直後のせいだろうか。

　足を止めて見惚れる私に、彼も気づいたらしい。その瞬間に目を丸くしただけで表情はほとんど変えず、機長になにか短く告げて、すらりと伸びた脚でこちらに向かってくる。

　え……え、なに？　あなたが向かうべきなのはオフィスで、機長も同乗していたであろうＣＡたちもそちらへ行っていますが。

　ずんずんと近づいてくるので、私は一歩足を引き身構える。動揺しまくる私の目前まで彼が迫ってきたそのとき――背中に回された手で胸に引き寄せられた。

　一瞬、なにが起こったのかわからなかった。彼に抱き寄せられることなど、絶対にありえないと思っていたから。

　しかも、ここは大勢の人がいる空港内。案の定周りから色めき立った声が聞こえてくるし、宮路さんにだって気づかれているかもしれないのに！

「あ、あああま、あま……！」

　全身がカチッと固まり、意味を成さない言葉を発する私の耳元で吐息交じりの声が囁く。

「お前、この間宮路と話していたときに俺と結婚するって言ったか？」

　彼の第一声は、今の行為とはかけ離れた甘さのない問いかけだった。

　なんでそんなことを聞くのかわからないが、私はほんの少し冷静さを取り戻してとりあえず答える。

「い、いえ、とても言えるような空気では……」

「それじゃ結婚する意味ないだろうが。おかげで部屋に押しかけられたぞ」

「ええっ!?」

　続けられた言葉に、私はギョッとした。宮路さん、本当に天澤さんの部屋にまで行ったんだ！

　そのあとはどうなったのかが気になって仕方なく、抱かれたまま彼を見上げて先を促す。

「まさか、色仕かけで迫られたり!?」

「当然その前に断固拒否したよ。『興味のない女の身体に興味が湧くわけない』って」

「容赦ないですね……」

　拒否したと聞いてほっとするも、宮路さんの立場になってみると気の毒で、複雑な心境になる。

「結婚を約束した女がいるってことも言ったが、いまいち信用していなそうだった。だから……」

　そこまで口にしたとき、彼は気怠げに片手で制帽を取った。柔らかそうな前髪が、さらりと揺れて目にかかる様が麗しい。

　目を奪われた一瞬のうちに、彼は制帽を私の顔を隠すように横に持ってくる。さらに、少し傾けた綺麗な顔が近づいてきて、甘い危険を察知した私は咄嗟にぎゅっと目を瞑つむった。

　……しかし、吐息がかかったのは唇ではなく耳。

「こうやって見せつけておくんだよ。俺にはお前がいるってことを」

　独占欲を露わにしたような言葉を囁かれ、ぱちっと目を開けた私の頬がみるみる熱くなった。

　びっくりした……キ、キスされるかと！　いやでも、周りからは制帽の陰で唇を重ねているように見えたかもしれない。もしや、それを狙っていたんだろうか。

　確かに女性を寄せつけなくする効果はあるかもしれないけれど、こんなふうに見せつけたら、私はファンの皆様、特に宮路さんに噛み殺されてしまう！

　心の中で騒ぎまくっているだけでまったく動けずにされるがままでいると、天澤さんはすっと顔を離した。そして腕時計に目をやったあと、制帽を被かぶり直して私を一瞥する。

「仕事終わってるなら、このへんで時間潰して待ってろ」

「えっ」

　予想外の指示に、目が点になった。私が返事をする前に彼は踵を返し、オフィスのほうに向かってさっさと歩き始める。

　ええと、待ってろってことは、また天澤さんとここで会うわけで……一緒に帰ろうっていう意味に取っていいんだろうか。

「あの天澤さんが？」

　猜さい疑ぎ心しんたっぷりのひとり言がこぼれた。だって、女性に合わせるのを面倒臭がっていた彼が待ち合わせをするなんて。

　意外すぎてぽかんとしたまま、私は彼の姿が見えなくなるまでそこに立ち尽くしていた。




　約四十分後、シンプルカジュアルな私服に着替えた天澤さんがやってきた。ターミナルビル内をぶらぶらしていた私は、「腹減ってるか？」と聞かれて大きく頷いた。

　そうしてレストランに寄っていくことになったのだけど……これは夢でも見ているんだろうか。天澤さんとふたりで食事をしに行くなんて信じられない。

　彼がなぜそうしようと思ったのかは謎だが、貴重な機会なのでおとなしくついていくことにする。

　肉が食べたい気分だというリクエストだけ伝え、あとは彼にお任せで連れられてきたのは、空港からタクシーで十数分の場所にあるレストラン。熟成肉をメインで提供しているお店らしい。

　店内は外国のワイン貯蔵庫を彷ほう彿ふつとさせる、高級感漂う落ち着いた雰囲気で、大人な彼によく似合う。私は浮いている気がしてならないが、それよりも今の状況に対しての緊張でそわそわしっぱなしだ。

　席につき、メニューもお任せして頼んでもらった。ほどなくしてグラスに注つがれたスパークリングワインで乾杯し、ひと息ついたところでとりあえず聞きたかったことを切り出す。

「今回のフライト、天澤さんが操縦していたんですか？　今日のランディングも」

「ああ。機長が任せてくれたからな」

　彼はなんてことないというふうに答えるけれど、私は興奮気味に目を輝かせる。あのテクニックを繰り出したのは、やはりこの人だったのだ。

「すごかったです！　ウインドシアに遭遇したときはハラハラしちゃいましたけど、ゴーアラウンドもスムーズだったし着陸も完璧でした！」

「見てたのかよ」

　息巻く私に、天澤さんは呆れたような笑いをふっとこぼした。その笑みを見られただけで、少し緊張が解けた気がした。

　運ばれてきた前菜のサラダやアヒージョをいただきながら、航務課も今日は台風で大変だったという話を交えつつ天澤さんへの賞賛を贈る。彼はいたって平静だ。

「台風のあとだし、ウインドシアは予測していたから対処にはそれほど手間取らなかった。あれくらいできなきゃ機長にはなれないからな」

　さすがの冷静さだと感心するも、彼は伏し目がちになって「でも」と続ける。

「毎回緊張はするし、何百人もの命を背負ってると思うと焦りそうになる。今日みたいにゴーアラウンドしたときは、一度空からの景色を見て気持ちを落ち着かせると、次はうまくいくと思えるんだ」

　……初めて聞いた、パイロットとしての彼の本音。やや憂いを帯びた表情は、強気で冷徹な普段とは違って人間らしさがかいま見える。

　熟成肉のステーキが運ばれてきて、ソムリエが厳選したという赤ワインが注がれても、私はそれより彼の表情に見入ってしまっていた。

　やはり天澤さんも、難なくこなしているように見えてとてつもない重圧に耐えながら日々訓練しているのだ。今私にそれを明かしてくれたようで、正直ちょっと嬉しい。彼にとっては不本意かもしれないが。

　私は表情を緩めてしみじみと呟く。

「天澤さんも人間なんですよね……」

「悪魔かなにかとでも思ってたのか」

　目を据わらせて即座に物申す彼に、私は「とんでもない」とわざとらしく返しておいた。正直言って性格は悪魔ばりに難アリだと思うし、今彼が口に含もうとしている赤ワインが人の生き血に見えなくもない。

　でも、私はそんなあなたを心から憎めない。どうしてか世話を焼きたくなったり、近づきたいと願ってしまうのだ。

「私、もっと聞きたいです。フライトの話も、天澤さんの弱音も」

「……え？」

　突拍子もない私の言葉に、彼は食事する手を止めて不可解そうに眉をひそめる。

「天澤さんが私と結婚することで得られるメリット、新たに見つけました」

　会議でプレゼンするかのごとく、私は背筋を伸ばしてはっきりと思いを伝える。

「天澤さんがつらいときや疲れたとき、私が支えます。グチも聞くし、元気が出なかったら笑わせてあげるし、話したくないときは黙ってそばにいます。妻の義務感とかじゃなくて、なんか、やらなきゃ気が済まないんですよ」

　軽く笑う私を、天澤さんは真剣な眼差しでじっと見つめている。

　また〝そんな必要はない〟と言われたら困るので、さっき彼を待っている間に考えた方法で先手を打っておこう。

「契約内容に加えさせてください。〝妻は夫の心身の健康維持に努める〟って。これなら、天澤さんは同じことをしようとしなくて大丈夫でしょう？　ただ私を頼ってくれるだけでいいんです」

　料理を作って彼を待っているのも、歩み寄るのも自由。見返りは求めないから、私の好きなようにやらせてほしい。

　そんな思いを込めて伝えているうちに、天澤さんの表情は笑みこそ浮かんでいないものの、いつの間にか鎧よろいが剥がれたように柔らかなものになっていた。

　あまり見ない表情を私も見つめ返していると、彼は息を吐きながら口を開く。

「……蒼麻って本当に図太いんだな」

「ちょ、言い方」

「どうしてそこまでできる？　好きでもない男のために」

　茶々を入れたものの、単に疑問に思っている様子で問いかけられて考えを巡らせる。

　私は別に尽くすタイプではなかったはずだし、自分でもよくわからないのが正直なところだけれど、ぱっと浮かぶ理由はやっぱり……。

「どうせ死ぬまで一緒なら、ふたりで楽しく生きていきたいから！かな」

　あっけらかんと笑って答えると、天澤さんは一瞬目を丸くして、ぷっと噴き出した。

「単純」と言って笑うその顔はとても自然なもので、ちょっぴり胸がときめいた。どうやら私もこの笑顔に弱いらしい。

　彼はどことなくすっきりとした面持ちになり、食事を再開しながらなにげない調子で言う。

「さっきの契約内容、〝妻は夫の〟じゃなくて〝互いに〟にしとけ」

　思わぬ言葉に私はキョトンとして、綺麗な所作でステーキを切る彼を見つめる。

　天澤さんも私のためにサポートしてくれるということ？　ただの同居人じゃなく、夫婦として支え合う意識を持とうとしてくれているんだろうか。

「こういうの、面倒臭くないんですか？」

「面倒臭いに決まってる。だからお前にしかしない」

　相変わらずの無精者発言。なのに、私は嬉しくてたまらなくなる。

　もしかして、私が切り出す前から天澤さんの気持ちに多少なりとも変化があったんだろうか。今日食事に誘ってくれたのは、彼なりに歩み寄ろうとしていたからだったのかもしれない。

　ちゃんとした夫婦に一歩近づけた気がする。喜びを隠せない笑みを浮かべ、私も驚くほど柔らかいステーキにナイフを入れた。

「蒼麻とならこうやって食事するのも、電話するのも悪くないな」

　またしても嬉しい言葉が聞こえたものの、ひとつだけ引っかかり、お肉を頬張ろうとしたところで「電話？」と繰り返した。こちらを一瞥した天澤さんの目が据わる。

「やっぱり覚えてないのか。まあ、寝ぼけてるのはわかったけど」

「え……えっ？」

　一体なんのこと？と混乱する私に、彼が「着歴見てみろよ」と促す。私はナイフとフォークを置き、慌ててスマホを取り出した。

　履歴を見て目を疑った。確かに、一番上に天澤さんの名前があるのだから。

「本当だ！　私、電話出てたの!?」

　驚きょう愕がくする私を見て、彼は笑い交じりに「しょうもないヤツ」と小さく呟いた。

　時刻は昨夜の十時四十分。いつもなら起きているのに、なんで昨日に限って早々と寝てしまったんだ……もったいない！

　でも、夢じゃなかった。泉さんでさえ『フライトに出れば連絡も寄越さない』と言っていたのに彼のほうからかけてきたなんて、かなりレアな事態じゃないか。

　電話に出ても寝ぼけて覚えていないなら意味がないけれど。そりゃあ、朝見ても通知はないわけだ。

　肩を落とし、当たった景品を受け取り損ねたような、とても残念な気分で謝る。

「すみません、せっかくかけてくれたのに。用件はなんだったんですか？」

　問いかけると、天澤さんは数秒の間を置いて口を開く。

「〝から揚げがうまかった〟って、それだけ」

　まったく予想外の内容が淡々と返ってきて、私は目をしばたたかせた。

　から揚げって、数日前に私が作ったもののことだよね？　うまかった？　そうか、うまかったのか……。

　そのひと言を噛みしめると無性に嬉しくなって、だらしなく緩む口元に慌てて手を当てた。

　天澤さんのお墨つきをもらえたからってだけじゃない。彼が素直な一面を見せてくれたことも嬉しいし、可愛いなと思ってしまったのだ。

　あのときのいら立ちなどどこへやら、すっかり上機嫌になっている単純な自分はさぞかし滑稽だろう。

　しかし、本当にその用件だけだったとは信じがたい。基本女性の扱いに対して面倒臭がりなこの人が、わざわざ電話で伝えなくてもいいことに時間を割くわけがない。私は小躍りしたい気持ちを抑え、落ち着いて言葉を返す。

「お口に召してよかったです。でも用件は絶対それだけじゃないでしょう。ほかには？」

「ないよ」

「嘘うそだ」

　そんなやり取りを数回繰り返し、結局なんの用だったのかはわからずじまいだった。天澤さんの中でその用は解決したみたいなのでいいのだろうが、こちらはいまいちスッキリしない。

　ただ、彼が電話をくれたのも、それが心地よく感じたのも事実だ。曖昧な記憶の中でひとつだけ覚えているひと言は、やっぱり夢だと思うけれど。

『お前の顔が見たくなる』……なんて、彼にしては甘すぎるもの。

　でも、ただ同居を始めたときからすれば少しずつ変わってきている。もう一度仕切り直して、私たちなりの夫婦関係を築いていこう。

　ふたりで初めての食事は純粋に楽しくて、私は激務の疲れなどすっかり忘れていた。










新婚ランウェイチェンジ




　天澤さんと初めて食事した日の二日後、私はお昼休憩のときにいつもの社食ではなく、オフィスビルの外にあるカフェに行こうと美紅さんを誘った。

　ここのほうが航空関係者がいても少数だろうから、なんとなく目的のものを出しやすい。美紅さんにも印鑑を持ってきてもらったし、準備はオッケー。

　奥まった席についてランチを頼み、周りを見渡してから、私はバッグの中から一枚の紙切れとペンを取り出した。やや緊張気味にそれを差し出す。

「美紅さん、折り入って頼みがあるんですが、この書類にサインしていただけませんか？」

「なによ、印鑑まで持ってこさせて。まさか変な契約させるつもりじゃ……」

　美紅さんは怪訝そうに用紙を見下ろした瞬間、大きな目をさらに大きくしてあんぐりと口を開けた。

「こっ――!?」

「静かに！　静かにお願いします！」

　のけ反って叫び出しそうな彼女を、私は慌てて前のめりになり手で制した。

　驚くのも無理はない。今私が差し出したのは婚姻届であり、〝天澤千里〟と〝蒼麻つぐみ〟の名前が記入されているのだから。

　昨日、休みだった天澤さんが届を用意してくれて、あとは証人の欄を埋めるだけ。彼はすでに泉さんからサインをもらっていて、私は美紅さんにお願いしようとしているのだ。

　しかしその前に、驚愕と混乱で挙動不審になっている彼女にまず説明をしなければ。

「どどどどういうこと!?」

「実は……」

　天澤さんが隣人だったことから始まり、彼のマンションに転がり込んで結婚することになるまでのいきさつを、かいつまんで説明した。

　美紅さんは終始ぽかんとしていて、その間に運ばれてきたおしゃれなワンプレートのランチにもまともに手をつけられていない。

「あのドＳコーパイがお隣さんで、火事の被害に遭って彼に助けを求めたら契約結婚することになった……って、情報量多すぎてまったく理解できない」

「ですよね。すみません」

　話すタイミングを逃してずっと黙っていたことを平謝りした。美紅さんは「それはいいんだけど」と気にしていない様子で、だんだん思考が追いついてきたらしく顔がニヤつき始めている。

「まさかふたりが結婚するとはねぇ……これ飲みに行くしかないでしょ。そこで詳しく聞かせてよ。明日つぐみちゃんは休みで私は遅番だから、ちょうどいいじゃない」

「私も思いっきり飲みたいんですけど、なにせ節約生活中なんで……」

　本当に美紅さんとパーッとやりたい気持ちはあるのだが、天澤さんに援助してもらっている身としては少々決まりが悪い。

　苦笑を漏らす私を見て、美紅さんは不思議そうに首をかしげる。

「天澤さんと結婚するならお金の心配はいらないんじゃないの？」

「自分のものは自分の財布でっていう決まりなんです。今回のことで貯金はほとんどなくなっちゃったし、ある程度貯めないと」

「へえ～、きっちりしてるのね」

　生活に必要なものや食費などは天澤さんのお金でやり繰りしていいことになっているものの、娯楽費はもちろん自腹。火事に遭ったあとの修繕費用やらなにやら、自分で払えるものは払ったので貯金はすっからかん状態なのだ。

　興味深げな美紅さんは、食事もそこそこに次々に質問を投げかけてくる。

「契約結婚ってことは期間限定なの？」

「いや……終身です」

「えっ!?　ふたりともそれでいいわけ？」

「お互いに、たぶんほかの人とは結婚できないからって話になって」

　初めてマンションにお邪魔した日に話したことを思い出していると、驚いていた美紅さんの顔がにんまりと緩んでいく。

「なんだ、運命の相手だったんじゃない」

　そのひと言に、私は慌てて首を横に振った。

〝ほかの人とは結婚できない〟って、好きで好きで彼しか考えられないとか、そんな甘い意味じゃないですから！

「いや、決してそういう意味では！」

「利害がばっちり合ったってことでしょう。なら、それも運命よ。ずっと一緒に生活していくなんて誰とでもできることじゃないんだから」

　落ち着いた笑みを浮かべる彼女の言葉が、ストンと胸に納まった。確かに、愛し合ってはいなくても、生涯を共にする約束ができる相手というのはそうそう巡り会えるものではない。

　天澤さんとは縁があったってことなのか……と、しみじみ感じながらスープのカップを手にすると、美紅さんは意味深な瞳を向けてくる。

「でも、それじゃあっちのほうはどうするのよ」

「あっち？」

「セックス」

　前屈みになった彼女の口から赤裸々な単語が囁かれ、動揺しまくって危うくスープをこぼしそうになった。スープ以上に全身が一気に熱くなり、カップを置いてしおしおと俯く。

「はっきり言いすぎ……」

「大事なことでしょ、離婚しないならなおさら。性欲がまったくないとか、子供はいらないとかならいいけど」

　真剣な面持ちで言われ、私も恥ずかしがらずに考えを巡らせる。

　そういえば、性欲処理に関しての話はしていなかった。きっと、お互いにそういう対象として見ていないからだ。

　でも、天澤さんもきっと人並みに性欲はあるだろうし、どこかで発散させないとストレスが溜まってしまうかもしれない。不倫はダメとなると風俗だろうけど、旦那様がそこに通うのを黙認するのも嫌だし……。

　あれ、もしかして〝妻は夫の心身の健康維持に努める〟という契約の中に性欲処理も入る？

　私が男性と付き合った経験は何年も前に一度きり、抱き合ったのもほんの二、三回で、しかもあまり相性がよくなかったのか痛かった記憶しかない。

　そんな女で彼が満足するとは思えないけれど、風俗に通われるくらいなら、彼が萌もえるようなコスプレでもなんでもして妻としての役目を……ってなにを考えているんだ、私は。

　おかしな方向に逸れていく思考を、頭を軽く振って元に戻す。とりあえず、子供は今のところ私自身は望んでいないし彼も同じだろうから、この件に関しては保留しておこう。

「子供は、今はまだお互いに考えていないので。契約内容は変更したいことがあればその都度更新していくつもりなんで、欲しくなったら話し合います」

「なるほどね」

　一応美紅さんは納得したらしく頷いたものの、私は気になることがひとつ増えてどこか上の空になってしまった。

　今は考えられないだけで、子供のいない人生を送りたいとまでは思わない。いつかは自分の子供も一緒に幸せに暮らしたいと、漠然と思うけれど……。

　夫婦生活も子供も、天澤さんは本当のところどう考えているんだろう。もし彼が子供嫌いだとしたら大問題だ。やっぱり話し合わないと。

「でも私、ふたりはお似合いだなって前から思ってたよ。性格の相性がよさそうなのは見ていてわかるから」

　スープをすすって黙考していると、穏やかに微笑む美紅さんからそんな声をかけられて、ちょっぴり気恥ずかしくなる。「どうかなぁ」と曖昧に返しつつも、なぜだか嬉しく感じる自分もいた。

「きっと玲香も玉砕したわね。これでちょっとは懲りるかしら」

　いたずらっぽい顔をする美紅さんが、ふいに宮路さんの名前を出したのでドキリとする。

　先日のロンドンへのフライト以来、彼女は連休のはずだから私も美紅さんも会っていない。天澤さんの話を聞いた限りでは結構ショックを受けたんじゃないかと思うので、若干メンタルが心配だ。

　同乗していたほかのＣＡたちも同様に休み中だから、空港で私と天澤さんが抱き合っていた場面を目撃されていたとしてもまだ噂にはなっていない。彼女たちが出勤してきたらどうなることやら。宮路さんも、彼の結婚相手が私だと知ったら黙っていないだろうし……。

　この先、波乱の予感しかしなくて頭を抱えたくなる。

「乱気流に巻き込まれそうです……」

「大丈夫よ。つぐみちゃんは奥様になるんだから、堂々としていればいいの」

　軽く笑った美紅さんは、いつの間にかランチを食べ終えていて婚姻届にサインし始める。丁寧に印鑑も押したそれを、私に戻してにこりと微笑む。

「おめでとう。結婚祝いに奢おごるから、今夜は飲むわよ！　旦那様に連絡しておいてね」

「美紅さぁん……ありがとうございます！」

　元気を与えてくれる先輩に感謝しきりで、私はしっかりと頭を下げた。

　婚姻届を提出するのは明日。すべての欄が埋まったそれを眺め、もう後戻りはしないと気持ちを引きしめるのだった。




　翌日の午後二時、私と天澤さんは並んで区役所の窓口に立っていた。人のよさそうな担当の中年男性が、私たちを見上げて和やかに微笑む。

「はい、これで手続きは終了です。おめでとうございます」

　気恥ずかしさと背徳感のようなものが交じり合った複雑な心境で、私はぎこちなく笑い、彼は平然とした様子で「ありがとうございます」と声を合わせた。

　――たった今、蒼麻つぐみは天澤つぐみになりました。入籍というのは案外あっさりしたもので、まったく実感が湧かない。

　区役所を出ようとすると、しとしとと降る雨でアスファルトが濡れていた。予報通りだ。

　私たちは、職業病で休日も天気を調べる癖がある。今日もリビングで顔を合わせた私たちがまず見たのは、ニュースの天気予報ではなく気象庁が公開している航空気象情報。航空気象はとても精度が高く、より詳しい情報が得られるから。

　ふたりでネットを覗き込み、英数字が並んだ表示を見ただけで今日の天気はいまいちだと把握した。風はほとんど吹かないが、午後二時頃からずっと雨らしい。

　そのため、天澤さんが車を出してくれた。彼が運転する、高級ブランドのエンブレムが輝く愛車に乗せてもらうのは初めて。貴重な体験ができたから雨でよかった、なんて密かに思っている。

　パイロットの彼が車を運転するというのがなんだかミスマッチな気がするけれど、それはそれでよし。ネイビーのコーチシャツを羽織り、グレーのパンツを合わせた今日のスタイルも、休日仕様のラフなショートヘアも、もちろん文句のつけどころがない。完璧なビジュアルの彼が運転する姿はずっと見ていられそうだった。

　これからまた車に乗ろうというところだが、区役所に入るまではかろうじて降っていなかった空を見上げてひとりごつ。

「やっぱり航空気象はすごいなぁ、バッチリ的中」

「誰かさんが飲んだくれてこなければ午前中に出かけられたんだが」

「……すみませんね」

　あからさまな嫌みを言う天澤さんに、私は口の端を引きつらせて棒読みで謝った。昨日美紅さんと飲んで帰ってきたときには、無理に早起きしなくてもいいと言ってくれたくせに。

　意地悪な笑みを浮かべている彼は、念のために持っていた傘を開き、私たちの上にかざした。駐車場まで少し歩くだけだからと一本しか持ってきていなかったのだが、いざ相合傘をするとなるとちょっと照れる。

　遠慮がちに肩をすくめて歩き出すと、天澤さんは自然に車道側に回った。意地悪だけれど、こういうさりげない気遣いは忘れないのだと実感するたび胸が鳴る。

　今日から、この人が旦那様になったんだ……。

　その事実を噛みしめ、私のほうに傘を傾けてくれている彼を見上げて唇を弓なりにする。

「傘、ありがとうございます。千里さん」

　もう私も天澤になったので、思いきって名前で呼んでみた。一瞬面食らったような表情を見せた彼は、私を一瞥してふっと口元を緩ませる。

「違和感しかないな」

　味気ない返答だがその顔は穏やかなので、きっとまんざらでもないのだろうと勝手に思っておく。その直後、彼はなにかに気づいたようにはっとする。

「つぐみ」

　私も初めて名前を呼ばれたと同時に、肩を抱かれて彼に寄りかかってしまった。

　驚いたのもつかの間、私の横を自転車が通り過ぎていく。千里さんは肩を抱いたまま「歩道を走るなよ」と忌々しげに呟いた。

　……びっくりした、守ってくれたんだ。

　ベタなシチュエーションなのに頬が火ほ照てってしまって、女はこういうのに弱いとつくづく思う。名前呼びも確かに違和感はあるものの、またひとつ距離が縮まった気がして嬉しかった。

　駐車場に着いてからも、千里さんは私が乗るまで傘を差してくれていた。口とは裏腹にこういうところが妙に紳士的だから、さっきから胸キュンしっぱなしである。

　運転席に乗り込んだ彼は、若干濡れた肩を払って口を開く。

「ほかにどこか行きたいところがあるなら連れていくけど。せっかく車で来たんだし」

「えっ、いいんですか!?」

　本当に千里さんなのかと疑うような意外な言葉が飛び出したので、私は思わず食いついた。

　これからデートができるってことだよね？　千里さんと食事以外でお出かけしたらどうなるんだろう、っていう興味はずっとあったからぜひ行きたい！

　以前の彼ならきっとこんな提案はしなかったはず。この間から、やっぱり彼も私に合わせようとしてくれている気がして、感動する私は表情筋が緩みまくっている。

「夫婦初デートですねぇ。うふふふ」

「急に寒気が」

　テンションが上がって気持ち悪い笑い方をする私に、彼はぶるっと身震いした。そのリアクションには物申したいところだが、今はそれよりも楽しさのほうが上回る。

　私の服装もベージュのシアーシャツに白のロングスカートという、まあまあ女らしいコーデにしてよかったと思いつつ、どこへ行くかを思案し始めた。

　近場のデートスポットというと、私の頭にぱっと思い浮かぶのは定番のお台だい場ばか東とう京きょうスカイツリー。候補を挙げて軽く話し合い、雨なので外を移動しなくても十分楽しめそうなスカイツリーに決定した。

　再び千里さんの運転する姿を拝みつつ雨のドライブをすること約三十分、てっぺんが雲に覆われている塔の足元に到着した。中に入ると、夏休みの時期だからか平日にもかかわらずたくさんの人がいる。

　家族連れや学生らしき集団、カップルたちで賑にぎわう中を、私たちは気ままに歩く。どちらかが気になる店があればふらりと寄ってみたり、ふたり暮らしをするにあたって足りなかった雑貨を選んだり。

　なにげに普通のデートができている。会話に困ることもないし、多少の意地悪はあっても不快になるほどの言動をされることもない。むしろ楽しくて心が弾む。

　美紅さんが言っていた通り、私たち実は相性がいいのでは？なんて悦に入っていたとき、白を基調にした明るいショップが目に留まった。きらびやかで優雅な雰囲気を醸し出すそこは、有名なハイジュエリーブランドだ。

　曇りのないディスプレイには、数々のリングが綺麗に並べられている。こんなに高級なアクセサリーを買ったことはないが、やはり惹ひかれるものがある。

「そういえば、結婚指輪……」

　ショップの前で足を止めた私は、ふと呟いた。すっかり頭から抜けていたが、結婚指輪はどうするんだろう。

「欲しい？」

　隣に並んだ千里さんが、探るような目線をこちらに向けて問いかけてくるので、私は「そりゃあ欲しいですよ」と正直に答えた。結婚したら薬指に指輪を嵌めたいというのは、女性にとっては普通の願望だろう。

「つぐみにはシンプルなデザインが似合いそうだな。何号？」

　千里さんはディスプレイを覗き込み、穏やかな声色でそう言った。

　そこではっとした私は、ぱっと彼を振り仰ぐ。

「もしや、買ってくださるんですか？　七号です！」

「聞いただけ」

　あっさりと拍子抜けする言葉が返ってきて、私はがっくりと落胆した。

　期待させておきながら与えてくれないという、このドＳっぷり！　指輪のサイズも意気揚々と答えてしまったじゃないか。

　まあよく考えれば、私の生活費も賄っているのにさらに余計な出費をする必要はないしね……。ちょっとでも夢見た私がバカだった。

　小さくため息をつき、遠い目をしてジュエリーショップを眺める。

「お金貯めていつか自分で買おう……」

「虚むなしいな」

「誰のせいだと！」

　憐あわれみつつ口の端を持ち上げる彼を、軽くひっぱたきたくなった。酷い旦那様だ。

　憮然としてぷいっと顔を背けると、その先に掲げられている広告が目に入り、瞬時に私の思考が切り替わった。一面に広がる星空を見れば、プラネタリウムの広告だとすぐにわかる。

　私が運航管理の仕事を選んだのは空が好きなせいでもある。特に綺麗な星空は、東京ではどこでも見られるわけではないから、特別感があってたまらない。

「プラネタリウム！　久しぶりに見たいな」

　今しがたの不満はどこへやら、私は目を輝かせて声を上げた。しかし、パイロットである千里さんにとって、星が見られるのはそんなに特別なことではないとすぐに気づく。

「あ、千里さんは見慣れてるからつまらないか」

「空を眺めるのは飽きないって言っただろ」

　返ってきたのは、意外にも好意的な反応だった。今度は私の望みを叶かなえてくれるようで、彼はわずかに笑みを浮かべて歩き始める。

　仕方ない、これでチャラにしてあげよう。なんて思いながら再び気分をワクワクさせ、私も彼の隣に並んで会場を目指した。

　会場に着くと、チケットカウンターも薄暗く星が散ちりばめられた幻想的な空間となっていて、宇宙に迷い込んだような感覚を味わえた。トンネル状のアプローチを抜けた先にあるドームの中には寝転がって見られるシートもあり、すでにカップルがくっついてふたりだけの世界に入っている。

　最近のプラネタリウムの進化に軽く驚きつつ、私たちはもちろん一般的な座席に座った。なんだかアロマのようないい香りもするし、このリクライニングシートを倒したらめちゃくちゃリラックスできそう。

　落ち着いたところで、隣に座る千里さんに話しかける。

「コックピットから天の川も見られるんですよね。綺麗だろうなぁ」

「あれは見事だよ。流れ星もしょっちゅう見る」

「すごい！　羨ましすぎます」

　以前オーロラの話をしたときと同じように、いつもとは少し違う穏やかな表情で語る彼に、私は羨望の眼差しを送っていた。

　私は飛行機好きなくせに海外にはハワイしか行ったことがないし、夜のフライトもあまり経験がない。いつか千里さんと一緒に乗れたらいいな、という漠然とした夢が心の奥底に芽生えた。

　たわいない話をしていると、千里さんから少し間を空けた席に家族連れが座った。年長さんくらいの男の子が、パンフレットを見ながらとても楽しそうに両親に話しかけている。

　星に負けないくらい目を輝かせているその子を見て、私も自然に頬が緩んでいた。

「可愛い、あの男の子。将来の夢はパイロットだったりして」

　なにげなく呟いて微笑ましげに男の子を眺めていたとき、ふと視線に気づいて千里さんに目線を移す。彼は意味ありげな瞳で私を見つめている。

「子供も欲しい？」

　どことなくセクシーな声色で聞かれ、ドキリと心臓が鳴った。

　子供……って。つい昨日、美紅さんの影響で真剣に話し合わなきゃいけないと思ったばかりだけど、まさか今そんな話になるとは想定外すぎて言葉に詰まる。

　いや、よく考えてつぐみ。これはさっきの指輪と同じパターンじゃないか。私がどう答えようと、千里さんはきっとまた『聞いただけ』と返してくるに違いない。

　すぐにそう思い至った私は、ムスッとして口を尖らせる。

「どうせまたからかうんでしょう。答えませんよ」

「欲しいなら素直におねだりしてみな。さっきみたいに」

　挑発的かつ妖よう艶えんさも含んだ笑みを浮かべてこちらを見つめる彼は、Ｓっ気とエロさが増していてなんだか負けそうになる。

　とはいえ、〝あなたの子供が欲しい〟だなんて大胆にねだれるわけがない。そもそも、私たちは一ミリも色っぽい関係になっていないのに、全部飛び越して千里さんとの子供を作るという考えにはやっぱり至らない。少なくとも今は。

　どう返してやろうかと思案していると、余裕そうに背もたれに背中を預けた彼がなにげない調子で言う。

「俺たちに子供ができたとしたら、きっと飛行機好きな子になるんだろうな」

　目を丸くして振り向くと、彼の笑みは毒気のない優しいものに変わっていた。

　……なんですか、それ。ずるい。そんなふうに言われたら、否いや応おうなしに想像してしまう。私たちふたりの間に産まれた子と、幸せに暮らす未来を。

　頬と一緒に胸も熱くなるのを感じ、ドキドキしながら質問をしてみる。

「もしそうなったら、千里さんが操縦する飛行機に私たちを乗せてくれますか？」

　天井を見上げていた彼は、こちらに戻した目を柔らかに細める。

「いくらでも」

　当然だという口ぶりで答えた彼を見て、じわじわと喜びが込み上げた。

　これはただの〝もしも〟の話。千里さんも私も、いつかは子供を作ろうと口にしたわけじゃないし、その意思があるのかも定かじゃない。なのに、こんなに嬉しくて心が温かくなるのはどうして。

　くすぐったい気分になるのと同時に、照明が落とされて徐々に暗くなっていく。アナウンスが流れ、いよいよ始まるのだというときになって、私はリクライニングの倒し方がわからずキョロキョロしてしまう。

「あれ？　どうやって倒すんだろう」

「そこにボタンがあるだろ」

　呆れ気味の千里さんが、こちらに身を乗り出して肘かけの辺りについているボタンを指し示した。「あ、ほんとだ」とへらっと笑ったのもつかの間、間近に彼の顔があることに気づく。

　暗がりでもわかる美麗な顔。その切れ長の瞳と視線が絡まり、息を呑む。

　時間が止まったかのように思えた次の瞬間、唇にありえない感触を覚えた。優しく温かい――千里さんの唇の感触を。

　ほんの数秒、軽く触れただけでそれは離れ、瞬きするのも忘れていた私の瞳にいたずらっぽく口角を上げる彼が映る。

「まぬけな奥さん」

　嫌みを感じない甘い声でひと言囁き、自分の座席に戻った彼は平然とシートを倒して仰向けになった。その隣で、ひとり呆気にとられる私は固まったまま。

　――え？　今、キスされた……よね？

　あまりにも突然かつ一瞬の出来事で、思考が追いつかない。でも、今のは夢なんかじゃない。彼の体温も、唇の柔らかさもしっかり覚えている。

　無意識に唇に指を当てて呆然としている間に上映が始まってしまい、我に返って慌ててシートを倒した。仰あお向むけになると、彼に添い寝しているような体勢のせいで余計に心臓が暴れる。

　千里さん……なんで？　なんで、キスなんか。この場の雰囲気？　千里さんはそういうのに流されるようなタイプではなさそうだけれど……。

　脳内に疑問符ばかりが浮かぶ。ちらりと隣を見るも、彼は三百六十度のシアターに映る星空をまっすぐ見つめていて、なにを考えているのかはさっぱり読めない。

　私も真上に目を向け、激しい鼓動をなんとか宥なだめる。リラックスできるはずだったのに彼を意識してしまって全然落ち着けず、ナレーションも頭に入ってこなかった。




　四十分ほどの上映が終わり、私は言動がぎこちなくなっているのを自覚しつつ千里さんと共に会場を出た。

　映像や音楽は迫力と臨場感たっぷりで、自分がコックピットにいるような感覚にさせられる場面もあり、プラネタリウムにはとても満足した。

　しかし、千里さんはまるで何事もなかったかのごとく普通なので、調子を狂わされる。幻覚や妄想じゃなく、本当にキスされたよね？と不安になるくらいだ。

　その後スカイツリーふもとのソラマチで夕食を済ませる流れになり、レストランに入ったときも私は悶々としていたが、彼のほうはいたって通常運転。頭の中の疑問符は増える一方なのに、思いきって聞く勇気は出ない。

　でもきっと、あのキスもいたずらの一種で深い意味はないんだろう。夫婦になったから、ちょっとエスカレートしただけ。私だけどぎまぎしているのも悔しいから、ひとまずそういうことにしておこう。

　勝手に結論づけて私もなんとかいつも通り接せられるようになった頃、スカイツリーをあとにすると雨は昼間よりも強くなっていた。

　車のワイパーが雨を掻き分けるのを眺めている私に、千里さんが問いかける。

「つぐみはお母さんにだけ結婚の報告をしたって言っていたよな？」

「はい。父にはきちんと籍を入れてからするつもりだったので、これからです」

　父だけでなく、兄たちも発狂する勢いで驚くに違いない。つい数週間前まで結婚はまだしないと断言していたし。これから蒼麻家はしばらく浮き立つことだろう。

「報告したら、絶対〝彼に会わせなさい〟と言ってくると思うんです。でも千里さんが忙しいのは本当だし、無理しなくて大丈夫ですから」

「いや、会うよ。必ず」

　意外にも即答した千里さんを、私は目を丸くして見やる。

　特に愛情のない、契約結婚の相手の家族に挨拶しに行くなんて、彼にとっては絶対面倒臭がる案件だと思っていた。礼儀的なものだとはいえ、不満のひとつも口にしないとは。

　彼は無表情でまっすぐ前方を見つめたまま、感情の読み取れない声で続ける。

「俺のスケジュールを見て、ご両親の都合に合わせて決めてくれていい」

「そう、ですか？　ありがとうございます」

　会ってくれたら父は特に安心するだろう。単純にありがたいのでお礼を言ったものの、千里さんからどことなく冷ややかな空気を感じて気になった。

　彼がこちらを一度も見ないのも妙に引っかかる。私のために会おうとしてくれているわけではなさそうだと、漠然と感じる。

　じゃあなんのためなのかと、別の理由を考えてもまったくわからないし、そもそも私の気にしすぎかもしれない。探る必要はないよね。

　それより、私も千里さんのご家族にお会いしたい。やはり礼儀として、挨拶するのは必須だ。

「千里さんのご両親にもご挨拶させてください。私もスケジュールを……」

「俺の父親は一年前に事故で亡くなった。と言っても、ずいぶん前に離婚してたけど」

　初めて彼の家庭の事情が明かされ、私は口をつぐんだ。ワイパーの動く音が、やけに大きく聞こえる。

「母も足を悪くして車椅子生活だから、今は障害者支援施設に入ってる。俺に迷惑かけたくないっていうのと、ひとりでいるより仲間といたほうが楽しいからって、自分から施設に入ったんだ」

　淡々と語る彼は相変わらず前を向いたままで、「だから、俺のほうは気にしなくていい」と締めくくった。その声には、ほんの少し切なさが加わったように感じる。

　千里さんのご両親も、きっと元気で幸せに暮らしているのだと勝手に思っていた。お父様は亡くなり、お母様も身体が不自由で施設に入っている。自分の身に置き換えれば、彼がつらい思いをしたことは容易に想像がつく。

「そんな大変なことに……つらかったですよね」

　目線を落とす私の口からは陳腐な言葉しか出てこない。もっと気の利いたことを言ってあげられたらいいのに。

　どんな言葉をかけるのが正解なのかもわからなくて、私は当たり障りのないことを尋ねる。

「お母様の施設には行っていますか？」

「ああ、時間があるときは。俺がパイロットだってすぐ周りに言うから、行くと皆に群がられて若干困ってる」

「千里さんはお母様の自慢なんですね」

　ほっこりするエピソードを聞いて口元が緩む。彼の表情も少し柔らかくなったのを見ると、お母様との関係は良好そうだ。

　千里さんがひとりっ子だというのは以前から知っている。たったひとりの彼の家族に私も会いたいと、義務じゃなく心から思う。

「やっぱり私もご挨拶させてほしいです。お母様とお話ししてみたい。お父様のお墓にも行って報告を――」

「必要ない」

　お父様の話を出した途端、千里さんは一気に険しい面持ちに変わってぴしゃりと言い放った。私は息を呑む。

「そこまでしなくていい。離婚しているんだから」

　彼の横顔も声も暗あん澹たんとしていて、瞬時に〝しまった〟と思った。

　千里さんとお父様は、あまりいい関係ではなかったのかもしれない。私が踏み込んでいい領域ではなかったのだろう。いつの間にか妻気取りになっていた自分に気づき、反省した。

　私はただ利害が一致して一緒にいるだけの女。千里さんがすべてをさらけ出せる相手ではないのだ、勘違いしてはいけない。

　なぜか心の奥がシクシクと痛むのを感じながら、黙って一向に止やむ気配のない雨の音を耳に入れる。車窓に滲む街の明かりを見るともなしに眺めていると、千里さんがおもむろに口を開く。

「……つぐみの両親はどんな人？」

　さっきと変わらず笑みのない彼が、今なにを考えているのか察することはできない。とりあえず質問に答えようと、私は両親の姿を思い浮かべる。

「母は、ひと言で言えば天てん真しん爛らん漫まんですね。困るときもあるけど、ずっと少女みたいな可愛らしいところがある人です。父は自分がなにか気になったり、やりたいと思ったら行動しなきゃ気が済まない〝思い立ったが吉日〟ってタイプかな」

　話しながら気づいた。自分はどちらかと言うと父に似た部分が多いのかもしれないと。煙たがっている父と似ているとは皮肉だが。

　そして、父には記者の仕事はぴったりなのだろうとも思う。気になったらとことん調べる性格だから。

「父は週刊誌の記者をしているんですけど、私は昔からその仕事にいい印象がなかったんです。特に芸能の部署にいたときはスクープを狙うために張り込んだり、揚げ足を取るような記事を書いたりするの、嫌だなぁって。だから父の記事はほとんど見ていないし、今なにを扱っているかも知りません」

　苦笑交じりに漏らす私の本音に、千里さんは黙って耳を傾けている。

「でも私が飛行機を好きになったのは、空港によく連れていってくれた父のおかげでもあるから、そこは感謝してます。初めて離着陸を見たときの思い出にはしっかり父もいるし、なんだかんだ言って親は大切なんでしょうね」

　幼い頃一緒に飛行機を見た記憶を蘇らせると、ほんの少しだけセンチメンタルな気分になる。いくら反抗しても、父が大事な存在であるのは間違いない。

　思ったことをそのまま口にしていた私は、物憂げな様子の千里さんに気づいてはっとした。彼に父親の話はタブーだっただろうか。いやでも、両親について聞いてきたのは彼だし……。

　悶々としていたとき、一瞬窓の向こうに稲妻が走るのが見えて「わっ、雷」と声を漏らした。

　そうだ、このタイミングで話を逸らしてしまえ。

「今の、セントエルモの火みたい」

「ああ……それは俺も未経験だ」

　突拍子もない発言にもかかわらず、千里さんにも伝わったらしく話に乗ってきてくれた。

　セントエルモの火というのは、飛行機の場合は雷雲などに突入すると稀まれに見られる発光現象。コックピットの窓に稲妻が走る様子は写真や動画で見たことがある。美しく、なんとも不気味な光景なのだ。

　飛行機は雷に打たれても特に問題はなく墜落もしないが、過去には信じられないような事故も起こっている。

「昔、セントエルモの火が走って全エンジンが停止したっていう航空事故がありましたよね」

「よく知ってるな」

「個人的に興味があって、そういう事故やインシデントも調べているので」

　ちょっぴり得意げに言うと、千里さんは一瞬目を丸くして「へえ」と頷いた。いつの間にかパイロットの顔になっていて、彼は事故の詳細を話し始める。

「その事故で発生したセントエルモの火は、雷雲じゃなく火山の噴煙が原因だった。四基すべてのエンジンが停止する、ほぼありえない事態が起こったにもかかわらず、パイロットの冷静な判断と操縦で無事着陸した……すごい話だよ」

「恐ろしいですよね。いろいろ調べていると、飛行機に乗るのが怖くなります」

「なら、どうして調べるんだ？」

　片眉を上げる彼に怪訝そうに問いかけられ、私は思いを巡らせる。

「そうですね……これまでに起こった事故やインシデントは、今私たちが安全に空を飛ぶために全部必要なものだと思うから、かな」

　再び光った稲妻を眺めつつ答えると、千里さんの瞳がこちらに向けられた。

　重大なミスや事故はもちろん起きてはいけないけれど、それがあったからこそ教訓や反省を活いかしてより安全な飛行ができる。無駄なものはひとつもない。

　そういえばと、比較的最近起こったインシデントを思い出す。

「一、二年前にも他社でありましたよね。大きな事故に繋がりかねないミスが起こってパイロットが非難されたけど、実際は機材の故障が原因だったインシデント。航空事故は複雑だから、たとえヒューマンエラーが絡んでいたとしても、よっぽど酷いミスでない限り私はその人を責められません。事故なんて起こしたくないのは皆同じだから」

　航空事故の原因は気象や自然現象だったり、誰も気づかないくらいの小さな機材の故障だったりと様々だ。一概になにが、誰が悪いとは断定できないものも多い。

　その原因究明ももちろん重要だけれど、私はアクシデントの中でも懸命に対処する人たちを心底応援したい。

「問題が起こったとき、最前線でその対処をするのはやっぱりパイロットで、そんな大きすぎる責任を負って業務にあたっている千里さんたちを本当に尊敬します」

　明るく微笑んで隣を見やると、私を見つめている澄んだ瞳と視線が絡まった。その瞳にいつもの力強さはなく、未熟な少年のような儚はかなさを感じてドキリとする。

　これも初めて見る顔で目が離せなくなっていると、彼はふっと瞼を伏せて前方を向いた。ちょうど信号が青に変わり、ゆっくり車を発進させる彼はわずかに口元が緩んでいる。

「つぐみもわりと深いこと考えてるんだな」

「見くびってもらっちゃ困ります」

　若干バカにされている気がして口を尖らせるも、つい熱く語ってしまった自分が恥ずかしくなった。

「……ありがとう」

　私も前方に顔を向けた直後、ぽつりと紡がれた優しいひと言を耳が捉えた。心がじんわりと温かくなる。

　今日の千里さんはいろいろな表情をかいま見せる。意地悪の中に甘さが加わったり、なにかを秘めて影を落としていたり、儚げな瞳に弱さを滲ませていたり。

　まだまだ彼の深い部分は理解できない。わかるようになる日が来るのかすら定かではないけれど、自分が彼をもっと知りたいと望んでいるのは確かだ。

　婚姻の契約を結んだ今日は、転機の一日となった。これから私たちは、どんな夫婦になっていくのだろう――。










誘惑アプローチ




　入籍した翌日、私たちはお互いの上司や総務などの重要な人だけに報告した。

　すると、なんと私たちが空港内で抱き合っていたという噂をすでに耳にしていたというではないか。やはり社内一有名な副操縦士のスキャンダルは光の速さで広まるらしい。

　会社では旧姓を使うし、入籍についてもあまり公にしないでほしいとやんわり口止めしておいたが、情報が漏れるのも時間の問題だろう。

　結婚話から逃れたい千里さんにとってはそれが目的でもあるため、自然に任せることにする。私としては周囲の目が怖すぎて、彼の妻だとは知られたくないのが本音だけれど。

　私がしなければならないミッションはもうひとつ、父への報告だ。母が味方だから大丈夫だと思うが、父が取り乱すのは予想がつくので少々気が重い。

　仕事を終え、夕食も済ませたところで意を決して実家の電話番号をタップした。今夜は千里さんは福岡でステイしているので、心置きなくリビングのソファに座って電話をかける。

　出たのは父で、私からだとわかるとあからさまに嬉しそうな声を上げた。少しだけたわいない話をしたあと、私は父のテンションを遠慮なく叩き落とす。

「それで私、結婚したから」

　雑談の延長の調子でさらりと伝えると、『え』とまぬけな声がしただけで、そのあとからなにも聞こえなくなった。突然すぎて理解できていないのだろう。

「もしもし、お父さん？　もしもーし」

『けっ、こん……ケッコン……け、結婚!?』

　ぶつぶつと何回か繰り返したあと、すっとんきょうな声が響いた。ようやく異常事態だと認識したらしい。

『今、結婚〝した〟って言ったのか!?　過去形!?』

「そう、結婚しました。事後報告でごめんなさい」

　決まりの悪さを抱きつつ謝る私に、父は情けない声を出して嘆いた。これで思い知っただろうか、自分の娘ももう自分で人生を切り開いていけるようになったのだと。

　絶望している様子が手に取るようにわかるので、とりあえず宥める。

『嘘だ……つぐみが人のものになるなんて……』

「お父さん。私ももうすぐ二十五になるんだし、そろそろ」

『信じない、信じないぞ。父さんが認めた男ならまだしも、どこの馬の骨ともわからんヤツにつぐみの人生を任せられるわけが……！』

「ちょっとお母さんに代わってくれる？」

　まったく現実を受け止めようとしないので、私はあっさり諦めて母に助けを求めた。

　母はすでに私の結婚を知っていた事実を明かしたらしく、父の驚愕の叫び声が聞こえてくる。そんな父をよそに、電話を代わった母が上機嫌で話し始める。

『つぐみ、おめでとう。本当に結婚しちゃったのね～』

「うん。お父さんに黙っててくれてありがとね」

『いいのよ。ついこの間まで彼氏もいないって言ってたつぐみが、急いで籍を入れたがるくらいの運命の相手を見つけたんだもの。邪魔はさせないわ！』

　父とは正反対にノリノリの母に、私はぎこちなく笑いつつも深く感謝していた。相手を紹介しないままなのに、よく許してくれたと思う。

　もちろんいずれは千里さんに会ってもらうつもりだったので、それについて切り出そうとしたのだが、母のほうがひと足早かった。

『このままだとお父さんが廃人になっちゃいそうだし、私も挨拶したいから近いうちに旦那様に会わせてね。この間はつぐみが忙しそうだったから聞きそびれちゃったけど、彼のお名前は？　どんな人？　イケメン？』

「名前は天澤千里さん。三十二歳で、日本アビエーションの副操縦士なの。イケメンだし、ちゃんとした人だから安心して」

　母の質問攻めに端的に答えると、『えぇっ!?』と彼女の声がひっくり返った。

『パイロットが息子になるなんて最高！　しかもイケメンだなんて、やるじゃないつぐみ！　あっ、もう〝天澤つぐみ〟さんなのよね。人妻になったのね～』

『人妻って言わないでくれぇ！』

　母ののろけた声に、遠くのほうから父の嘆きが交ざった。うるさい両親……。

　すぐに平常心を取り戻した母と、千里さんのスケジュールのコピーを見ながら予定を擦すり合わせ、実家へ行く日は二週間後の日曜日に決定した。

『お父さん、完全にキャパオーバーになってるからまたかけるわね～』と、のほほんとした母の声を聞き、父の承諾を得ないまま入籍したことを改めて詫びて通話を終了する。父のメンタルが若干心配だが、実際に千里さんと会えば納得してくれるだろう。

　ひとまず父への報告というミッションも終えたので、身体もさっぱりさせようとバスルームへ向かった。

　それから二日後、夜勤明けの私はあくびを漏らしつつオフィスビルを出た。午前九時を過ぎた今、出勤するらしき人たちとは反対にのんびりと駅へ向かう。

　ターミナルビルに入ったとき、前方からただならぬオーラを感じてはっとした。

　スタイルのよさがわかるタイトなスカートに上品なブラウス、きっちりとまとめた長い髪、しっかりメイクも似合っている小顔。芸能人と見紛うほどの空気を纏まとってこちらにやって来るのは、社食で会った以来の宮路さんだ。

　……乱気流に遭遇してしまった。私の頭に浮かんだのはそんな危うい事態で、眠気も吹っ飛ぶ。

　彼女も私に気づいて猫のような瞳を一瞬見開いたあと、つかつかと近づいてきた。ヒールが低めなパンプスでも、元の身長が百五十八センチの私より十センチ近く大きいので威圧感がある。

　私はその場に立ちすくみ、引きつった笑みを貼りつけてとりあえず挨拶をする。

「宮路さん……！　お、おはようございます」

「蒼麻さん」

　びしっと名前を口にした彼女に美しく恐ろしい無表情で見下ろされ、私はギクリとして身体を強張らせた。

「この間、空港で天澤さんと抱き合っていたのも、彼が結婚を約束した相手もあなた？」

　とても冷静に確認され、冷や汗が背中を伝う。やはりあの場面を目撃されていたらしい。

　でも、宮路さんと会ったらおそらくこうなる予想はしていた。今度こそはっきり言わなければ。

　私は息を吸いながら背筋を伸ばし、彼女を見上げてこくりと頷く。

「……はい。その節は、打ち明けられず申し訳――」

「恐れ入ったわ」

　謝ろうとした私を遮って、今度は予想外のひと言が聞こえてきた。目をしばたたかせて「へ？」とまぬけな声を漏らすと、宮路さんは私の両肩をガシッと掴む。

「もう今年一の衝撃だったわよ！　これまで数多の女が玉砕してきたあのＧ難度のハイスぺ男子をどうやって落としたの!?」

　彼女は今まで抑えていたかのごとく急にテンションが高くなり、興奮気味に問いかけてきた。なんだか、思っていた反応と違う……。

「どうしたの？　ひょっとこみたいな顔して」

「や、あの、もっとお怒りになられるのではと……黙っていて本当に申し訳なかったと反省していたので」

「ああ、この間の食堂でのこと？　内緒で付き合ってたんでしょ。隠してるカップルもわりといるから、別に謝るほどじゃないわよ。むしろ今までよくバレなかったわね」

　肩をすくめて謝るも、宮路さんはケロッとした様子でそう言った。どうやら微妙に勘違いしてくれているらしく、とても助かるのでそういうことにしておこう。

　意外にも私に嫉妬心は抱いていないようだが、彼女は腕組みをしてやや不満げに話し始める。

「まあ、彼に渾こん身しんの色仕かけをさせてすらもらえなかったときは、〝私に目もくれないって、相手はどんだけ極上の女なわけ？〟って思ったし、空港で抱き合ってるのを見て〝なにドラマみたいなことしてちちくり合ってんのよ！〟って憤慨してたけど」

「すみません……」

　いろいろと罪悪感を覚え、やっぱり謝罪が口からこぼれた。そりゃあ、まったく怒らなかったわけではないだろう。

　しかし、宮路さんは嫌みのない笑みを浮かべる。

「でも相手があなただってわかったら、なんか拍子抜けしちゃったし感心もした。ＣＡでもグランドスタッフでもない、日の当たりにくい航務課で粛々と働いている決して派手じゃない子が選ばれるって、想像しなかったから」

　あっけらかんと言う彼女に、私こそ拍子抜けしてしまった。

　千里さんの相手が私みたいに垢あか抜ぬけない女だったと知ったら余計文句が出そうな気がするけれど、そこで考えが悪い方向にいかないところが、宮路さんの性格のよさなのかもしれない。

「だから、単純に気になるのよ。あなたがどうやって親密になって、彼の心を射止めたのか。今後の参考までに、近いうちに食事でもしながらじーっくり聞かせて」

　にっこり笑うとてもポジティブな彼女の言葉に、私は再びギクリとする。

　つまり、千里さんとのなれそめを話してほしいと？　それは非常に困る……！　心を射止めたわけでも愛されているわけでもない、ただ利害が一致しただけの関係なのだから。

「いやぁ……人並みだと思いますよ？　そんなたいしたなれそめじゃないですから」

　目を泳がせてさりげなく逃れようとするも、宮路さんは真顔でずいっと迫ってくる。

「蒼麻さん、自覚を持って。あの天澤さんに見み初そめられただけでたいしたことなんだから！　それと、宮路玲香のプライドを傷つけたのは自分だっていう自覚もね」

「……やっぱり私を恨んでませんか？」

「そ～んなことないわよ、気のせい気のせい」

　彼女はあからさまにわざとらしく返すので、恐ろしさが一周回って笑えてくる。半分冗談、半分本音ってとこだろうか。

　終始タジタジな私をよそに、彼女は高級そうな腕時計を見下ろして「あら、こんな時間」と目を丸くする。

「もう行かなきゃ。ねえ、美紅からあなたの連絡先聞いてもいい？」

「はい、どうぞ」

「ありがと。お店決めるから、蒼麻さんの苦手なものとか予算があればまた教えてね」

　宮路さんはそう言って綺麗なＣＡスマイルで手を振り、オフィスに向かって颯爽と歩いていく。彼女のモデルさながらの後ろ姿を見送り、私はようやく脱力する。

　結局、食事には行くことになりそうだ。宮路さんと行くのが嫌なわけではなく、根掘り葉掘り聞かれるかもしれないという新たな不安で、自然に小さなため息がこぼれていた。




　宮路さんから連絡があったのは、翌日の夜だった。

　メッセージでも私の希望を聞いてくれて、予算は低めなら助かると正直に伝えると、さっそく候補を挙げてパパッと決めていた。この辺りの気遣いや行動の早さはさすがだと思う。

　さらに〝フレンドリーに名前で呼んでよ、つぐみちゃん〟と言うので、私もこれからは玲香さんと呼ぶことにする。

　ところが、またひとつ問題が発生した。明日からまた国際線勤務の千里さんに、寝る前に顔を合わせたわずかな時間を使って相談する。

　お風呂上がりにミネラルウォーターを飲もうとした彼が、リビングのソファに座ってスマホを眺めている私を怪訝そうに見る。

「宮路とその仲間たちと食事？」

「そうなんです。玲香さんだけだと思っていたら、ＣＡさんも何人か一緒に来るらしくて」

　場所を決めたあとに〝私の仲間もつぐみちゃんたちの話をぜひ聞きたいって。いい子たちだから誘ってもいい？〟とメッセージが来た。正直遠慮したい……というのが本音だが、断る勇気が出ず承諾してしまったのだ。

　いい子たちだという言葉を信じたいけれど、質問攻めに遭うのは避けられないだろう。うまくかわせる自信がない。

「どうしよう。私たちのなれそめとかを聞く気満々みたいで困るな……」

「そんなの、そのまま言えば？　保険に入るのも忘れた能天気さで火事に遭って俺に泣きついた、って」

「さりげなく私をバカにしてますね」

　至極どうでもよさそうに言い放つ彼に、私はじとっとした視線を向けた。

　まあ確かに、なれそめくらいなら事実を明かしてもいいかもしれない。ただ、どうやって彼を射止めただとか、具体的な話になったらきっと不自然にうろたえてしまう。

　一番いいのは、千里さん本人を連れて行って彼に話してもらう方法だ。彼なら顔色ひとつ変えずにかわしてくれるはず。

　またダメもとで頼んでみようかと、水を飲んでいる彼にしっかりと身体を向き合わせる。

「あの、千里さん。ここは妻を助けるためだと思って――」

「絶対行かない」

　またしても頼む前に断られ、心の中で〝ですよねー〟と返してがっくりとうなだれた。相変わらず冷たい人だ。

　落胆する私のもとへ、冷蔵庫にペットボトルをしまった千里さんがおもむろに歩いてくる。

「なにか聞かれても適当に答えておけばいいだろ。どれが真実でどれが嘘かなんて、他人にわかりっこないんだから」

「うーん、そうか……」

　彼の言う通り、別に作り話だっていいのだろう。しかし、嘘をつくには罪悪感がつきまとうから、できればつきたくない。

　どうしたものかと小さくため息をついたとき、千里さんが間近にやってきて、私が背中をくっつけているソファの背にゆっくり手をついた。

　シャンプーの香りがふわりと鼻先をかすめる。顔を覗き込まれ、プラネタリウムでのキスが脳裏をよぎってドキリとする。

「実は、俺がつぐみにひと目惚れして、誰のものにもしたくないから結婚させた」

　彼の口が紡いだのは唐突な甘いひと言で、さらに心臓が騒がしくなる。

　え？と脳が混乱し、真顔で固まっていると、彼の口角がいたずらっぽく持ち上がる。

「ってことにしておいてもいいぞ。毎日たっぷり愛して甘やかしたい、ってプロポーズされたとでも」

　続きの言葉を口にされ、今のはなれそめを聞かれたときの答え方の一例だったのだと気づき、私は急激に恥ずかしくなった。

　ま……まぎらわしい！　実はそうだったのかと、ありえないのにちょっとびっくりしてしまった。それに、偽プロポーズのセリフだけ甘ったるい声で言わないでほしい。

「デタラメすぎて言えるわけないでしょう！」

　顔が赤くなっているのを自覚しながら憤慨すると、彼はおかしそうな笑いを残してさっさと自室に向かっていった。私はソファにもたれて両手で顔を覆う。

　ああもう……完全に手のひらの上で転がされている。結局悩みは解消されないままだし。

　さっきのセリフが本当だったらいいのに、と正直思っている自分もいて、どこか物足りない気分になった。




　お盆休み直前の夕方、日勤の仕事を終えて電車に乗った私は、玲香さんと待ち合わせている品しな川がわ駅で降りた。

　改札を抜けたところに、見るからにセレブな雰囲気を醸し出す美女が三人いる。私、絶対浮くって……と逃げ腰になるも、ここまで来て帰るわけにはいかない。

　白鳥の中に飛び込むアヒルのような気分だが、意を決して三人のもとへ歩み寄る。

　私に真っ先に気づいた玲香さんが、笑顔でひらひらと手を振る。今日は長い巻き髪が下ろされていて、一段とセクシーだ。

「つぐみちゃん、お疲れ様」

「お疲れ様です！　はじめまして、蒼麻つぐみです」

　ほかのふたりにもとりあえず元気に挨拶をした。「はじめまして～」と愛想よく返し、簡単な自己紹介をしてくれた彼女たちは、わりと気さくな印象で確かにいい人そうだ。

　少しだけほっとしつつ目的の店に向かって歩き始めると、私の隣に並んだ玲香さんが申し訳なさそうに両手を合わせる。

「大人数になっちゃってごめんね。最初はＣＡだけのつもりだったんだけど、つぐみちゃんと食事するって話したら一緒に行きたがる人がほかにもいたのよ。まあ、せっかくだから賑やかにやるのもアリかなって」

「今日は四人だけじゃないんですか？」

〝ＣＡだけのつもりだった〟ということは、ほかにも呼んでいるのだろうか。キョトンとする私に、玲香さんは意味ありげに微笑む。

「いろんな部署のメンツが集まったの。交流会だと思って、気兼ねなく楽しんで」

「そんなにいるんですか!?」

　いや、楽しめなそう！　各部署の方々の前でなれそめを語らなきゃいけない事態になったら、公開処刑も同然ですよ。

　内心慌てふためいていると、玲香さんは私の耳に顔を近づけてこそっと囁く。

「天澤さんとの話を聞くのはまた今度にするわ。皆の前じゃ話しづらいだろうし」

　意外にも彼女は私の気持ちを察してくれたらしい。私はあからさまにぱっと表情を明るくし、「助かります……！」とつい本音を口にしてしまった。

　ひとまず公開処刑は免れ、胸を撫で下ろす。それなら気楽にこの会を楽しめるかもしれない。

　肩の荷が下りた気分で、駅から徒歩五分で着いたビル内のエレベーターに乗り込む。ホテルやオフィスが入居している複合施設であるここの二十階に、玲香さんたちオススメのリーズナブルで美味しいレストランがあるのだそう。

　間接照明が落ち着いた雰囲気を演出している店内に入ると、隔離された奥のテーブル席へと案内される。そこにはすでに三人の男性が座っているのが見える。

　勝手に女子会だと思っていた私はギョッとした。今日は交流会であって合コンじゃないよね……？と確認したくなっている間にも、玲香さんたちは意気揚々とその中へ交じっていく。

「皆さん、こんばんは！　お待たせしました」

「お疲れ様～」

　明るく挨拶をする美女たちのほうに男性陣が振り向いたとき、私は目を見開いた。彼らの中に、唯一知っている人がいたから。

「えっ、泉さん!?」

「つぐみさん、こんばんは」

　思わず声を上げた私に、泉さんは眼鏡の奥の瞳を細めて会釈した。彼は私が来ることを知っていた様子。苗みょう字じではなく名前で呼んだのは、おそらく私が結婚したせいだろう。

　すると、玲香さんが泉さんの背後から彼の両肩にぽんっと手を置く。

「柊ちゃんは幼なじみなの。つぐみちゃんのこと知ってるっていうから呼んじゃった」

　まさかの関係を明かされ、集まった皆が「へえ～」と興味深げな声を上げた。もちろん私もかなり驚いている。

「幼なじみ……！」

「くされ縁ってやつですよ。玲香がつぐみさんに絡んで困らせないか心配で来ました」

　ふわりと微笑む泉さんだけれど、なにげに玲香さんをディスっている。彼女は「なにもしないわよ！」と頬を膨らませ、泉さんから少し離れた席に座った。

　親しげなのが伝わってきて、私も自然に笑みがこぼれる。泉さんがいてよかった。気を楽にして話せる人が男性陣の中にもいれば安心だ。

　泉さんが「ここ、どうぞ」と隣の席に促してくれたので、お言葉に甘えて座ることにした。皆それぞれ席につき、まず飲み物を選ばせてもらう。

　そうして自己紹介をする流れになっていたとき、遅れてもうひとりの男性が姿を現した。

「悪いね、遅くなりました」

　人当たりのいい笑顔を見せてやってきたのは、日本アビエーションの機長である真ま柴しばさんだ。緩くうねる髪に目鼻立ちのはっきりした顔立ちで、三十八歳という実年齢より若く見える。

　学生時代はサッカー部に所属していたらしく、健康的な肌色とがっしりした体格で、制服を着ていなければスポーツマンに間違えられるかもしれない。

　皆に挨拶をして私の向かいの席に座る彼に、私は目をしばたたかせる。

「真柴さんまでいらっしゃるとは」

「美女たちに誘われちゃったら断れないよ。今日は珍しくつぐみちゃんもいるしね」

　真柴さんの軽い調子は相変わらずで、私は「あはは」と苦笑いした。

　去年めでたく機長に昇進した彼は、キャプテンとしての腕は確かなのだが、女たらしで有名な人でもある。容姿もよく、話しやすいしノリのいい性格で女性からの人気も高いため、その分浮き名を流すことも多いのだ。

　ムードメーカーである真柴さんが来た途端、この場が一気に華やいだ気がする。ＣＡ陣も「真柴さんって本当にチャラいですよね」と言いながらも、まんざらではないようで楽しげに話している。

　ほかの男性ふたりはグランドスタッフだそうで、この方々も愛想がよくて好印象。この男女八人で全員そろったようだが、管制官に機長までいるというなんとも豪華なメンツだ。

　皆で乾杯をして、玲香さんたちが素早くパーティーコースの料理を取り分けてくれる。さすがは気配りの達人だと感心していると、泉さんがさりげなく私の耳に顔を近づけて「結婚おめでとう」と囁いた。

　頬がほんのり火照るのを自覚しつつ、私も小声で返す。

「その節は、証人になってくださってありがとうございました」

「いいえ。どう？　新婚生活は」

　そういえば、泉さんと前回話したときは契約結婚について悩んでいたっけ。なんとかうまくやれているなと、これまでを振り返って答える。

「あの人、少しだけ変わってきた気がするんですよ。私に合わせてくれるようになったというか」

「へえ、あいつが？」

　意外そうに目を丸くする泉さんに、私は微笑んで頷く。

「一緒に食事もとるようになったし、休日に出かけたりもしたし、最近ふたりでいるのが楽しいです。フライト先から電話をかけてきてくれたこともあったんですよ。まあ、からかわれてばかりだし、なにを考えているのかわからないときは多々あるけど」

　皆が食事と会話を楽しんでいる中、私はひとり千里さんに思いを馳せて素直な気持ちを口にした。そんな私を、泉さんが穏やかな瞳で見つめている。

「思いのほか幸せそうだね」

　微笑ましげに言われて自分の顔がニヤけていたのに気づき、咄嗟に頬に手を当てた。幸せそう……なのか、私。

　なんだかちょっぴり恥ずかしくなり、取り分けられたカルパッチョとフォークを手に取って話を逸らす。

「それにしても、驚きました。泉さんと玲香さんが幼なじみだったなんて」

「ああ……子供の頃、家が近所でよく遊んでいて。玲香が中学を卒業して以降は疎遠になっていたけど、羽田で働き始めてから再会したんだ。まさかあんなに男癖の悪い子になっているとはね」

　泉さんはグラスを口に運びつつ横目で玲香さんを見やり、苦笑を漏らした。いつの間にか敬語ではなくなっているし、玲香さんに関しては遠慮がなくて、彼の新たな一面が露わになっている気がする。

「つぐみさんが心配で今日来たのは本当。本気かどうかはわからないけど千里のことまで狙っていたらしいから、あなたが絡まれたら助っ人になろうと。本人は無邪気なだけで悪気はないんだけどね」

　どうやら本当に私を気にかけてくれていたみたいだ。玲香さんの性格もよくわかっているようだが、千里さんにアタックしようとしたことまで知っているとは。

　私は食事する手を止めて、泉さんにこそこそと問いかける。

「もしかして、千里さんから聞きました？　ロンドンでの一件」

「そう。当然相手にもされなかったみたいだし、これに懲りてまともな恋愛をしてくれることを願うよ」

　呆れ気味の笑みをこぼす彼は玲香さんの本当のお兄さんさながらで、きっと恋多き彼女を心配しているのだろうとわかった。

　こんな素敵な幼なじみが私も欲しかった……なんて思っていると、泉さんの表情がわずかに引きしまる。

「でも、あなたが気をつけたほうがいい人は玲香以外にもいる」

「え？」

　どういう意味だろうと聞き返そうとしたとき、「ちょっと柊ちゃん、つぐみちゃんをひとり占めしないで～」という玲香さんの声が耳に入ってきた。

　少々不満げに口を尖らせる彼女は、それぞれの仕事を交えた話題で盛り上がっている皆の中に私を引き込む。泉さんが言う〝気をつけたほうがいい人〟が誰なのか気になるも、それからは聞けずじまいだった。

　しかしＣＡやグランドスタッフの裏話はとても面白くて、いつの間にか私の興味はそちらへ移っている。もちろん泉さんの話も興味津々で、レアな管制塔でのエピソードには皆が聞き入っていた。

　私も運航管理について聞かれて答えるものの、このメンバーの中では最年少。経験が浅いので皆を尊敬してばかりだ。

「つぐみちゃんがブリーフィングするようになったら、航務課に行くのがますます楽しみになるな」

　ふいに真柴さんが言い、チャームポイントの白い八重歯を見せてにこりと笑った。

　パイロットはフライト前に必ず航務課に来るので、彼が美紅さんとブリーフィングしている姿もよく見かける。そのときも甘い笑みを振りまいていて、口説いているのでは？と思うくらいなので、私は正直に返す。

「真柴さん、美紅さんと打ち合わせしてるときだって十分楽しそうに見えますよ」

「そうなんだけど、美紅ちゃん俺には冷たい気がするんだよね」

「あー……彼女好き嫌いがはっきりしてますから」

「つぐみちゃん、さりげなくキツい」

　がっくりとうなだれる真柴さんに、周囲から笑いが起こった。彼のちょっぴり残念なところも、人たらしな所以ゆえんなのだろう。

　お酒も進み、皆ほろ酔い状態で楽しんでいる。私もすっかり居心地がよくなり、少々カクテルを飲むスピードが速くなっていた。

　トイレに行こうと腰を上げた瞬間、少しだけふらついたのを泉さんは見逃さず、心配そうに確認する。

「つぐみさん、大丈夫？」

「はい、普通にお手洗いに行くだけです。とってもいい気分なので安心してください」

　表情筋が緩みまくっている顔でへらりと笑って席を立った。身体がふわふわした感覚はあっても、ちゃんと歩けるので問題ない。

　用を足したあと、パウダールームで腕時計を見ると午後九時を回っている。まだお開きになりそうな気配はなかったが、私は明日も仕事なのでそろそろおいとましたいところ。

　席へ戻る途中、出入りが自由になっているテラスがあると気づく。帰る前に酔いを醒さますため少しだけ出てみようかと、ガラスの扉を開けた。

「はぁ～、気持ちいい」

　夏の夜風が心地よく、周囲に立ち並ぶビルの明かりに包まれているような感覚に陥る。マンションから見る夜景とはまた違っているし、幾分か頭がスッキリする。

　タイミングがよかったのか、離れた場所にひと組の女性たちがいるだけ。気を落ち着けて静かに夜景を眺めていたとき、扉が開く音がした。

「あ、つぐみちゃん」

　姿を現したのは真柴さんだ。軽く手を上げてこちらにやってくる彼に、「どうも」とぺこりと頭を下げる。

「君もいたんだ。ここのテラス、酔い醒ましにちょうどいいよね」

「真柴さんはたいして酔ってないんじゃないですか？　全然顔に出てない」

「まあね、お酒と女の子は大好物だから」

　あっけらかんと節操のない発言をする彼を、私は歪ゆがんだ笑みを浮かべてじとっと見つめる。彼は困ったように笑い、「そこで黙ると俺がただの変態になっちゃうでしょ」とツッコんだ。

　私もおかしくなって笑っていると、真柴さんは意味ありげな瞳でこちらを見てくる。

「つぐみちゃんとプライベートで話したのは初めてだけど、君は面白いね。天澤が気に入って嫁にするだけあるな」

　突然、千里さんの名前を出されてギクリとした。しかも、私たちが夫婦だと知っている。

　同じエアラインのパイロットならすでに情報が流れていても不思議ではないので、私は「ご存じでしたか……」と苦笑しつつ肩をすくめた。

　真柴さんは私から視線を逸らさず、質問を繰り出す。

「ねえ、天澤のどこがよくて結婚したの？　やっぱりスペック？」

「いや、そんな――」

　咄嗟に否定しようとしたものの、私が結婚を決めた理由を思い返すと言葉が喉に詰まった。

　私は、金銭的に千里さんに助けてもらいたくて結婚した。それはつまり、彼の中身ではなくスペックで選んだも同然なのではないか。

　黙り込む私を、彼は静かに見つめ続けている。その瞳はどことなく冷たく、鋭くなっている。

「一緒に仕事していて感じるんだけど、あいつはプライドが高いし主導権を握りたいタイプだから、いい旦那になると思えなくてさ。パイロットたちの中で天澤がどんなふうに思われているか、君は知らないでしょう」

　私がぴくりと反応を示すと、彼は冷笑を浮かべた。急に人が変わったみたいで、背筋がぞくりとする。

「腕がいいからって天てん狗ぐになっているのか、機長命令は絶対にもかかわらず口を出すコーパイは天澤くらいなんだよ。フライト中に関係が悪くなるとずっと気まずい雰囲気を引きずったままになるから、あいつと組むのを嫌がる機長もいる。旦那がそんな男って嫌じゃない？」

　聞いてもいないのにつらつらと語られ、胸の中に不快なざわめきが沸き起こった。

　今のは単なる悪口でしょう。しかも、それを妻である私に言うなんて失礼すぎる。夫婦関係を悪化させたいのだろうか。

　原因はわからないが、真柴さんが千里さんをよく思っていないのは明らかだ。千里さんと組むのを嫌がる機長って真柴さん本人なのでは……？と疑いつつ、カチンときた私は遠慮せず反論する。

「機長に意見するのは、大事なことではありませんか。千里さんも安全運航のために気がついた点はすべてクリアにしたいんでしょうし」

「もし、それで呼吸が合わなくなって事故を起こしたら？」

　間髪容れずに返され、私は口をつぐんだ。

　確かに、機長と副操縦士のコミュニケーションがうまく取れていないことが要因のひとつとなり、航空事故やインシデントを起こした事例は過去にいくつかある。それほど重要だというのはわかっている。

　でも逆に、機長が間違っていて副操縦士が声を上げていれば防げた事例だってあるのだ。ただ従うだけが正しいとは思わない。

　私は無意識にぐっと手を握り、真柴さんは冷めた表情で話し続ける。

「操縦も、管制とのやり取りも、コックピットでの意思疎通がうまく為なされないと危険を招く。天澤が自己中な態度を取り続けていたら、いつか事故に――」

「そんなことはありえません！」

　我慢ならず、つい大きな声で遮ってしまった。離れたところにいる女性グループも、何事かとこちらに視線を向ける。

　かすかに驚きを滲ませる真柴さんに、私はなんとか憤りを抑えた声で言う。

「千里さんは、自分に驕おごって皆を危険にさらすようなパイロットではありません。たくさんの人の命を背負う責任も、恐怖も感じながら操縦稈かんを握っているんです。だからこそ、相手にどう思われようと、なにかおかしいと感じたら意見する姿勢を貫いているんじゃないでしょうか」

　初めてふたりで食事をした日、彼は『毎回緊張はするし、何百人もの命を背負ってると思うと焦りそうになる』と言っていた。

　あれは絶対に本心だ。自分に思い上がっているような人間なら、どこまでも強気であんな発言はしないだろう。

「千里さんは、あなたが思うよりずっと誠実です。彼を、信じてください」

　真柴さんをまっすぐ見つめて、切実に訴えた。どうか千里さんを悪く言わないでほしい。

　やや面食らったような顔をしていた彼は、数回瞬きをしてから口を開く。

「……やっぱり可愛いね、つぐみちゃん」

「っ、はい？」

　突拍子もない言葉が飛び出し、私は肩透かしを食らった。今しがたの悪い彼はどこへやら、いつもの調子でへらりと笑う。

「ごめんね、酔いに任せてちょっと言いすぎた。でも感動しちゃったよ、旦那のことでそこまで本気で怒れるなんて」

　真柴さんは人当たりのいい姿に戻っているけれど、私は警戒したまま。すると彼は含みのある笑みを見せ、こちらに向かって一歩足を踏み出す。

「君は、天澤にはもったいないくらいのいい奥様だ。奪いたくなるな」

「……はっ!?」

　怪しい発言と、さらに一歩近づいてくる彼にギョッとして、私は反射的に身体を引いた。

　その瞬間、足がふらついてバランスが崩れる。「あっ」と小さな悲鳴がこぼれた直後、真柴さんが咄嗟に手を伸ばして支えてくれた。

「おっと、大丈夫？」

「すみません……！」

　腰を抱かれて肌が粟あわ立だち、すぐに離れようとするも身体に思うように力が入らない。頭に血が上ったせいで酔いが回ったんだろうか。

　真柴さんは密着したまま、甘い笑みを浮かべて私を見下ろす。きっと、彼に好意的な人ならあっさり陥落しているだろう。

「平気そうに見えてわりと酔ってたんだね。一緒に帰ろうか」

「いえいえいえ、大丈夫なので」

　私も早く帰りたいけど、ひとりでいいですから！という気持ちで、胸を押して必死にすり抜けようともがいていた、そのとき。

「つぐみ！」

　聞こえるはずのない焦った調子の声が響き、真柴さんから引き剥がされた。また別の人の胸に抱き留められ、驚きと困惑でいっぱいになりつつ顔を上げる。

「え……っ、千里さん!?」

　私にしっかりと腕を回すのは、マンションにいるはずの旦那様だ。驚きすぎて、そこから先の言葉が出てこない。

　彼は敵に向けるような鋭い視線を真柴さんに突き刺している。

「ご迷惑をおかけしました。妻は俺が連れて帰りますから、ご心配なく」

　感情のこもっていない声を放ち、私の腰を支えてすぐに扉のほうに向かって歩き出す。観察するように私たちを見ていた真柴さんが「天澤」と呼び、千里さんは足を止めた。

「お幸せに」

　なんだかわざとらしい笑みと共にひと言かけられ、千里さんは無表情で軽く頭を下げた。

　ちょっと怖いな、真柴さん。あんな黒い一面を持っている人だったんだ。でも今はそれより、なぜ千里さんがここに来たのかが気になって仕方ない。場所は教えていなかったのに。

「千里さん、どうしてここに？」

「……お前の夫だから」

　彼からの返答は漠然としたもので、いまいちよくわからない。

　首をかしげているうちにテーブル席に着く。泉さんが席を外しているようで姿が見えない。ほかの皆はいまだに盛り上がっていて、千里さんはその前にためらうことなく登場した。

　突然現れた彼を見上げた皆が一瞬静かになり、直後に控えめな叫び声が上がる。特に女性陣は芸能人に会ったかのようなリアクションだ。

「ええっ、あ、天澤さん!?」

「妻を迎えに来ました。すみませんが、お先に失礼します」

　千里さんは私の代わりにそう言い、テーブルに多めのお札を置いた。お代を払ってくれたことにも呆気に取られているうちに、彼は私の肩を抱いてそそくさと帰ろうとする。

　すると、玲香さんがガタッと椅子を揺らして立ち上がり、「天澤さん、ひとつ質問が！」と呼び止めた。

「結婚の決め手はなんだったんですか？　どうしてつぐみちゃんを選んだの？」

　若干ろれつが回っていない口調で繰り出された質問に、私は顔が引きつる。ＣＡのふたりも苦笑を浮かべてうなだれる。

「玲香……今日はこの件に関する質問はしないって宣言してたのに」

「しかもひとつじゃないし」

　彼女たちが小声で嘆いている通り、玲香さんはずっと結婚については話題にしなかったのだけど、きっと酔ってどうでもよくなっちゃったんだな……。頬が紅潮していて目もうつろだし。

　この状況で千里さんは一体どう答えるんだろう。皆注目しているし、急に緊張してきた。

　真剣にじっと見つめている玲香さんに向かって、彼は口を開く。

「つぐみが特別だから」

　出てきたのはシンプルな理由。それだけかと思いきや、まだ続きがあった。

「呆れるほど単純でまっすぐで、気がつくと心の中に陣取ってる。それすらも愛おしいと感じる子はほかにいない」

　予想外の言葉に、不覚にも胸がしめつけられた。女性陣は「きゃあ～」と黄色い声を上げ、千里さんはそれに構わず私の肩を抱いたままさっさと歩き出す。

　今のって、適当にやり過ごすためのデタラメだよね？　それにしては妙に具体的というか、リアルというか……本当にそう思ってくれているのではないかと錯覚しそうになる。

　堪こらえても嬉しさが込み上げてきて、私は彼のシャツをきゅっと握った。

　そうして店内の出入り口に向かっていたとき、見計らったかのごとくお手洗いがある通路のほうから泉さんが姿を現した。眼鏡の奥に含みのある笑みを湛たたえて。

「やっぱり来たね、千里」

　千里さんが来るのがわかっていた口ぶりの彼に、私は目をしばたたかせる。

「やっぱりって……」

「さっき僕が連絡しておいたんだ。真柴さんも来てるけど、つぐみさんを放っておいていいのかって」

「そうだったんですか！」

　意外な真相に驚いてふたりを交互に見やると、千里さんは居心地が悪そうに仏頂面をしている。泉さんはそんな彼を一瞥してクスッと笑いをこぼし、私たちを店の外へと促した。

　レストランの賑やかさから切り離されたそこで、泉さんは腕組みをして話し出す。

「真柴さん、つぐみさんを追っていったでしょう。君が席を立った直後に同僚から電話がかかってきて、彼を引き止められなかった。ずっと注意していたのに」

　悔しがるような表情をかいま見せる泉さんを見て、私は会の序盤で彼が言っていたことを思い出した。

「もしかして〝気をつけたほうがいい人〟っていうのは、真柴さん？」

「そう。あの人、千里のことを目の敵にしているみたいだから、つぐみさんとの仲を引っ掻き回すんじゃないかと思って」

　泉さん、なんていい人なの……！　私たちのためにそこまで気を回してくれていたとは感激する。

　泉さんと千里さんが一緒にいるのは初めて見たけれど、お互い信頼し合っているのが雰囲気から伝わってくるし、想像以上に仲がいいのかもしれない。

「テラスでふたりになったとき、変なこと言われたり、されたりしなかった？」

　眉をひそめる泉さんに問いかけられ、逡しゅん巡じゅんしてしまう。しかし私自身になにかされたわけではないし、千里さんの悪口を言われたと打ち明ける気にもなれず、「いえ、特に……」と首を横に振った。

　真柴さんはやはり千里さんが気に食わないらしい。彼がテラスに来たのは偶然ではなく、故意に嫌がらせをするためだったとすると、だいぶこじらせている厄介な人だ。

　表情を曇らせて困っていると、千里さんが口を開く。

「真柴さんに限らず、男も来るって知っていたら最初からつぐみを行かせなかった」

　苦虫を噛み潰したような顔で吐き捨てる彼に、ドキリと胸が鳴る。

　千里さん、私を心配してくれていたんだ……。よく思い返せば、テラスにやって来たときの彼は珍しく焦っていた気がする。急いで駆けつけてくれたのかもしれないと思うと、ますます胸が騒がしくなった。

　酔っているせいではない頬の火照りを感じていると、千里さんは私の手を取る。

「泉には感謝する。教えてもらえてよかったよ」

「本当に、ありがとうございました」

　千里さんがその場をあとにしようとするので、私も慌てて頭を下げた。そうして去ろうとしたとき、「なあ、千里」と泉さんが声を投げかける。

　私たちは足を止めて同時に振り向いた。その先にいる彼は、どこか深刻そうな面持ちで千里さんを見つめている。

「もういいんじゃないか、自分の気持ちに正直になっても」

　重い口調で発したひと言が耳に入ってきて、酔いも浮ついた気持ちもスッと醒めていく。

　どういう意味だろう。千里さんは正直になるのをセーブしていたということ？　彼の気持ちって……なに？

　千里さんは意味を理解しているらしく、一瞬目を見開いた。そして、苦しげとも切なげとも取れるような、影を落とした表情に変わっていく。

「……余計なお世話だ」

　彼は言葉とは裏腹に力無く呟き、踵を返す。

　ふたりにしかわからない会話が気になって仕方ないが、ただごとではなさそうな空気を感じる。その中に割り込む勇気は出ず、私は手を引かれるまま黙って歩き出した。




　地下の駐車場に向かう間、ふたりの会話について考えを巡らせていたが、私にわかるはずもなく断念した。まだ私の知らない千里さんがいる――それを痛感して落ち込むだけだから。

　ひとまず今は、改めてお礼を言おう。

「千里さん、迎えに来てくれてありがとうございました」

　彼の車に乗り込み、落ち着いたところでぺこりと頭を下げた。しかし彼は特に反応せず、無言で車を走らせる。

「あの……怒ってます？」

「別に」

　素っ気なく即答され、私は口の端を引きつらせた。絶対怒っている。

　怒っているとまでいかなくても不機嫌なのは確実だ。真柴さんの件に対してだろうか。それとも、妻が男性と一緒にお酒を飲んでいたから？

　どれも当てはまる気がするので、とりあえずすべてひっくるめて「お手数をおかけしてすみませんでした」と謝った。業務中みたいだけれど。

　マンションまでは十分ほど。あっという間に着いて駐車場に入る頃、千里さんはひとつ息を吐いてようやく話し出す。

「宮路が勝手に男も呼んだらしいから仕方ないが、もし泉がいなくて、まだ酒を飲み続けていたらどうなっていたかわからない。お前も一応女で、人妻なんだって自覚を持っておけよ」

　不機嫌の主な原因はその辺りだったらしく、口調に棘とげがある。なんだかあまり信用されていないみたいだし、〝一応〟が余計じゃない？

　じわじわとイラ立ちが湧いてきて、私は膨れっ面になって反論する。

「ちゃんと自覚してます。私、不貞を働くような女じゃありませんよ」

「お前にそんな器用なマネはできないだろうな。色気もないし」

　うわ、はっきり言った！　超失礼！

　ぎゅっと眉根を寄せて彼のほうを向くと同時に、車を停とめてシートベルトを外す音が聞こえる。

「でも、隙がありすぎる」

　そんなひと言を放った千里さんが助手席のシートに肘をかけ、こちらに身を乗り出してきた。

　突然接近されて驚いた私は、目を見開いて身体を硬直させる。彼は私の顎をぐっと掴んで固定し、あと数センチのところまで唇を近づけた。

　視界いっぱいに映るのは、獰どう猛もうなのに美しい彼の顔。

「ほら、簡単に唇を奪える。だから真柴さんに抱かれたりするんだよ」

　挑発的な声と視線に、わずかな怒りが含まれているのが感じ取れる。なのにどうしてか、怖さや嫌な感情は生まれない。ただ、鼓動が激しく乱れているだけだ。

　千里さんはその美麗な顔をさらに寄せてくる。

「あのまま俺が来なかったら、こうやってあの人に――」

「やめて……！」

　唇が触れる寸前で、私は顎を引いて咄嗟に拒否した。

「千里さん以外の人となんて、考えるだけで嫌です」

　きっぱり言い放つと、彼は呆気に取られたような表情になった。それを見て、私もはっとする。今の発言は、千里さんならいいと認めたも同然だと。

　自然に口から出た思いに動揺するも、すぐにどうでもよくなってしまう。彼の瞳に、情欲の色が滲み始めたから。

「だったら、俺の味をしっかり覚えておけ」

　色気のある低い声が鼓膜を揺らした直後、唇が重ねられた。

　食べるようなキスは、プラネタリウムでされたものとは全然違う。少し荒々しいのにとびきり甘くて、心臓が痛いくらい暴れている。

　気持ちよささえ感じながら目を閉じて応えていると、一度唇が離された。

「ん、はぁ……っ」

「目を開けて、よく見ていろ。自分が一生を約束した男を」

　甘く独占的に命令する声が、脳内を侵食する。抗う気力をすっかり奪われた私は、言われた通り今度は瞼を閉じずに再び訪れるキスを受け入れる。

　熱く見つめ合ったまま、ふしだらに唇を開ける。水音を響かせて舌を絡める彼から、視線を逸らすことは許されない。

　なに、これ……見つめ合ってするキスって、こんなに恥ずかしいの？　身体が痺しびれて、お腹の奥までじんじん疼くような、変な感じがする。

　とろけそうな私を、色気に満ちた瞳が冷静に見つめている。それだけでおかしくなりそうで、耐えきれなくなった私はあえなく白旗を上げた。

「んっ、千里さ……もう、や……！」

　精一杯の力で彼の胸を押し、危険な視線から逃げて俯く。呼吸は乱れ、こめかみの辺りでドクドクと脈打っている。

　怖い。千里さんじゃなくて、深く溺れそうになっている自分が。

「なんで、こんな……私たち、ただの契約夫婦でしょう」

「そうだな」

　彼は事実を認めただけなのに、この味気ない関係が変わる可能性はないと言われたように感じる。そろそろと見上げた彼の顔には、からかうようないつもの笑みもない。

　キスをしたのは、妻だという自覚を持たせるため？　ただそれだけで甘い理由がひとつもないとしたら耐えられなくて、私の表情が歪んでいく。

「愛がないなら、もうしないでください！」

　悲しいのか怒っているのか自分でもわからないが、シートベルトを外しながら荒ぶる口調で言い捨て、車のドアを開けた。

　千里さんを残したまま、ひとりエレベーターへ向かう。

　……逃げてしまった。キスをした理由も、千里さんの本心も、確かめたいのに聞けない。あの人が私を〝契約上の妻〟以上に思っているわけがないという不安が、どうしても邪魔をする。

　彼に愛がないと思い知らされるのは怖い。どうしてこんなに臆病になっているのか、考えるまでもないほど答えを出すのは簡単だ。

　もどかしさで一杯になりながらエレベーターの階数表示を見上げ、まだ熱を持っている唇を噛みしめた。










熱情タービュランス




『新人の蒼麻つぐみです。よろしくお願いします！』

　二年と数カ月前の春の日。航務課で妹尾の隣に立つ、素そ朴ぼくで可愛らしい顔立ちの若い女性が、ブリーフィングの前に俺に向かって明るい笑顔でお辞儀をした。

　やる気に満ちているのがわかる、期待できそうな子だなというのが、蒼麻つぐみの第一印象だ。

　航務課の社員とは接する機会がわりとあるため彼女とも自然に話すようになり、気兼ねなく会話できる間柄になるのにそう時間はかからなかった。

　時々、天気図を貼り出したボードの前で彼女が両手を合わせている場面に出くわすことがある。

『今日もすべての便が安全に飛行して、一日平和でありますように』

　そんなふうに呟いていたつぐみは、静かに近づいた俺に気づくとギョッとして若干身を引く。

　彼女が入社して一年が経ったこの頃には、俺を見るとこういうリアクションをするようになった。おそらく、俺が毒ばかり吐くからだろう。

　このときも、毎度のごとく冷たい言葉が口からこぼれた。

『祈ってもなにも変わらないぞ。それに、パイロットは運で飛んでいるわけじゃない』

『もちろんそうです！　訓練の賜たま物ものですよね。でもいいじゃないですか、皆さんの無事を願うくらい』

『そんな暇があったらオペレーションの勉強でもしてろ』

『鬼！』

　可愛い顔をしかめて憤慨するつぐみにはいつも笑ってしまう。

　こうやって遠慮なく返してくるのが妙に心地いいから、ついからかいたくなるのだ。俺の顔色を窺ったり、媚こびへつらって誘ってきたりする女性とは違って面白い。

　そして、言い合ってもすぐに笑顔に戻るのが彼女のいいところだと思う。

『天澤さん、お気をつけて』

　去り際に微笑んで声をかけられると、なんだかいい気分でフライトに向かえるのだ。

　そんなつぐみも資格を取り、無線でやり取りできるようになった頃だった。父を巡る騒動が起こったのは。




　俺がパイロットになる道を迷いなく進み続けてきたのは、同じくパイロットであった父、階かい堂どう剛つよ史しの影響だ。

　中学のときに離婚してからも、母は年に数回父と会わせてくれたので、そのたびにコックピットでの話を聞いたり飛行機に乗せてもらったりしていた。初めて飛行機が飛び立つ瞬間を見たときと、実際に乗って体験したときの感動は忘れられない。

　父は、夫婦としてはうまくいかなかったのだろうが、父親としては人並みに愛情を注いでくれていたと思う。頑固なところはあっても、決して人を悪く言わず正義感の強い人間で、俺はそんな父が好きだったし尊敬もしていた。

　気がつけば当たり前のようにパイロットを目指し始め、いつか父と一緒に飛行機を飛ばしたいという夢を抱いていた。将来は父のようなキャプテンになりたいという目標は今でもぶれることはない。

　俺が選んだのは父とは別の航空会社だったが、数年前に空港で偶然会ったことがある。お互い勤務中で、副操縦士としての姿を父に見せられたのはとても幸運だっただろう。

　しかし約一年前、インシデントの情報が飛び込んできた。父が機長を務めた旅客機が、滑走路をオーバーランしたというのだ。

　オーバーランは滑走路の終端を行き過ぎる事故で、最悪の場合は障害物に衝突して機体が大破したり、住宅街に突っ込んで地上にいる人も巻き込む大惨事を招く可能性もある。

　このときは、着陸の際の衝撃で数名が負傷したものの、重症者や死者は出なかった。しかしパイロットの操縦ミスが原因ではないかと論じられ、俺は愕然とした。

　これまで完璧だった父が、まさかヒューマンエラーを起こしたというのか。俄にわかには信じられない話だが、詳しい調査結果が明らかになるまではなんとも言えない。

　調査が行われている間、ある週刊誌にその件が載ったのを皮切りに、世間は操縦桿を握っていた父を叩き始めた。普段の業務でも危険な操縦をしていたのではないかという憶測まで流れる始末。俺たちが親子だと知っている人はごくわずかなので、俺への影響はなにもなかったが、父への風当たりは酷かった。

　インシデントのあとは、規定によりしばらくフライトはできなくなる。地上勤務のとき以外は自宅にこもりきりの父に時々会いに行っていたが、無理して笑っているのは明らかで。機長として活躍しているときとは比べものにならないほど弱ったその姿は、痛々しくて見ていられなかった。

　そうして数週間後、事故の大元の原因は機材の故障であり、パイロットの対処は妥当だったとの調査結果が発表された。父の疑惑が晴れ、やはりミスではなかったのだと俺は心底安堵した。

　航空関係者の間でも、再発防止のために真実はもちろん周知されていった。ただ、世間で広まってしまった悪いイメージを払拭するのは容易ではない。

　メディアは叩くだけ叩いて、日が経ったら話題にすら上げなくなる。このインシデントの真実も報道したのはごく一部で、それを知らない人たちにとっては父が悪者のまま終わったのだ。

　そして、父は勤務に復帰できるはずだったが、身体検査に引っかかって乗務できなくなってしまった。強い人間だと思っていた彼も、ストレスは相当なものだったに違いない。負傷者を出してしまったという罪悪感に加え、世間からの誹ひ謗ぼう中傷で神経がすり減っていったのだろう。

　――インシデントから二カ月後、父は単独で交通事故を起こし亡くなった。身体検査で不適合となって以来、一度も飛行機に乗れないまま。

　いつか一緒に飛行機を飛ばしたいという夢は、叶えられずに消えていった。心に大きな空洞が開き、しばらくはなにも考えられなくて仕事や勉強に没頭した。

　半年以上の時間が経ち、父が亡くなった事実をようやく受け入れられると、たまらない悔しさと無念さが遅れて襲ってくる。やり場のないその憤りは、父に濡ぬれ衣ぎぬを着せたメディアに向く。

　勉強の合間を縫って、当時真っ先にこの事故を取り上げた週刊誌の記事を探した。二度と見たくないと思っていたそれを発見すると、幸い署名記事だったため記者の名前が載っていた。

「蒼麻大だい輔すけ……」

　その名前を見たとき、真っ先に頭に浮かんだ人物――それが蒼麻つぐみだ。

　最初はただ苗字が同じだけだろうと思っていたし、そうであってほしかった。しかしあるとき、父親が週刊誌の記者だと彼女が話しているのを偶然耳にしてしまった。

　蒼麻という珍しい苗字と、記者という共通点。単なる偶然ではないと、さりげなく話に交ざって父親の名前を聞き出すと大当たりで、正直かなりショックだった。

　彼女は、あの忌まわしい記事を書いた男の娘。そう思うとつぐみまでもが憎しみの対象になってしまいそうで、彼女は関係ないのだと必死に自分に言い聞かせた。

　俺が恨みつらみをぶつけたいのは大輔だ。あの間違った記事のせいで、どれだけ父を苦しめたかをわからせてやりたい。




　復ふく讐しゅう心を抱くも、どうやって彼と接触するか悩んだまま数カ月が経ったある日、隣につぐみが引っ越してきた。彼女自身とは今以上に関わらないようにするべきだと思っていたのに。

　しかし、彼女から距離を取ろうとすると、自分の心がそれを拒否するような妙な感覚を抱いた。屋上で会ったときも、缶ビールを無線に見立てて管制官もどきの挨拶をする彼女が面白くて、気を引かれるまま近づいていた。

　そして、なんとなく気になってオペレーションをしている理由を尋ねると、返ってきたのはシンプルな言葉。

「私も、飛行機を飛ばす一員になりたかったんです」

　それを聞いて、父と一緒に飛行機を飛ばしたいと願った幼い頃を思い出し、胸が切なくしめつけられた。

　つぐみも単純に飛行機が好きでこの世界に入ったというのも、俺とまったく同じ。それだけのことがなぜ嬉しいと感じたのか、はっきり説明はできない。

　それからすぐ、あの火災が発生。住む場所を失ったつぐみは、あろうことか俺のマンションに居候させてほしいと言い出す。

　最初は許可する気はなく、こうすれば絶対に諦めるだろうと踏んで結婚を条件に出した。なのに、まさか承諾するとは。単純というか、図太いというか……。

　しかし、メリットについて話す彼女を見ていて、ひとつの思惑がひらめいた。

　つぐみと結婚すれば、父親である大輔に限りなく自然に近づける。それに、娘を溺愛しているというならなおさらいい。ヤツの大事なものを、今度は俺が奪ってやったらどうか――。

　籍を入れたあとで俺が階堂の息子だと明かし、誤った記事を載せたことを詫びさせる。娘の結婚相手が自分を恨んでいる男だと知ったら、多少なりとも苦悩するだろう。

　そんな結婚をやめさせたくなっても、口約束ではあるがつぐみに終身契約だと合意させてしまえば、簡単には離れることはできない。

　ささやかな復讐になるのではないかと考え、本当に結婚しようと決めたのだ。彼女にも愛はない、互いの利益だけを重視しているからこそできる計画だった。

　とはいえ、『蒼麻以外の女と結婚できる気がしない』と言ったのは本心である。両親も離婚していてもとから結婚に興味のなかった俺には、つぐみのように割り切った相手が合っているだろうし、この先そういう人が現れるとは思えないから。

　そんな俺の思惑に難色を示したのは、学生時代からの友人である泉だ。

　たまたま航空業界を目指していた俺たちは意気投合し、今日に至るまでずっと励まし合いながらやってきた。泉は昔、『いつか千里が操縦する飛行機を僕が誘導してあげるから』と宣言していたが、有言実行できているのは俺にとっても嬉しいことだ。

　泉は、女性関係の話も悩みも、俺がすべてを話せる唯一の存在。今回の件についても、打ち明けられるのはあとにも先にも彼しかいない。

　つぐみが引っ越してきた数日後、マンション内のバーラウンジで泉と会った。住人の共用施設であるここは時々利用しているが、そのほとんどは泉が相手だ。

「千里、本当に結婚する気なのか？　あんなに性格のよさそうな子を巻き込むのかよ」

　ことの顛てん末まつを話すと、彼の整った顔が心配そうに歪んだ。偶然オフィスの前でつぐみに会って好印象を抱いたらしく、彼女を利用するような俺の思惑には否定的なのだろう。

「階堂さんの件の恨みを晴らしたいって気持ちはわかるけど、娘のあの子は関係ないのに」

「別に、そのためだけに結婚を決めたわけじゃない。あいつも生活に困って俺に泣きついてきたんだから」

　俺には俺の、つぐみにはつぐみにとっての都合のいい理由がある。打算的なのはお互い様だ。

　しかし、泉はあまり納得できていない様子で、ため息を吐き出す。

「千里の薄情さを知ったら、蒼麻さんは嫌気が差すんじゃないか」

「そうなったとしても、俺と一緒にいるしかない。少なくとも今は、ほかに行く場所も金もないんだから。むしろ嫌がっても離れられないほうが、父親はより苦しんでいいかもしれない」

「悪魔だな……」

「なんとでも」

　口元に歪んだ笑みを浮かべて呟く泉に、素っ気なく返した。俺が非情な男だってことは、自分が一番よくわかっているから。

　泉は神妙な面持ちになり、透明なカクテルが注がれたグラスを眺めて言う。

「そう簡単にうまくいくとは思えないけどな、僕は。千里って基本冷たいけど、優しい部分を隠せないときもあるから」

「なんだそれ」

　彼の発言の意味はよくわからなかったが、掘り下げることはせずグラスに残った液体を呷った。

　結婚はもう決めたこと。あとは目的の遂行のために進むしかない。




　こうして同棲を始めたわけだが、俺はあえて思いやりの〝お〟の字も見せなかった。

　生活を保障する代わりに、火事の後始末や諸々の手続き、引っ越しも一切手伝わない。連絡は必要最低限のみだし、すれ違い生活でも合わせようとはしない。元々俺は女性関係もドライだったから、これらはわりと普通のことだ。

　ただ、俺の帰りが遅くなったにもかかわらず、つぐみが料理を作って食べずに待っていてくれたときは動揺した。そんな健けな気げなことをされて、嬉しくないはずがない。

　だが、一瞬込み上げたその気持ちを掻き消し、俺は心無い態度を取った。あのときの失望したような彼女の顔は忘れられない。

　泉も濁していたように、この薄情さを知ればつぐみは俺を嫌いになるだろう。後悔して悩む姿を父親に見せ、彼も同じように苦悩させてやればいい。

　そんな腹黒い考えも芽生えていた……はずなのに。

　俺のために作ってくれた食事を無駄にするのは当然気分のいいものではなく、結局彼女が寝たあとにいただいてしまった。食欲は十分満たされていたのに、完食するくらいうまかった。

　翌日からのフライトの際も、ずっとつぐみのことが頭の片隅にあった。

　そのとき同乗したベテラン機長は既婚者かつ愛妻家だったため、ステイ中一緒に食事をしたとき、〝結婚したら奥さんを大事にしろよ〟という趣旨の話を何度も聞いたせいでもある。

　彼の夫婦愛に満ちた話を聞くたび、つぐみに対して不誠実な自分が罪人のように思えてきて、日本へ戻る当日まで悶々としていた。

　加えてつぐみを意識させたのは、俺の部屋に乗り込んでこようとした宮路のせいかもしれない。

「天澤さん、一緒にロンドン産のジンで乾杯しませんか？」

　ロンドンの有名な蒸留所で作られているブランドの瓶を手に部屋にやってきた彼女に、俺はさも面倒臭い顔を見せていただろう。

「おひとりでどうぞ」

　迷いなく告げてさっさとドアを閉めようとするも、彼女は「ひとりじゃ乾杯できないでしょう！」と言い、なかなかに強い力でそれを阻止する。

　その後も引き下がらず、さらに色仕掛けにまで及びそうな雰囲気を感じ取ったため、宮路には興味がないのだときっぱりと言い放った。

「俺には婚約者がいる。俺の心も身体も、そいつにしかやらないよ」

　それを聞いた彼女は目をまん丸にして驚愕し、ようやく攻防を終えたのだ。

　やはり婚約者というのは都合がいい。それは父親の干渉に悩むつぐみにとっても同じはず。

　しかし、彼女は俺とそれ以上の関係を築こうとしているように感じる。改めて健気だなと思うと、心の奥でもどかしさを覚えた。

　心境に変化が現れたのは、ロンドンを経つ数時間前のこと。ブリーフィング前にヒースロー空港の中を歩いていたとき、ひと組の外国人カップルが仲なか睦むつまじくハグしている場面に出くわした。どうやら旅立つ恋人との別れを名残惜しんでいるらしい。

　彼女らしき女性の〝声を聞けるだけで安心するから、ちゃんと連絡してよ〟という内容の英語が聞こえてきて、ふと思い立った。俺もつぐみに電話をしてみようかと。

　ステイ中に仕事の用件以外で誰かに連絡するという意識がなかった俺にとっては、ものすごく珍しいことである。だが、つぐみ本人と話せばもやもやしたものが少しは吹っ切れるのではないかと考えたのだ。

　帰りのフライトに集中するためにも電話しようと決め、スマホをタップした。

『……ふぁい？』

　しばらくして聞こえてきたのは、つぐみの気の抜けた声。眉をひそめる俺の顔がショーウインドウに映る。

「酔ってんのか？」

『ん～ん、寝てただけですよぉ』

　それを聞いて、腕時計を見下ろす。ロンドンは午後二時半、日本は夜の十時半頃だ。いつもならまだ起きているからいいかと思ったのだが、タイミングが悪かったか。

『天澤さんが電話かけてくるなんて、いい夢だなぁ』などと言っているから、どうやら寝ぼけているらしい。ふにゃっと笑っている彼女を想像すると口元が緩んだ。

『どぉしたんですか？』

「……この間、悪かったな。飯作って待っていてくれたのに」

　特に話す内容を考えていなかったが、俺の口からは謝罪の言葉が出ていた。ケンカをした恋人のような気分になってむず痒がゆくなる。

　つぐみは数秒の間を空けて、ぽかんとした調子で呟く。

『天澤さんが謝った……やっぱり夢だ』

「失礼なやつだな」

　一応俺にも良心というものがあるのだと目を据わらせるも、嫌な気分ではない。

　むしろ謝れたおかげで心が軽くなるのを感じていると、つぐみはふふっと愛らしく笑う。

『今度は一緒に食べましょ』

「まあ、気が向いたら」

　曖昧に返したが、それも悪くないかと思い始める。寝ぼけている彼女がこの会話を覚えているかわからないが、帰ったら実行してもいい。

　長話するつもりはなく、彼女もかなり眠そうなので早々と切り上げることにする。「じゃあ、また」と告げて通話を終えようとした、そのとき。

『ちゃんと帰ってきてくださいね、私のところに。ほかの人のところに行っちゃ、嫌……』

　眠る寸前のような、まどろっこしい喋しゃべり方で呟かれた言葉が、不覚にも胸に突き刺さった。

　――ああ、なんで可愛いと思ってしまうんだ。寝ぼけて甘えられただけで。どうしてこの子は、こんなに冷たい俺のために一いち途ずになれる？

　胸が甘くざわめく感覚はいつぶりだろうか。もどかしくて仕方なく、前髪をくしゃりと掻き上げる。

　ずっといてもいいと思えるほど美しいこの街から、早く家に帰りたいと願ってしまうとは。

「……どうかしてるな、お前の顔が見たくなるなんて」

　自分に呆れた調子でひとりごつと、『ほぇ？』とまぬけな声が聞こえた。クスッと笑い、「おやすみ」と言って通話終了のボタンをタップする。

　予想外の心境の変化に戸惑うも、ずっと抱えていたもやもやは消えている。耳に彼女の声の余韻を残したまま、俺はオフィスに向かって足を踏み出した。




　今回の復路は天候に恵まれず、ヒースロー空港を発つのに一時間遅れ、羽田への着陸時もゴーアラウンドする事態になった。

　通常、悪天候のときは機長が操縦する場合が多いが、俺は昇格目前ということもあり、機長が厳しく監督する上で任せてもらえたので感謝している。

　当然、安全を第一に考えて操縦していたが、飛行機を降りて緊張と重圧から解放された瞬間に、頭の中を占めたのはつぐみの顔。フライトの直後に女のことを考えるなんて初めてだ。

　あいつは今日、どの勤務だっただろう。時間が合うなら、電話で話した通り一緒に食事をしようか。

　柄にもない思考を巡らせつつオフィスに向かってターミナルを歩いていたとき、俺は目を見開いた。

　ずっと頭にあった彼女の姿がそこにあるのだから。慣れないことを考えすぎたせいで幻覚を見たのかと思った。

　機長に先に行っていてほしいと告げ、俺の足は勝手に彼女のもとへ進んでいく。そして、ギョッとして逃げ腰になっている彼女を、有無を言わさず抱きしめた。

　皆に見せつけるというのは、半分は口実。もう半分はただ、抱きしめたい衝動に駆られたからだ。

　自分がどんどんおかしくなっていっている気がする。だが、つぐみには調子を狂わされる反面、そばにいるだけでとてつもなく安堵するのだと実感した。

　そのあと、初めてふたりで食事をしに行ったレストランで、つぐみは突然奇妙なことを言い出した。俺の弱音をもっと聞きたいのだと。

　怪かい訝がする俺に、彼女は凛りんとした表情で自分の思いを話し始める。

「天澤さんがつらいときや疲れたとき、私が支えます。愚痴も聞くし、元気がなかったら笑わせてあげるし、話したくないときは黙ってそばにいます」

　どこまでも献身的な彼女に、俺の心は大きく揺さぶられた。そんなふうに言われて、嬉しくない男がいるのか。

　俺はなにもしてあげていないし、彼女が見返りを求めているわけでもなさそうなのに、尽くそうとする理由はなんなのだろう。

「どうしてそこまでできる？　好きでもない男のために」

　単純に疑問に思って聞くと、つぐみは少しだけ思案してから口を開く。

「どうせ死ぬまで一緒なら、ふたりで楽しく生きていきたいから！かな」

　あっけらかんと笑って答える彼女に、俺は肩の力が抜けるのを感じ、自然に笑いがこぼれた。

　彼女はいつもシンプルだ。困ったら素直に助けを求め、結婚するから妻らしくあろうとする。そこには変な思惑も駆け引きもなく、今自分の置かれた状況で幸せに生きていこうとしているだけ。

　あれこれ無粋なことを考えている自分がバカらしくなる。このまま、とりあえず普通に夫婦として過ごしてみてもいいんじゃないか。俺は彼女の父親にさえ会えればいいのだから。

　つぐみに対しては完全な悪になれないと諦めると心が軽くなり、俺も歩み寄ってみようという気持ちが湧いてくるのだった。




　数日後、俺たちは籍を入れてれっきとした夫婦になった。

　大輔から愛まな娘むすめを奪えればよくて、夫婦らしくするつもりなどなかったはずが、あろうことかデートまでしている。それもまんざらでもない自分にほとほと呆れる。

　さらには、つぐみがどんどん可愛く見えてきているから困るのだ。

　ひとつの傘の下、はにかんだ微笑みで名前を呼ばれたときも、夫婦初デートだと浮かれているときも。俺は口から出る素っ気ない言葉とは裏腹に、いちいち胸をくすぐられていた。

　極めつけはプラネタリウムで、漠然とだが、自分たちの子供について話したとき。

　俺は、これまで結婚すら意識してこなかったのだから子供についてはなおさらで、自分が親になるイメージもまるでなかった。しかし夫婦になった以上、放っておける問題ではない。

　つぐみがどう考えているかもわからないが、もし俺たちに子供ができたらと想像すると……わりと幸せかもしれないと思う。

　皆で空港に遊びにいくのも楽しそうだし、俺が父にしてもらったように飛行機に乗せて、いろいろな場所に連れて行ってやりたい。

「もしそうなったら、千里さんが操縦する飛行機に私たちを乗せてくれますか？」

　今まさに考えていたことを問いかけてくるつぐみに、心が穏やかになるのを感じながら「いくらでも」と返すと、彼女も頬をうっすら染めて嬉しそうにする。

　それが無性に愛しく感じ、本能に従って唇を重ねていた。柔らかな唇も、驚いた顔も、彼女のすべてに心を掴まれる感覚に陥った。

　すぐにシートに身体を戻し、ほどなくして始まったプラネタリウムをぼんやりと目に映しながら、自分を叱しっ咤たする。

　なにをやっているんだ俺は……。憎んでいる男の娘にうつつを抜かしている場合ではないのに、余計想いが加速するようなことをするなんて。

　俺がやるべきなのは、大輔に会って心に蓄積した思いを吐き出すことだろう。結婚もそのためだったとつぐみが知ったら、いい加減に愛想を尽かすかもしれない。彼女に溺れるわけにはいかないのだ。

　スカイツリーを出たあと、帰りの車の中で互いの両親について話し、結婚の挨拶という体で大輔に会う意志を固めていた。

　つぐみも俺の父の墓参りに行きたいようだったが、つい強い口調で断ってしまった。彼女の気持ちはとてもありがたいのに、大輔の娘という事実が俺に歯止めをかける。

　厚意を無下にした罪悪感を抱きつつ、つぐみの両親がどんな人かについても尋ねてみた。会う前に、一応大輔の人となりを知っておきたくて。

　当然、つぐみにとっては大切な父親だ。いくら煙たがっていても嫌いなわけではないし、父親が人から恨まれたら悲しいだろう。

　彼女を傷つけたくはないが、大輔への憎い気持ちも消すことができない。矛盾した思いを抱えて葛藤していたとき、ふいにインシデントの話になった。つぐみの口から出たのはおそらく父が起こした事例で、俺は内心ギクリとする。

　しかし彼女は、決して当時のメディアのような偏った見方はしていなかった。

「航空事故は複雑だから、たとえヒューマンエラーが絡んでいたとしても、よっぽど酷いミスでない限り私はその人を責められません。事故なんて起こしたくないのは皆同じだから」

　切実な表情で話すつぐみに深く共感する。あのときも、こういう意見がもっと広まっていれば、少しは状況が変わっていただろうか。

「問題が起こったとき、最前線でその対処をするのはやっぱりパイロットで、そんな大きすぎる責任を負って業務にあたっている千里さんたちを本当に尊敬します」

　彼女に温かな笑顔を向けられ、目頭が熱くなるのを感じた。

　……その言葉も、父に聞かせてやりたかったな。

　俺自身も、尖った心を真綿で包くるまれるような感覚に満たされる。

「……ありがとう」

　俺の口からは、驚くほど優しい声が自然に出ていた。

　大輔とつぐみは、親子ではあっても当然別の人間。彼女が俺と同じ考えを持っていることにほっとして、救われた気分になった。

　同時に、やはり彼女は自分にとってかけがえのない人だと思い知る。これから、彼女の父親に恨みつらみをぶちまけるかもしれないというのに。

　純粋に妻として俺に寄り添おうとしてくれている彼女に対して、罪悪感ばかりが募っていった。




　入籍した数日後には、その事実がすでに様々な方面に広まり始めているようだった。この日が地上勤務だったのもあり、オフィスで顔を合わせると祝福の声をかけてくる人がちらほらいる。

　デスクでパソコンに向かっていると、ひとりのパイロットが近づいてくるのに気づき、内心ため息をつく。

「天澤、結婚おめでとう」

　ぽんと肩を叩いて口角を上げるのは、最もウマの合わない真柴さんだ。と言っても、彼が一方的に敵対視しているだけで、別に俺が嫌っているわけではないのだが。

　噂によれば、三十二歳で機長を目前としている俺が気に食わないらしい。本人だって三十七歳の若さで機長になっているのだから、十分素晴らしい活躍だというのに。

　俺は彼を見上げ、社交辞令の挨拶を返す。

「ありがとうございます。皆、情報早いですね」

「そりゃあ、これまで女の影もなかったエリートコーパイが突然の結婚となればね。社内中に知れ渡るのも時間の問題だろ」

〝エリート〟の単語に嫌みが詰まっているのを感じつつも表情を変えずにいると、真柴さんは含みのある笑みを口元にだけ浮かべて上体を屈める。

「なにか裏があるんじゃないの？　本当に愛してるのか疑わしいんだよなぁ。つぐみちゃん可愛いし、うかうかしてるとほかの男に取られるかもしれないぞ」

　小声で囁かれ、キーボードを打つ手が止まった。

　悔しいが、裏があるのは間違いではない。真柴さんはわりと鋭いのだ。でもそれより、つぐみが可愛いだの取られるだのと言われるのが不快で仕方ない。

　以前、つぐみは航務課の男たちに人気だと妹尾が話しているのをたまたま耳にしたが、そのときも同じ不快感を抱いた。この感情の正体がなんなのか、今はわかる。

　表情がやや険しくなるのを自覚していると、彼は姿勢を戻して表向きの笑顔を作る。

「まあ、とにかくめでたいね。今度、結婚祝いを贈るよ」

「お気遣いなく。ＰＦを担当させていただければ、それで結構です」

　感情がこもっていない棒読みで答えると、真柴さんは一瞬目を丸くした。

　ＰＦというのはパイロットフライングの略で、操縦桿を握る人のこと。

　真柴さんと組んで、俺がＰＦを任されたことは一度もない。おそらく、俺が離着陸の経験を積むのを阻むという、ささやかな嫌がらせなのだろう。器の小さい人だなと呆れるが、俺も今みたいに嫌みで返してしまうからどっちもどっちなのかもしれない。

　彼はぐにゃりと眉を歪め、面白くなさそうに「生意気なヤツ」と吐き捨ててその場を去っていく。

　こういう態度は日常茶飯事なのでたいして気にならないが、先ほどの発言は別だ。頭に残るそれのせいでつぐみがほかの男のものになる様を想像してしまい、軽く頭を振って掻き消した。




　そんなやり取りがあった数日後、俺はスタンバイのため一日家で過ごしていた。夜も簡単に自炊して宮路たちと食事に行っているつぐみの帰りを待っていると、泉から連絡が来た。

　あいつも食事会に参加している上に真柴さんもいるという内容を見て、俺は眉根を寄せる。

「泉のヤツ……もっと早くに連絡しろ」

　時刻は午後八時半を過ぎている。真柴さんもいることなどとっくにわかっていたはずなのに、なぜ今まで黙っていたんだ。

　小さく舌打ちをしつつ、とにかく急いでつぐみを迎えに行こうと車のキーを手に取った。妙に嫌な予感がする。

　聞いていた場所は幸いマンションから近く、十分ほどで到着した。焦燥に駆られながらエレベーターに乗り込みレストランに入ると、ちょうど外のテラスにつぐみの姿を捉える。

　そこには真柴さんもいて、しかも彼女が腰を抱かれているのを把握した瞬間、頭に血が上る感覚に陥った。

　急いでテラスに飛び出し、つぐみを奪う。彼女をしっかりと抱き留める俺を見て、真柴さんは意外そうに目を丸くしていた。

　俺も、自分に対して驚いている。つぐみがほかの男に触れられただけで、こんなに妬ましい感情が湧いてくるなんて。

　真柴さんにだけでなく、一緒に食事していた宮路やその他の男女にも、つぐみは大切な人なのだと誇示しておきたくなった。俺の独占欲はこれほど強いものだったのか。

　感情がコントロールできなくなっていると自覚し始めた俺に、泉は心配そうな声を投げかける。

「もういいんじゃないか、自分の気持ちに正直になっても」

　そのひと言が、心の脆い部分を崩そうとしてくる。泉も気づいているのだ、俺がつぐみへの想いを押し殺していることに。そして、もう過去に固執するのはやめろと言われている気がした。

　俺はどうするべきかという葛藤と、先ほどの嫉妬から来るいら立ちがせめぎ合う。車の中でその片へん鱗りんを露わにし、意地悪く責める俺に対しても、つぐみはきっぱりと言い返してきた。

「千里さん以外の人となんて、考えるだけで嫌です」

　裏を返せば、俺ならいいと言っているようなもの。それはただ、夫だからという義務的な意味なのかもしれない。

　だとしても、つぐみが俺しか受け入れない意思を持っていることに、たまらなく優越を感じてしまう。

「だったら、俺の味をしっかり覚えておけ」

　情欲を掻き立てられ、熱を刻み込むように彼女の唇を奪った。愚かだと、自分に辟へき易えきしながら。

　こんなふうにしていたら彼女を困惑させ、自分も苦しくなるばかりだとわかりきっているのに抑えられない。すべてどうでもよくなるほど、つぐみが欲しい。

　本能に任せて口内で交わっていると、ぐっと胸を押し返された。彼女の上気した頬と潤んだ瞳が艶なまめかしく、切なくて、胸がしめつけられる。

「なんで、こんな……私たち、ただの契約夫婦でしょう」

　今の状況に戸惑っているような声がこぼれ、冷静さを取り戻し始めた俺は淡々と「そうだな」と返した。

　つぐみにとっては理解できないだろう。ドライな契約結婚を望んでいた俺が、なぜ恋人のように独占欲を露わにしてキスをするのかと。

　怯おびえたような目をしていた彼女が表情を歪めていく。

「愛がないなら、もうしないでください！」

　憤りを露わにした声で吐き捨て、彼女は逃げるように助手席から飛び出した。

　案の定、怒らせてしまったか。去っていく背中を目で追い、俺はため息を吐き出しながら運転席のシートに深くもたれる。

「……愛ならあるよ、ここに」

　誰にも届かない声でぽつりと呟いた。

　もう限界だ、ごまかせない。つぐみが誰よりも特別で、すべてを手に入れたい存在になっていることを――。

　俺は本当に、自分の目的を果たせればそれでいいのだろうか。つぐみを愛して、本物の夫婦になるべく努力するほうが大事なんじゃないのか。

　過去の因縁は自分の中で消化できないだろうかと、これまでは考えなかった選択肢で迷い始め、しばらく自問自答し続けていた。










耽溺キャリーオーバー




　……昨夜、旦那様とキスをした。

　普通の夫婦ではそんなの当たり前だろうけど、私たちにとっては当たり前じゃない。異常だ。

　あれからどう接したらいいのかわからず、結局避けるように部屋に閉じこもっていた。彼の唇の熱と扇情的な瞳が頭から離れなくて、よく眠れなかった。

　あんなに濃密で刺激的なキスをしたのに、私たちは愛で結ばれていないなんて。考えるたびにため息が出てしまう。

　今日は私が日勤、千里さんは午後からのフライトなので、顔を合わせないまま家を出た。オフィスに向かうエレベーターに乗り込むときにちょうど美紅さんと会い、冴さえない私の顔を覗き込まれる。

「つぐみちゃん、クマできてるけど大丈夫？　昨日、飲み過ぎた？」

「あ、いや、飲み過ぎてはないです。ただ……」

　美紅さんにも食事会の話はしてあったので、そこに真柴さんも来て千里さんについてあれこれ言われたことを打ち明けた。もちろん、キスの件は伏せておく。

　彼女は「あ～、真柴さんね」と納得したように頷き、苦笑を漏らす。

「天澤さんに嫉妬してるんじゃないかって噂よ。真柴さんは彼くらいの頃、うまくいかなくてプライドへし折られてたみたいだから。ふたりが組むと妙な圧迫感があるから、なるべく長時間のフライトのペアにはならないようにしてるって、スケジューラーの子が言ってたわ」

「そうだったんですか」

　そこまで気を遣われていたとは。仲よくしようよ……と思いつつ、私も口の端を引きつらせた。

　美紅さんは腕を組み、眉をひそめて続ける。

「昇格試験の教官になる機長に、真柴さんが天澤さんの評価を下げるようなことを言ってたら、心証は悪くなっちゃうかもね。まあ、さすがにそこまで大人げないことをする人ではないと思うけど」

　それを聞いて、一抹の不安がよぎる。

　昨日、千里さんがあんなに不機嫌だったのはそのせいもあるのかもしれない。私が真柴さんに言い返してしまったせいで、余計恨まれて千里さんへの風当たりが強くなったらどうしよう。

　悩むことばかりで、浮かない気分のままエレベーターを降りた。美紅さんは食事会の様子をもっと知りたがっていたので、また休憩のときに話すことにする。

　オフィスに入り業務を始めると、プライベートなことは気にしていられない。

　昼頃には小型の旅客機に不具合が起き、滑走路上で停止した。その当該機を駐機場に牽引し、安全確認が終わるまでの間、一時滑走路が閉鎖されることになった。

　こういうイレギュラーが発生すると恐ろしいほど忙しくなる。しかも、今日は部署内に急に欠員が出てしまった。美紅さんがほかのチームのフォローに入らなければならない場面があり、そのときだけ私がオペレーションを任されている。

　いくつものやるべきことを頭で整理しながら、私が担当している飛行機のパイロットに無線で状況を伝える。

「不具合が起きた航空機があり滑走路34Ｌが使用できなくなっているので、上空待機を指示されるかもしれません。現在、五機が待機中です」

『了解しました』

　返答をもらいモニターをチェックしていると、しばらくして別のパイロットから連絡が来た。

『滑走路が使用できるまでまだ時間がかかるようなら、燃料が残り少ないので成田へダイバートしたいのですが、あちらの状況はどうですか？』

「確認しますので少々お待ちください」

　目的地の天候や滑走路の状態を伝えるのもオペレーションの仕事。しかし、成田空港の天候を確認しようとすると、新たに『風の状況を教えてください』と無線が入る。

　だんだん混乱してきて、落ち着いて考えなければいけないとわかっていても焦ってしまう。いつもならもっとスムーズにできるはずなのに、なんだか今日はうまくいかない。

　あくせくしながら対処すること数十分、担当の航空機からパイロットのやや固い声色が聞こえてくる。

『先ほど天候は問題ないとお聞きしましたが、一万八千フィートで激しい揺れに遭遇しました。飛行には問題ありませんが、不具合が発生しているので着陸後に点検をお願いします』

　それを聞いた瞬間、身体が硬直して血の気が引いた。

　天候に問題ないと伝えたのは間違いなく私。天気図を見ているだけではわからない突発的な強風が発生したのだろうが、そういった新しい情報は各空港や飛行中のパイロットから逐一届いている。それを見逃してしまったのも私だ。

　相手には見えないのに勢いよく頭を下げ、「申し訳ありません！　整備に伝えます」と必死に謝った。

　私の様子に気づいたらしく、別の業務にあたっていた美紅さんが真剣な面持ちで駆け寄る。

「なにか問題があった？」

「激しい揺れに遭って不具合が起こったと連絡が……。私がしっかり情報共有できていなかったんです。すみません」

　今の無線が入る前に、他機から情報が入っていた可能性はある。それをきちんと聞いていたら、揺れを避ける高度やルートをアドバイスできていたのに。

　激しく後悔する私に、美紅さんは固い表情で頷いてすぐにモニターをチェックする。

「わかった。後続機には私が伝えるから、つぐみちゃんは整備に連絡してくれる？」

「はい」

　反省するのはあとだ。今はとにかく、これ以上の影響が出るのを防がなければ。

　少しだけでも気を落ち着かせようと一度深呼吸をして、受話器を手に取った。




「申し訳ありませんでした！」

　普段通りの状況に戻った頃、オペレーション部の部長に報告してお叱りを受けたあと、私は美紅さんに向かって深々と頭を下げた。教育係である彼女まで怒られてしまったのだ、申し訳なくて仕方ない。

　彼女は苦笑を漏らし、「任せっきりにしちゃった私も悪かったから、気にしないで」と私を元気づけるように明るく言う。

「無線って忙しいと聞き逃しちゃうのよね。私も何回か経験あるよ。今回は大事にならなかったけど、十分気をつけてね」

　私は猛省しながら「はい」と返事をした。昨夜のことで集中力が散漫になっていたのかもしれない。自分の至らなさに嫌気がさして、とことん落ち込む。

　肩を落とし、うなだれてデスクに向かって歩いていた、そのとき。

「よかったな、インシデントにならなくて」

　ふいに冷たい声が聞こえ、私はびくりと肩を震わせた。恐る恐る目線を上げると、そこにいたのはやはり制服姿の千里さんだ。

　ブリーフィングをしにやってきたのだろう。すでに私のミスについても知っているらしい。

　昨夜以来初めてまともに顔を合わせたが、気まずさなどどこかへ吹っ飛んでいる。今はただ、恐怖や不甲斐なさで一杯で委縮してしまう。

「お前が担当してた航空機、数秒とはいえ急降下したんだろ。条件次第では大事故に繋がっていたかもしれない。数百人の命が危険にさらされたも同然だ」

　――重いひと言と厳しい目線が突き刺さり、一瞬息ができなくなるほどのダメージを受けた。

　彼の言うことはもっともで、私のせいで皆を危険な目に遭わせたのだと実感し、頭がぐらぐらしてくる。

「天澤さん……！　今回のことは私の責任でもありますし、つぐみちゃんもちゃんとわかっていますよ」

　美紅さんが慌ててフォローしてくれるけれど、彼の峻しゅん厳げんな表情は変わらない。

「お前はなんのためにここにいる？　一瞬の気の緩みが命取りになるのは、パイロットや管制官だけじゃないぞ」

　抑揚のない声が、私の胸に重くのしかかった。千里さんは顔を背け、ブリーフィングを行うテーブルへと向かっていく。

　……きっと失望されてしまった。最初からたいして期待はされていないだろうけど、ここまで自分の未熟さを露呈したくはなかった。

　じわりと涙が滲み目線を下に落としていると、美紅さんのため息が聞こえてくる。

「もう、本当にドＳ。奥さんにくらいもうちょっと優しくしてよね」

　不満げに口を尖らせて文句を言い、私の肩にぽんっと手を置く。静かに見上げると、彼女は慰めるように眉を下げて微笑んでいた。

「同じミスを二度としないように気をつければいいのよ。落ち着いて、ひとつずつ確実に対処していきましょ」

　私を励ましてくれる美紅さんに無理やり口角を上げて頷くけれど、それは数秒しかもたず、表情はすぐに暗くなっていった。

　美紅さんはフライトプランを手にして、千里さんたちとのブリーフィングに向かう。すっかり意気消沈してしまった私はこのままではダメだと思い、一度オフィスを出ることにした。

　お手洗いに行って、鏡に映る泣きそうな自分を叱咤し、少しだけ外の飛行機を眺めて気を落ち着かせてからオフィスに戻る。ドアを開けて中に入ったところ、ブリーフィングを終えた千里さんと機長がこちらに向かってきていた。

　胸が苦しくなりつつ、機長に挨拶をする。続いてやってくる千里さんとは、合わせる顔がなく俯きがちにただ会釈をしようとした。しかし……。

「つぐみ」

　すれ違いざまに呼ばれ、ドキリとする。

「気持ちを切り替えろ。飛行機、一緒に飛ばすんだろ？」

　先ほどよりも若干柔らかくなった声にはっとして顔を上げると、彼の厳しい表情の中にかすかな信頼が見えた気がした。

　……ああ、失望されたわけではないのかもしれない。さっきのきつい言葉は、私が二度とミスをしないよう彼なりに戒めてくれたのだと、今さらながら理解する。

　再び緩みそうになる涙腺を引きしめ、「はい」としっかり返事をする。それを見届けた千里さんは、もうなにも言わずにオフィスを出ていった。

　今日はこのあと、千里さんが乗るシンガポール行きの便のオペレーションを担当する。美紅さんは「大丈夫、これで挽ばん回かいしよ！」と心強い声をかけてくれたので、気合いを入れ直す。

　千里さんがくれた言葉も噛みしめ、意を決して業務を再開した。

　午後四時、シンガポール行きの便は無事離陸したが、しばらくして彼らが向かう先で雷が発生している情報を捉えた。雲がどの方向に流れているかを予測し、無線を手にする。

　呼びかけるとすぐに反応が返ってくる。この声や話し方は千里さんだと、今では完璧にわかるようになった。

　緊張しながらも、落ち着いて情報を確実に伝えていく。

「台湾の上空に雷雲が発生しています。飛行ルートにやや被かぶっていますが、おそらく一時間後には通り過ぎているはずです」

『了解しました。新しい情報が入ったらまた教えてください』

「わかりました」

　ひと通りのやり取りを終え、重要なことはすべて伝えたのを確認してほっと胸を撫で下ろす。通信を終えようとした直後、『それと』と続けられたので、今度こそ情報を聞き逃すまいと耳を澄ませた。

『ハッピーバースデー』

　――聞こえてきたのは、まったく予期していなかったひと言。

　私はまたしても思考停止状態に陥り「……え？」としか返事ができず、無線を切られてもしばらく固まっていた。




　午後七時、夕飯の食材を適当に買ってマンションに帰宅した。ひとりきりの部屋は、やっぱり物寂しい。

　明かりを点つけておもむろにリビングに向かいながら、千里さんとの無線のやり取りを思い返す。

　無線が切られたあと、呆然としたままデスクに置いてある卓上カレンダーに目を向け、日にちを確認した。今日は八月十三日、私の二十五歳の誕生日だ。

　私自身すっかり忘れていたのに、まさか千里さんが覚えていたなんて。教えたことはないから、おそらく婚姻届を見て知っていたのだろう。

　あれは幻聴だろうかと疑いたくなりつつリビングにやってくると、ローテーブルの上になにかがあるのに気づく。

　リボンのついた、小さな白い箱。わかりやすく置かれたそれを見てドキンと胸が鳴り、テーブルの前にひざまずく。震える手で箱を開いた瞬間、今日一日我慢していた涙が一気に溢れた。

　現れたのは、緩い曲線を描くプラチナのリングに、小粒のダイヤが光り輝く指輪。

　フライトで会えないから、ここに置いていったのだろうとわかる。千里さんからの、ぶっきらぼうなプレゼントだ。まるで落ち込んだ私を慰めるみたいに。

「結婚指輪なんて、興味なさそうだったくせに……」

　スカイツリーでデートしたとき、買いそうな気配はまったくなかったじゃない。いつの間に用意していたの？

　ただの契約妻でしかない私に、どうしてこんな――。

「こんなに、好きにさせないでよ……」

　もう認めざるを得ないほど想いが大きくなっていて、指輪を胸に抱いてぽろぽろと涙をこぼした。

　この先、私たちの関係がどうなるのかわからないけれど、きっとこれだけは変わらない。

　私は、千里さんが好きだ。




　翌日の夜、千里さんが忙しくないだろう時間を見計らって電話をした。普段はしないけれど、さすがに指輪のお礼は早く言っておきたくて。

　キスをしたことやミスを咎とがめられた気まずさはもちろん消えていないものの、今なら普通に話せそうだと思った。ところが……。

「どういうつもりですか？　あの指輪」

　千里さんが出た途端、照れ隠しのつもりがなぜかケンカ腰になってしまった。

　可愛げがないな！と自分にツッコんでソファに背をもたせかけるも、彼は特に気にしていない様子で説明する。

『スカイツリーに行ったときに、そういえば必要かと思って。誕生日も近いし、一石二鳥だなと』

「なんか失礼ですね」

　あけっぴろげな発言に、私の口元が歪んだ。

　一石二鳥と言われると、雑に扱われている感が否めない……。まあ、面倒臭がりの千里さんらしいか。誕生日を覚えていてくれただけで嬉しいしね。

「無線もびっくりしましたよ」

『ああ……オフィスで言いそびれたから。あのあと機長に散々冷やかされたけど』

　その場面を想像するとほっこりして、クスクスと笑いがこぼれた。

　普通に話せていることにもほっとしつつ、指輪を嵌めてみた左手を掲げて眺める。

　サイズはぴったりで、女性らしい上品なデザインも好みど真ん中だ。スカイツリーで話したときはただの意地悪だとしか思っていなかったけれど、さりげなく指輪のサイズを聞き出していたのはあっぱれだ。

　結婚に必要なものだったからとはいえ、千里さんが私のために内緒で用意してくれていたなんて、とっても幸せな気分になる。

「こんなに素敵なものを、ありがとうございます。嬉しい、すごく」

　自然に頬が緩んで、心からの声をこぼした。千里さんからの初めてのプレゼント、ずっとずっと大切にする。

　きゅっと握った左手を胸に引き寄せて喜びに浸っていると、しばらくして『つぐみ』と呼ばれた。

『帰ったら、話したいことがある』

「えっ……？」

　先ほどとは違う真剣な口調で告げられ、華やいでいた胸が急にざわめき出す。

　話したいこと？　一体なんだろう、そんなに改まって。声色から察するに、大事な内容っぽいけれど……まさかこの間のキスの理由、とか？

　急にまた怖くなってきて深く聞くのがためらわれ、「わかりました」としか答えられなかった。

　彼が帰ってくるのは二日後の夜。それまでまた悶々としてしまいそうだ。




　千里さんの話がなんなのか気になって仕方ないが、なにがあろうと仕事でのミスは二度と許されない。しっかり気を引きしめようと心に誓って業務にあたり、彼がいない二日間は問題なく終えられた。

　午後五時半にオフィスを出てエレベーターに乗ろうとしたものの、たまたま混み合っていたので階段で下りることにする。

　四十分ほど前に無事シンガポールからの便が到着したので、千里さんもそろそろデブリーフィングを終える頃だろう。夕飯は一緒に食べられそうだ。

　なにを作ろうかと考えながら階段を下りていたとき、二階の踊り場で話している男女に気づき、私はぴたりと足を止めた。制服姿のふたりを見て息を呑む。

　千里さんと、玲香さんだ。

　なにやら物々しい雰囲気を感じる。咄嗟に身をひそめてふたりの様子を窺うと、玲香さんが真剣な面持ちで口を開く。

「あの、どうしても天澤さんに確認したいことが」

「なに？」

　なんだ、仕事の用件か。と、ほっとしたのはつかの間だった。

「単刀直入にお聞きしますが……つぐみちゃんとの結婚には、なにか裏があるんじゃないですか？」

　追及するような玲香さんの言葉に、私はギクリとした。

　裏……はある。私たちはお互いの利益のために結婚した契約夫婦なのだから。どうしてそれに気づいたのだろう。そして、千里さんはどう返すのだろうか。

　ハラハラしていると、千里さんは表情を変えずに素っ気なく言う。

「仕事に関係ない質問は受けつけない」

「私はあなたが好きなんです。はっきりさせなければ、またステイ中に押しかけるかもしれませんよ。そうなったら仕事にも関わるでしょう」

　聞き捨てならない言葉が響き、私の心臓がドクンと重い音を奏でた。

　玲香さん、諦めたんじゃなかったの？　でも、告白にしては甘さが足りないというか、どこか挑発的にすら感じる声色だった。

　なんとなく違和感を覚えていると、千里さんははぐらかすのは諦めたらしく、ため息を漏らして口を開く。

「どうして裏があるなんて思うんだ？」

「なんとなく……女の勘で。柊ちゃんを見ていておかしいなって感じたんです。あの人、天澤さんとつぐみちゃんを異様に気にしているので、単なる恋愛結婚ではないんじゃないかと」

　玲香さん、鋭い。確かに、以前から泉さんは私たちの事情を知っていて気にかけてくれていたし、なぜそこまで心配するのかと疑うかもしれない。この間の食事会でそう感じたのだろうか。

　黙っている千里さんに、玲香さんはまっすぐ向き合って淀よどみのない声を投げる。

「もし、ふたりの間に愛がないなら別れるべきです。お互い、幸せになれる最適な相手がほかにいるはずですから」

　きっぱりと告げられた言葉で、私の胸も揺さぶられる。

　彼女のように思うのが普通だし、私だけが好きでいたって幸せになれないとわかっている。それでも、離れたくないのが正直な気持ち。

　千里さんはどう返すのだろう。注目していると、彼の口がおもむろに動く。

「心配しなくても、終わりにしようと思っていたところだ。帰ったらつぐみと話す」

　――冷たく重々しい声が、私の胸に深く沈み込んだ。

　終わりにする……この結婚生活を？　千里さんの話ってそのこと？

　離婚はしないって約束したのに、どうして。指輪もくれたばかりじゃない。私との生活が苦になってしまったの？　……嫌だ、考えたくない。

　耳が勝手にシャットアウトしたかのごとく、もう彼らの会話は入ってこなくなった。私は逃げるように階段を駆け上がり、人がいなくなったエレベーターから再び下りる。

　そこからは放心状態で、気がついたらマンションの前に着いていた。

　彼も帰ってきたら、別れ話を切り出されるかもしれない。そう思うと部屋に入るのがためらわれ、エントランスから続いている庭園のほうにふらふらと逸れた。

　まだ涼しさを感じないぬるい風がまとわりつく中ベンチに座り、混乱する脳内をなんとか整理しようとする。しかし頭はうまく回らなくて、ただただぼうっとしていると、人がいる気配がしてエントランスのほうに顔を向けた。

「つぐみさん？」

「泉さん……」

　小首をかしげてこちらを見ていたのは、仕事終わりらしき泉さんだ。私を見つけ、眼鏡の奥の瞳が柔らかく細められた。

「やっぱりそうだ。どうしたの？　こんなところで……」

　穏やかに微笑んでこちらに歩み寄る彼は、近くまで来て目を見張った。おそらく、私がひどく浮かない顔をしていたからだろう。

　泉さんは心配そうな表情に変わり、「なにかあった？」と優しく声をかけてくれる。おかげで気が緩み、想いが口からこぼれ出す。

「……私は、うまくやっていけそうな気がしていたんです。愛し合っている夫婦じゃなくても、特別な関係が築けたらそれでもいいんじゃないかって」

　千里さんは尊敬するパイロットであり、私を助けてくれた恩人であり、からかわれたり叱られたりもするけれど、一緒にいて楽しい人。愛がなくても、これで十分じゃないかと思っていた。

　彼が私を妻として扱おうとしてくれていたのも伝わっている。

「千里さん、私の誕生日を覚えていたんですよ。内緒で指輪を買っていてプレゼントしてくれたんです。あの人がそんなことをするとは思わなかったから、すごく嬉しくて……もう、涙が出るくらい嬉しくて」

　つい三日前のことを思い出し、瞳に熱いものが込み上げてくる。あのときは、これからもっと千里さんの妻らしくなれると思ったのに。

「でも、彼はこの関係を終わりにしようとしているみたいです。指輪も深い意味はないのかも。心変わりする前に買っちゃったからくれただけ、みたいな」

　虚しい笑いがこぼれた。どんどん切なくなってきて、視界が滲んでいく。

「死ぬまで離れられないって契約だったはずなのにな……。私、こんなに好きになっちゃったのに」

　想いを吐露した瞬間、一気に涙が溢れてきた。堪えきれず、ぼろぼろと落ちる雫が頬を伝う。

　肩を震わせて嗚お咽えつを漏らしていると、ふいに視界が暗くなり、身体を包まれる感覚がした。

　泉さんが私を抱きしめている。その衝撃で一瞬涙が止まり、温かな胸の中で目を見開く。

「い、泉さ……」

「つぐみさん、泣かないで。あなたを奪いたくなってしまうから」

　硬直する私の耳元で、感情をなんとか抑えているような声が響いた。まさか、と動揺する。

「僕は、最初はあなたに同情していた。生活のためとはいえ、千里の思惑が絡んだ結婚をすることになったのは気の毒なように思えて」

　千里さんの思惑？　その部分が引っかかり、胸がざわめく。

　泉さんと千里さんだけが理解し合っている〝なにか〟があることには気づいていた。千里さんが結婚を決めた理由に、それが秘められているのだろうか。

　やはり彼はなにかを隠しているのだと知って苦しくなりつつ、泉さんが続ける言葉に耳を傾ける。

「だから心配していたんだけど……少し気にしすぎてしまったかな。千里とのことで一喜一憂しているつぐみさんを見ていると、あいつが羨ましくなったよ。あなたにこんなに想われているなんて」

　切なさが入り交じる声を紡がれ、複雑な心境で一杯になった。泉さんはずっと、単純な厚意で気にかけてくれているのだと思っていたから。

　彼はゆっくり身体を離し、憂いを帯びた瞳で私を見下ろして微笑む。

「たぶん千里は、つぐみさんを大切に想っているはずなんだ。ふたりの気持ちをさらけ出してよく話し合えば、きっとお互いが納得する結論を出せるよ」

　今もなお私たちの仲を取り持とうとしてくれる彼に、胸がじんとした。本当に、話し合えばこれからも一緒にいられるのだろうか。

　潤む瞳で泉さんを見上げていると、彼の指が私の濡れた頬に触れようとする。そのとき、地面を踏みしめるかすかな音が聞こえた。

「……つぐみ？」

　聞き慣れた男性の声が耳に届き、心臓がぎゅっと縮んだ気がした。泉さんの斜め後方に向けた私の視線が、その姿を捉える。

「千里さん……！」

　はっとして呟いた直後、彼はその場に荷物を置いたままこちらに近づいてきて、泉さんの肩を荒っぽく掴んで引き離した。真柴さんとの一件のとき以上に険しい顔をしていて、背中に冷や汗が伝う。

「どういうつもりだ、泉」

「見ての通りだよ。彼女がつらそうだったから放っておけなくてね」

　ずれた眼鏡を押し上げる泉さんはこの状況下でも冷静で、挑発的な視線を向けている。千里さんは鋭さを増した瞳で彼を睨む。

「人のものに手を出すなら、俺の目の前でやってみせろ」

　彼がこれまでにないほどの怒りに満ちているのは明らかだ。私はたまらず立ち上がり、険悪な雰囲気になってしまったふたりの間に入る。

「待って、千里さん！　泉さんはなにも――」

「つぐみ」

　憤りを抑えた低い声で遮られ、びくりと肩が震えた。千里さんは苦しさを交じらせた瞳で私を見つめる。

「お前が泣いたのは俺のせいか？」

「っ、それは……」

　しまった、まだ頬が濡れていた。どう答えようかと逡巡したものの、泉さんが代わりに「そうだよ」と告げる。

「千里がつぐみさんとの関係を終わらせようとしているみたいだから」

　それを聞いた千里さんは、はっとした面持ちに変わる。

　私は決まりが悪くなって咄嗟に顔を逸らすも、彼の手がそれを阻んだ。私の顔を自分のほうに向け、両手で頬を包んで涙の跡を拭う。その仕草は、思いのほか優しい。

「なら、この涙まで俺のものだ。俺たちはまだ夫婦だろ」

〝まだ夫婦〟……それはすぐそこまで近づいた終わりを意味しているようでもあり、どうにかすれば終わるのを避けられる可能性があるようにも感じられた。

　どうか後者であってほしい。そう願っていると、静観していた泉さんが小さく息を吐き出す。

「……千里がそこまで独占欲が強かったとはね」

　張り詰めたものがなくなった声を紡ぐ彼に、私たちは同時に目をやる。

「ずっと意地張って、自分の本心に嘘をつき続けていたらどうしようかと思ったけど、いいものを見させてもらったよ」

　泉さんの表情には、してやったりというような笑みが浮かんでいた。もしや、千里さんの本心とやらを引き出すためにあえて挑発したのだろうか。

　千里さんも気づいたらしく呆れた目つきに変わっているものの、不機嫌さは消えていない。「見物料、あとで払えよ」とぼそっと呟き、私の手を引いてエントランスへと足早に向かった。

　部屋に入ったら話し合いをしなきゃ。千里さんはなにを隠していて、私とのこれからについてどう考えているのか。すべてを明らかにしたい。

　そうするつもり、だったのに。

「ぁ、待って……んっ」

　玄関のドアを閉めた直後、荒々しいキスが降ってきて話し合いどころではなくなっていた。

　想いを自覚したあとでこんなふうにされたら、恋心がさらに加速してしまう。彼の唇に翻弄されそうになるも、なんとか胸を押し返す。

　呼吸を乱しながら、眉を下げて本当に困るのだと訴える。

「言ったじゃないですか、愛がないならやめてって――」

「あるよ」

　空耳かと疑う三文字が聞こえ、私はこれでもかと目を見開いた。

　ある……って言ったの？　本当に？

　真剣な眼差しに射い貫ぬかれ、胸の奥でドクンと大きな音が鳴った。次の瞬間、彼は私を軽々と抱き上げて廊下を進んでいく。

　連れてこられたのは千里さんの部屋。初めてこのマンションに来たとき以来のベッドに下ろされ、私と覆い被さる彼の重みでマットが沈んだ。

　シーツに私の両手が縫いつけられ、心臓が壊れそうなほど激しく脈打つ。

「愛があるかどうか、これから全身で確かめろ。嫌なら振り解ほどけ」

　前髪が垂れる彼から、情欲が溢れ出している。押さえられている手の力は至極軽いものなので、簡単に振り解けるだろう。

　でも、そんなことできるわけない。彼からの愛を確かめずに逃げるなんて。

「ほんと、ずるい……」

　力ない声がぽつりとこぼれた。私に抵抗する気がないと悟ったであろう千里さんは、ゆっくり顔を近づけ、今度は愛めでるように唇を重ねる。

　淫らな水音を立てて舌を絡ませるうちに、彼は私の髪を撫で、私は彼の首に手を回していた。

　もう今は、難しいことは考えられない。ただただ、彼の愛が欲しい。

　邪魔になった衣服は取り払われ、千里さんの熱い唇が首筋から胸へと下りていく。暴かれた素肌を彼に味わわれるなんて、恥ずかしすぎて朦もう朧ろうとしてくる。惜しみなくさらされる、彼の鍛えられた肉体を目に映すのすら背徳感を覚えた。

「意外と綺麗だな、身体」

「『意外と』が余計……！」

　柔らかな膨らみを弄いじりながらどこか満足げに言う彼に、私は手の甲で顔を隠しつつ文句を返した。とはいえ、褒められるのは単純に嬉しい。

「俺以外に見せたやつはいるのか？」

「……ひ、ひとりだけ」

　あまり深く考えられなくて正直に答えると、千里さんの表情がすっと冷ややかに変わってギクリとする。

「そいつの存在は今すぐ記憶から消せ。俺以外の男なんか知らなくていい」

　究極の独占欲を露わにされ、胸がきゅうっとしめつけられた。心配しなくても、元カレの記憶なんて顔も声も思い出せないくらい薄くなっているのに。

「そんなのもう忘れ――んあっ」

　胸の先端を口に含まれ、我慢できずはしたない声が漏れた。硬くなった蕾つぼみを舌で転がされ、甘噛みされて、感じたことのない悦よろこびに全身が震える。

　身をよじって快感を堪えていると、千里さんは少し顔を上げ、いたずらな視線で羞恥心を煽ってくる。

「腰、動いてる。待てない？」

「違っ……！」

　ふるふると首を横に振るも、彼は含みのある笑みを浮かべてさらに攻め立て始めた。すでに溢れている蜜を舐なめ取られ、指で掻き回されて、わけがわからなくなってくる。

「ダメ、もう、お願い」

　泣きそうな声で喘あえぎながら支離滅裂な言葉を発し、足の間に顔を埋うずめている彼に手を伸ばす。やめてほしいわけでもないのに、身体が勝手に制そうとしてしまう。

　千里さんは口元を拭うと私の手に指を絡ませ、再び私の上に覆い被さってきた。その顔に、色気に満ちた笑みを湛えて。

「ダメなんて言われても、可愛いから逆効果」

　この人、本当に千里さん？　可愛いだなんて言うような人だっけ。

　胸がきゅんと鳴いた直後、彼自身の熱が私の中に割り入ってきて、甘い刺激が全身を駆け巡った。吐息交じりの余裕のない声で「つぐみ」と呼ばれるたび、たまらない気持ちになる。

「す、き」

　奥深くでひとつになった瞬間、私の口からその想いが自然にこぼれていた。

　千里さんは一瞬驚いた表情を見せたあと、愛おしそうに目を細める。しかし嬉しそうな表情とは裏腹に、ゆるゆると腰を動かしながら意地悪な言葉を返す。

「聞こえない」

「……好き」

「もっと」

　要求をするごとに律動が激しくなり、私は息を荒らげながらうわ言のように好きだと口にした。それを何度も繰り返す。

　絶対聞こえているくせに。私だって、あなたからの愛を確かめたいのに。

「ねえ……っ、千里さんも、教えて」

「わからないか？　こんなにお前の奥深くにいるのに」

　我慢ならなくて催促しても、彼は不敵な笑みを湛えてはぐらかす。

　身体を繋げているだけじゃ不安なの。あなたの正真正銘の妻になりたいから、ちゃんと言葉にしてほしい。

　心の中ではそう訴えながら、唇は彼の言いなりに動く。

「千、里さ……好き……っ、好き」

　快感が最高潮に達するその瞬間まで、私は夢中で自分の想いを伝えた。

　やがて身体が痙けい攣れんする感覚と、お腹の奥で脈打つ感覚を同時に覚えたとき、彼は思いきり私を抱きしめる。

「俺も――愛してる」

　耳元で囁かれた言葉が、朦朧とした脳内に響く。待ち望んだ幸せが一杯に広がって、涙が溢れた。




　――目が覚めると、カーテンの隙間から差し込む明かりで、すでに日が高く昇っているのがわかる。今日が休みでよかった。

　でも、まだ起きたくない。シーツは乱れて衣服が散乱しているだろうし、そんなまざまざと残っている情事の痕跡よりも、初めて見る愛しい人の寝顔を見ていたい。

　昨夜はあれから、お互い話し合うのを拒むように限界まで抱き合った。繋がっていた部分に少し違和感があるけれど、最中に痛みはまったく感じなくて、むしろ快感で溶けてしまいそうだった。

　セックスがあんなに気持ちよくて幸せな行為だったなんて知らなかった。本気の愛情が潤滑油になるのかな。

　そんなふうにぼんやり思いつつ、少し乱れた髪がかかる綺麗な顔を見つめていると、彼のまつ毛がぴくりと震える。

　うっすら開く双眼に自分が映るだけで、鼓動がうるさくなる。その瞳は普段からは想像できないほど無防備で、優しくて、私の口元が自然に緩む。

「おはようござ……」

　挨拶をしようとしたのもつかの間、手が伸びてきて頭を寄せられ、ちゅっと口づけられた。

　……千里さんが〝おはようのキス〟をするのも意外。ぽっと頬を染めつつ、昨日から別人のように甘い彼に照れ隠しで問いかける。

「寝ぼけてます？」

「誰かさんと一緒にするな」

　口を開けば茶化されるけれど、気だるげな掠れた声がセクシーで子宮の奥が反応してしまう。私の身体はすっかり淫らにされたらしい。

　昨夜の情事を思い出して悶えたくなっていると、逞しい腕に抱き寄せられる。それだけで彼の気持ちが伝わってくる気がして、私も胸にすり寄った。

　千里さんにもちゃんと私への愛がある。それは抱き合って確かめられたし、今も感じている。

　だから今度は、愛があるのになぜ彼が終わりにしようとしているのかを確かめなくては。いつまでも後回しにはしていられない。

「……いい加減に起きるか。こうしてるとまた抱き潰したくなるから」

　千里さんも同じことを考えていたらしく、名残惜しそうに言って私の額に軽くキスをした。




　お互いシャワーを浴びてリビングに向かったときには、午前十時を過ぎていた。昨日からなにも食べずに快楽を貪っていたので、ひとまず簡単なものを作ってブランチにする。

　夢見心地でいられるのはここまで。これから現実と向き合わなければならない。

　――食事を終え、重そうな口を開いた千里さんから語られたのは、微み塵じんも予想しなかった事実。

　意を決して聞いていたのに、頭を殴られたようなショックを受けた。

「私のお父さんが……？」

　誤った記事を書いたことがきっかけで、千里さんのお父様が非難されて業務にまで支障をきたし、それきり空を飛べないまま亡くなってしまった。

　それに対して父はなんの謝罪もしていない。千里さんが恨みを持っても仕方ないと思えた。

　この間私がミスをしたときも、ヒューマンエラーを起こした場合に周りからどれだけ責められるかをわかっていたから、二度とそうならないようにあえてきつい言葉をかけたのかもしれない。

　千里さんが抱えていたものを知って愕然とする私に、彼は暗あん澹たんたる面持ちで打ち明ける。

「つぐみとの結婚を決めた理由のひとつは、お前があの記者の娘だったからだ。彼に会って、あのとき父がどんな目に遭ったかわからせてやりたかったし、彼の大切なものを奪ってやりたかった」

　ああ、だから父に挨拶をしなきゃいけないと話したとき、迷わず『会う』と即答したのか。

　結婚を決めたのも、なにか別の理由があるんじゃないかと最初は疑っていた。まさかそれが、父への恨みからくるものだったなんて。

「利用して本当に悪かった」

　潔く頭を下げる彼に、私は慌てて首を横に振る。

「いえ、私だって自分のために結婚を受け入れたので……千里さんがなにかを隠しているのは気づいていたし」

　私たちはそれぞれに都合のいい理由があったのだからお互い様だ。決して騙されたわけでもない。ただ、父が絡んでいたことがショックなだけ。

　しかし、まつ毛を伏せる彼の顔が苦しげに歪む。

「大事な娘が愛のない結婚をすれば、父親としては苦痛だろうとも思った。なのに……妻としてひたむきに向き合おうとするお前が、いつの間にか俺にとっての大切な人になっていた」

　ほんの少し優しい声色に変わり、胸が切なくしめつけられる。鼻の奥がツンとして痛い。

「初めて食事したときも、デートのときも、素直に愛しいと思ったよ。お前を悲しませたくないし、恨みなんて捨てようとした。真実は秘密にしたまま、自分の中で呑み込んでしまえばいいって何度も考えた」

「千里さん……」

「でも、どうしても消化できそうにないんだ。この気持ちのまま夫婦生活を続けてもしこりは残るだろうし、やっぱり親おや父じさんに会ってけじめをつけなきゃいけないと思ってる」

　視線を上げる彼は、意思を固めた様子だ。

「今はただ、心からの謝罪の言葉がもらえたらそれで納得できると思う。でも、彼の出方次第ではもっとこじれる可能性もある。万が一、そうなった場合は――」

　そこで一旦区切られたとき、私は次に続く言葉がなんなのか察し、咄嗟に口を開く。

「嫌です。別れたくない」

　震える声を放つと、千里さんは少しの驚きを含んだ瞳で私を見つめる。

　昨日、彼が玲香さんに言っていた『終わりにする』の意味はこれだったんじゃないだろうか。父との関係が修復できなかった場合、これ以上私を巻き込まないために離れるつもりなのかもしれない。だけどそんなの、簡単には受け入れられない。

　どうしようもない不安と寂しさに襲われて俯く私に、柔らかな声が投げかけられる。

「早まるなよ。俺もつぐみを手放す気はない」

　そのひと言に救われる気持ちで目線を上げた。真剣な表情の千里さんは、「ただ」と重々しい声色に変えて続ける。

「和解できなかったら、つぐみもつらくなるんじゃないか？　お前の家族を愛せない男が、このまま家族でいるんだぞ」

　その問いかけは否定できなかった。

　もちろん、自分の家族と愛する人の仲は円満であるのが一番だし、私も千里さんの家族と仲よくしたいと思う。きっと彼も同じように考えているからこそ悩んでいるのだろう。

　もしも父が自分に非があると認めなかったり、千里さんが父を許せなかったりしたら、私たちは心から幸せにはなれないかもしれない。やっと愛し合えたのに――。

　彼がくれた『愛してる』のひと言が、繰り返し頭の中に流れる。心も身体も結ばれたのに不安は残ったままで、やりきれない気持ちで一杯だった。










葛藤テイクオーバー




　つぐみにすべてを話した翌日の午後七時、俺は仕事終わりの泉といつものバーラウンジにいた。彼女は遅番なので、まだまだ帰ってはこない。

　薄暗くシックな雰囲気のカウンター席に座って、ジントニックを口に運びながらつぐみに打ち明けたことを話した。泉もグラスを傾けつつ小さく頷く。

「夫婦関係の行く末は、例の件が解決するかどうかに懸かっているわけか。確かに、結婚って当人同士だけの問題じゃないから難しいよな」

　泉が共感してくれて、少しだけ救われた気分になる。

　車の中でキスをして、自分の想いを押し殺すのは限界だと悟ったあの日以来、どうするべきか葛藤していた。その結果、今さらだがつぐみに対して少しでも誠実であるには、やはり自分が隠しているものをすべてさらすべきではないかと思い至った。

　父の件とそれに絡んだ目的も、つぐみを愛していることも全部明かした上で、彼女が受け入れてくれるなら大輔に会ってけじめをつけようと。

　もちろん、別れたいなどとは思っていない。先日、宮路に呼び出されて話をしたときに『終わりにしようと思ってる』と言ったのは、契約の上に成り立った関係を終わらせるという意味だ。

『俺たちは互いの利益が一致した契約結婚だったが、そんな関係はもうやめることにした。本物の夫婦になりたいと願うくらい、あいつを本気で愛したから』

　続けてはっきり告げると、宮路は一度大きく目を見開いたあと、観念したようにまつ毛を伏せたのだった。

　なんの思惑もない、ただの〝愛し合っている夫婦〟になりたい。俺たちの想いが同じであることも確認した。あとは、自分の中のしこりを取り除くだけ。

　つぐみの両親に挨拶をすると決めた日は四日後。和解するよう努めるつもりだが、実際に会って大輔に対する自分の気持ちがどう転ぶかは正直わからない。

　解決しなかった場合、つぐみは対立する俺たちを見て今以上に苦悩するだろう。それでも彼女を手放す気はない俺は、本当に無慈悲だと思う。

　複雑な心境で物思いに耽ふけっていると、「恋愛で悩んでる千里はレアだし人間味があっていいね」と、泉の呑気なひと言が飛んできた。

　今のは一応恋敵である俺に対しての嫌みだろうかと思いつつ、ゴトリとグラスを置いて苦笑を漏らす。

「……こんなにあいつを好きになるとは予想外だった。飛行機を操縦してるときですら、どうするのが正解かわからなくなったり、取り乱したりなんかしないのに」

　情けないと自嘲するも、泉は意味ありげに俺を一瞥して優しく微笑む。

「たぶん千里は、最初からつぐみさんに惹かれてたんじゃないか。自分では気づいていないんだろうけど」

　それは思いもよらない意見だが、目から鱗うろこが落ちたようだった。

　あながち外れてはいないのかもしれない。つぐみと話すのは以前から楽しかったし、目的のためとはいえ、すんなりと結婚を決められたのは少なからず好意を抱いていたからだとも言える。

　案外俺も単純だなと呆れるも、口では「どうだか」と返した。

　泉は本当に周りがよく見えている上に、人の気持ちも推し量れる男だ。加えて顔もいいものだから学生時代から人気だったし、つぐみがこいつに心を奪われなくてよかったと安堵する。

　先ほど、泉はどれくらいつぐみを好きだったのかを聞いたら、『あともう少し千里がうだうだしてたら、本気になっていただろうね』と答えたのだ。危なかった。

　そのとき、ふと宮路とのやり取りを思い出す。階段の踊り場で、つぐみを愛していると俺が明かした直後のことだ。

『そうですか……。じゃあ、柊ちゃんも失恋確定かな。つぐみちゃんとうまくいってほしかったんだけど』

　諦めた様子で、寂しげに笑う彼女を見てピンときた。自分の失恋より泉を気にかけているところに、ただならぬものを感じたから。

『宮路が好きなのって、俺じゃないだろ』

　淡々と指摘すると、宮路はキョトンとしたあと、『えっ!?』と身体を引く勢いで驚いた。自分の想いに気づいていなかったかのように。

『泉の気持ちを知っていたから、俺とつぐみが別れればいいと思ったんじゃないのか？　自分じゃなくて、あいつのために』

〝泉が好きだから〟とはあえて言わなかったが、ちゃんと伝わったらしい。

『そっ、そんなんじゃありませんよ！　柊ちゃんはただの幼なじみで、好みのタイプじゃないですし！　あんな真面目で誠実な人、私に合うわけないですって～あははは』

　などと、顔を真っ赤にして激しく動揺していた。なんともわかりやすい。ステイ中に俺の部屋に押し入ろうとしてきたときはどうだったかわからないが、少なくとも今は泉に好意を抱いているだろう。

　一方の泉はどう思っているのか少々好奇心が湧き、探りを入れてみる。

「ところで、お前と宮路って幼なじみだったよな」

　突然話を方向転換させる俺に、泉はキョトンとする。

「玲香？　まあそうだけど、なに急に」

「彼女、昔からあんなに積極的だったのかなってふと気になって」

　ナッツをつまみながらなにげなく聞くと、過去を思い返すように泉の目線が宙をさ迷う。

「昔はそんなことなかったけど……そういえば、僕も高校の頃に一回告白されたっけ」

　意外な事実を知り、俺は少しギョッとした。

「付き合ってたのかよ」

「いや、断った。『幼なじみだからいいんであって、きっと僕は付き合ってもつまらないよ。玲香にはもっと別のタイプの人が合うと思う』って。実際いつも目をつける男を見るとそうだろ？　ほら、千里みたいな悪い男ばっか」

　いたずらっぽく口角を上げる泉に、俺は口の端を引きつらせた。

　宮路の派手な恋愛遍歴には泉にフラれた過去が深く関係していそうだ。本気で好きだったのに相手にされなかったショックから、半ばヤケのような調子でいろいろな男と付き合うようになったとか……ありえなくない。

　男慣れしている印象とは裏腹に、本当はかなり純情な女性なのかもしれないな。しかし泉のヤツ……それに気づいていないとか、自分のことに関してはこんなに鈍感だとは。

「お前もある意味悪い男じゃないのか……」

「ん？」

「いや、なんでもない。幸せになれよ、お前らも」

　なんだか宮路が不ふ憫びんになってきて苦笑し、それぞれいい恋愛ができるように祈ってそう言った。

　泉は表情を柔らかく崩す。

「千里こそ。大切なものを見失わないようにな」

　重みのあるひと言が返ってきて、俺はカクテルを飲み干すと共に今の助言をしっかりと胸にしまった。




　二日後の朝は、つぐみとほぼ同じ時間に家を出るスケジュールとなっていた。朝食と準備を済ませ、一緒に玄関へと向かいながらつぐみが言う。

「今日は日帰りの国内線なんですね」

「ああ。夜、バーで飲むか？　明日休みだし」

　泉とよく行くあのバーに、つぐみも行きたいと言っていたのでなにげない調子で声をかけた。ところが、「明日……」と呟いた彼女の表情に影が落ちる。

　明日はつぐみの実家へ挨拶をしに行く日だ。例の件がどうなるか心配なのだろうと、すぐに気づいた。

　不安にさせてしまって心苦しく思うも、俺の口から出るのはいつもの冷たいセリフ。

「余計なこと考えてるとまたミスするぞ」

「っ……大丈夫です！　安心して飛んできてください！」

　はっとした彼女は、しゃきっと背筋を伸ばして力強く宣言した。必死なところも可愛らしく、俺は笑みをこぼして彼女の頭にぽんと手を置く。

「お前も、安心して待ってろ」

　俺たちが離れることはないと安堵させたくて言うと、つぐみの表情がほんの少し明るさを取り戻す。俺自身もそう信じ、どちらからともなく唇を寄せ合った。




　沖おき縄なわへの往路は、盆休みが明けてもシーズン真っ只ただ中なかのおかげでほぼ満席。天気は生あい憎にくの雨模様だが、コックピットから見える搭乗する客は皆楽しそうな笑顔だった。

　一方、俺の心は今日の天気と同様にどんよりしている。今回のペアが真柴さんだからだ。

　とはいえ、互いに仕事中はそれに専念するのみ。多少の気まずさはあれど問題ない。今も、沖縄から出発する前のブリーフィングを淡々とこなしている。

　那な覇は空港の運航管理者が、フライトプランを手に重要事項を説明する。

「お客様の中に車椅子の方とお連れ様がいらっしゃって、化粧室のそばの座席にしてほしいとのご希望がありました。それによって重量のバランスを変更したのでご確認ください」

「わかりました」

　飛行機は常に重心の位置を維持していないと安定した飛行ができないため、乗客と貨物の重量のバランスはとても重要だ。車椅子の乗客についても、緊急時の対応のために頭に入れておかなければいけない。

　真柴さんと共に問題ないことを確認すると、彼が乱気流の情報について詳しく尋ねる。それは当然なのだが、必要以上に懸念している気がして引っかかった。

　ブリーフィングルームから航空機まで移動する間も、暗雲が垂れ込める空を見上げて呟いている。

「朝よりだいぶ天気が崩れてきたな。なるべく乱気流は避けたいんだが」

「今日はやけに揺れを気にしますね」

　突っ込んでみると、彼は制帽のつばを持って珍しく歯切れ悪く返す。

「あー……この便に飛行機が苦手な子が乗るから」

「え？」

「車椅子の子、俺の妹なんだ」

　予想外の事実に、俺は目を見張る。

「五年前、航空機事故に遭って足が不自由になった。副操縦士が操作を誤って着陸に失敗して負傷者を出した、あれだよ」

　彼の冷ややかな表情と声が、俺の胸をざわめかせた。

　その事故ももちろん覚えている。海外の航空会社ではあるが、この那覇空港にアプローチした際の事故だから。

　内容は滑走路に尾部が激突してバランスを崩し、胴体部分を激しく損傷するというもの。死者が出なかったのは不幸中の幸いだ。

　しかし、まさか真柴さんの妹が当事者だったとは……。

「ずっと飛行機は嫌がってたけど、明日は東京で友達の結婚式があるから行くことに決めたんだってさ。不安だからその便に俺も乗ってくれって頼まれて、無理言ってスケジュール組んでもらった」

　妹の話をしているときの彼の表情はどこか柔らかい。普段あまり見ないその様子から、妹を大事に思っているのが窺えた。

　そんな大切な家族が障害を負ってしまったのだ、とてもやりきれないだろう。今回のフライトで神経質になっているのも、妹を心配しているからだとわかる。

「……納得しました。いつも以上に揺れを気にしているのも、俺が目の敵にされている理由も」

　父のインシデントとは違い、この事故の原因は副操縦士のヒューマンエラーだと最初からはっきりしていた。真柴さんがそこに敵意を向けるのは当然と言えば当然だし、同じ副操縦士である俺が気に食わないことにも関係しているのだろう。

　彼は俺を一瞥して苦笑を浮かべる。

「あのときの副操縦士も若くして機長目前だと言われていたらしいから、天澤を重ねて見ちまうんだろうな。操縦も、事故を思い出して任せるのが不安になる。あの副操縦士とはまったくの別人なのに……。まあ、お前の性格は普通にイラつくんだけど」

　最後の言葉に俺が目を据わらせると、彼は嫌みのない自然な笑いをこぼした。そして伏し目がちになり、自嘲気味に言う。

「わかってるんだよ、ただの逆恨みだって。そうでもしないと、やり場のない怒りを抑えられなかったんだと思う。カッコ悪いよな」

　……真柴さんの本心を初めて聞いた。操縦を任されないのも、ただの嫌がらせではなかったらしい。

　彼は「なんでこんなこと話してんだ」とぼやいているが、俺は肩の荷が下りたように気持ちが軽くなっていく。

　彼の言葉は、これまで気づかずにいた俺自身の心を代弁してもらえたようだった。俺が大輔に対して恨みを抱いているのも、どこかに憤りをぶつけないとやっていられなかったからなんだろう。俺も、真柴さんと同じだったのだ。

「……俺とあなたは、どこか似ているのかもしれません」

「え？」

　穏やかな声で呟くと、真柴さんは不思議そうに首を傾げた。俺はひとつ息を吐いて制帽を被り直し、彼にまっすぐ向き直る。

「今回のＰＦも、真柴さんにお任せします。妹さんを無事に送り届けましょう」

　珍しく自ら操縦を頼む俺に、彼は目をしばたたかせたあと、ふっと口元を緩める。

「言われなくても当然俺がやるつもりだったけど」

「はいはい」

　嫌な気分にはならない憎まれ口に適当に返事をして、小さく笑い合う。わだかまりが薄れていくのを感じながら、俺たちは並んで歩みを進めた。




　整備状態の確認や外部点検をし、客室乗務員とも打ち合わせをしてから那覇空港を出発した。弱い乱気流を抜けて積乱雲の上を通り、予定のルートを進み続ける。

　そうして羽田空港まであと一時間弱の位置まで来たときだ。

　突然、機体の後方からなにかが爆発したような音が聞こえ、強い振動が起きた。普段の運航ではありえない異常を察し、真柴さんと目を合わせる。

「なんだ？」

「エンジンでしょうか」

　互いにそう発した直後、警報装置が作動すると共にモニターにチェックリストが立ち上がる。それを見て、俺たちは愕然とした。

「エラーが……」

「いくつあるんだ、これ」

　見たことがない数のエラーメッセージが表示されていて、真柴さんも思わず戸惑いの声を漏らした。不具合が重なった場合を想定した訓練でさえ二、三個なのだから当然だ。

　しかし、驚いている場合ではない。真柴さんは操縦を、俺はチェックリストに基づいた不具合の対処をすぐに行い始める。

　数分後、右エンジン火災の警告メッセージが表示され、続けて火災警報音が鳴った。緊張が走り、俺は固い声色で「Right engine fire（右エンジンに火災発生）」とコールする。

　真柴さんも表情を強張らせ「右エンジンを止めよう」と提案し、俺も了承した。飛行機はひとつのエンジンが使用できなくても安全に飛べる。それより、さらなる引火を防ぐほうが重要だ。

　そして速やかに消火装置を作動させたあと、真柴さんが言う。

「Contact control MAYDAY」

　管制にコンタクトして緊急事態だと伝えろ、という指示だ。こうすることで、優先的に着陸させてもらえる。

　まさかメーデーを宣言する事態になるとは……と信じられない気持ちになりつつも、冷静さは失わず「Roger（了解）」と返答した。

　東京コントロールに連絡して数十秒後、消火したらしく火災の警告メッセージは消えた。機体が炎上する最悪の事態は免れひとまず安堵するが、燃料は漏れ続けているため予断を許さない。

　今のところは飛行に問題ないため、キャビンとも連絡を取り合う。乗客は比較的落ち着いているものの、振動が大きく不安がっているようだ。さらに、エンジン部分から黒煙が出ているらしい。

　早く到着させたいのが正直なところだが、チェックリストの対処を終えなければ安全に着陸できるかがわからない。管制とやり取りをしながらひとつずつ対応していくと、ブレーキシステムの不具合だけが解消されないことが判明する。

「ブレーキが効かないかもしれないな。羽田も雨のようだし、滑走距離が延びるのは必至だ」

「逆噴射装置も作動している左エンジンしか使えませんしね。コントロールが難しい」

　俺がそう続けると、真柴さんも深刻そうな声色で「ああ」と頷いた。

　着陸時に機体を減速させるには足で踏むブレーキだけでなく、逆噴射を使用する場合がある。これが片方しか使えないとなると、直進するだけでも高度なテクニックが必要になるのだ。

　着陸時の注意点について話し合う中、父のインシデントが脳裏をよぎる。オーバーランの危険があるという、似たような状況になるとは運命のいたずらか。

　さらに、風はそれほど吹いていないが雨が強く、悪天候のせいで周りはほとんど見えない。厚い雨雲が低空に広がっていて、その中にいる状態だ。おそらく滑走路も同じ状況だろう。

　訓練を思い出し、あらゆる知識を引っ張り出して着陸に備える。羽田空港に近づき機体も落ち着いているので、乗客を安心させるためにアナウンスをした。

　しかし空港に向けて降下しようというとき、旋回していないにもかかわらず機体の傾きが大きくなっていると計器を見て気づく。

「キャプテン、機体が左に傾いています」

　すぐに報告すると、はっとした様子の真柴さんは傾きを修正するも、苦虫を噛み潰したような顔を見せる。

「くそ……バーディゴか、こんなときに」

　悔しそうに呟かれ、やはりそうかと俺も眉根を寄せた。

〝バーディゴ〟とは空間識失調のことであり、上下の平衡感覚が狂ってしまう状態をいう。ぐるぐる回るとまっすぐ歩けなくなる、あの状態に近い。

　雲や霧の中、夜間の飛行など視界不良の際に突然起こるもので、ベテランパイロットでも誰でもなる可能性がある。

　これに陥ったとき、自分の感覚は無視し、計器を信じて操縦する対処法もある。しかし、これはとても恐ろしいことだ。墜落するのではと感じる状況が実際には正しいため、〝万が一計器が間違っていたら死ぬ〟と思いながら操作しなければならないのだから。

　バーディゴは時間が経てば自然に治るものだが、視界不良は滑走路付近まで続くだろう。もうすぐ着陸態勢に入る今、回復を待ってはいられない。

「俺は問題ありません。操縦を代わります」

　落ち着いて、最良だと思う方法を口にした。

　真柴さんはその表情に葛藤を露わにしている。もちろん嫌がらせでためらっているのではなく、どちらが操縦したほうがより安全かを思案しているようだ。

「訓練でも想定されていない悪条件が重なっている。いくら天澤でも難しいランディングになるぞ」

　当然それもわかっている。着陸が完了するまでの間に、予期せぬ不具合がさらに発生するかもしれない。

　かと言って、着陸を遅らせるわけにもいかない。残っている燃料は、漏れ出した分も考慮すれば上空待機やゴーアラウンドする余裕はないのだから。そもそも、いつ深刻な状態になってもおかしくない機体をこのまま飛行させるのは危険だ。

「やるしかありません。こういうときのために俺たちコーパイがいるんでしょう」

　まっすぐ前を向き、迷いのない声で力強く放つ。

「妹さんも、全員必ず守ります。俺も無事に帰らなきゃいけない、あいつのために」

　こちらの対処に手一杯でカンパニーラジオには連絡できていないが、今頃つぐみたちも管制との無線を聞いて情報を手に入れているだろう。きっと不安がっているに違いない彼女の顔が浮かび、胸が苦しくなる。

　この機内にいる全員の帰りを、皆の大切な人たちが待っている。なにがあろうと、無事に送り届けるのが俺たちの使命だ。

「大丈夫ですよ。あなたと心中する気はありませんから」

　いつもの調子で嫌みを口にすると、真柴さんは一瞬目を丸くしてククッと笑う。

「俺こそ絶対に御免だね」

　軽口を返した彼はすぐに覚悟を決めた顔になり、操縦を交代するのだと悟った。一度目配せをし、俺たちは操縦を引き継ぐ際に必ずやらなければならない声がけを行う。

「I have control」

　俺の宣言に対し、真柴さんは小さく頷く。

「You have control」

　そう応えた彼は、操縦桿から手を放した。

　通信はタワーに切り替わり、泉らしき声が聞こえてくる。真柴さんが地上で対応してほしい旨を伝えると、すべて了承し消火隊が待機していると返ってきた。

　その後も雨や風の状況、他機の情報など細かく丁寧に伝えてくれる。正確で迅速、かつパイロット思いの泉は最高の管制官だろう。彼が対応しているというだけで安心感が増した。

『Nippon Aviation 185,Cleared to land,runway 34L（ＮＡ185便、滑走路34Ｌへの着陸を許可する）』

　ほどなくして着陸許可が出され、こちらもそれを復唱する。

　滑走路はかろうじて肉眼で視認できそうだが、大雨で視界不良は変わらない。ブレーキは十分に効かないだろうし、直進を保つ操作も駆使しなければならない。着陸の拍子に、万が一漏れ出した燃料に引火したら深刻な火災を招く。

　少しのミスも許されない。だが、このときのために何度もしてきた訓練を確実に実行するだけだ。

　愛しい人の姿を脳裏によぎらせ、心を落ち着かせて操縦桿を握りしめた。










幸福クリアランス




　実家への挨拶を翌日に控えた今日、私は美紅さんといつもの社食でお昼休憩をしている。ランチをもそもそと食べながら、千里さんのお父様の話や明日の件について打ち明けた。

　神妙な顔で耳を傾けていた美紅さんは、一度箸を休めてうーんと唸る。

「天澤さんにはそんな事情があったんだ……。確かに、あのオーバーラン事故の直後は機長へのバッシングがあったわよね。私たちは冷静に調査結果を待ってたけど」

「はい。私の父がそのきっかけを作ったのかもしれないと思うと、本当に申し訳なくて」

　記事が間違っていたと、さすがに父もあとから知ったはず。それについてどう思っているのか、私も知りたい気持ちはある。けれど……。

「父も記者としてのプライドを持っているから、話がこじれることもあると思うんです。もしそうなったら……いつか千里さんが離れていっちゃいそうで怖い」

　目線を落とし、拭いきれない不安を吐露した。

　彼も別れる気はないようだったが、結婚している限り家族付き合いはずっと続く。いつか耐えられなくなる日も来るのではないかと、悪いほうに考えてしまう。

　美紅さんはそれを受け止め、私を元気づけるように微笑む。

「天澤さんが『手放す気はない』って言ってくれたなら、それを信じようよ。彼って厳しいけど、嘘をつく人ではないでしょ」

　その言葉にはっとした。

　確かに、彼は冗談を言ったりからかったりはしても、嘘をついたことはほとんどない。結婚を決めたときも、お父様の件を隠していただけで表向きの理由も間違ってはいなかったし。

　千里さんは意外とまっすぐな人なんだと、今さらながら気づいて少し気分がラクになる。自分を納得させるように頷いて、美紅さんに「そうですね」と笑みを返した。




　休憩後、大雨による視界不良で若干の遅延が発生し、その対応に追われている最中、耳を疑うような情報が飛び込んできた。

「ＮＡ185便がエンジン火災!?」

「メーデーを宣言した。深刻な状態だぞ」

　社員たちから上がった声を聞き、一瞬頭が真っ白になる。ＮＡ185便は沖縄から羽田に戻ってくる便……千里さんと真柴さんが乗っている飛行機だ。

　隣にいた美紅さんも珍しく動揺を露わにし、愕然とする私の肩にそっと手を置いた。かける言葉が見つからないかのように。

　千里さんたちからカンパニーラジオに連絡はない。おそらくそうするほどの余裕がないのだろう。機体は、乗員乗客は大丈夫なの？

　心臓がドクドクと不快な音を立てている。皆も騒然とする中、管制とのやり取りで状況を把握した部長が、強張った表情をしながらも冷静に説明する。

「今、左のエンジンだけで飛行している。機体は落ち着いていて、チェックリストをやりながら予定通り34Ｌに向かっているらしい。到着は三十分後だ」

　それを聞きながら、落ち着けと自分に言い聞かせる。集中しなければまたミスを起こす。今、私が担当しているのは千里さんたちの便ではないのだから。

「もしものために消火隊を待機させる。滑走路上で対応にあたる可能性もあるから……」

「羽田に向かっている他機に連絡します」

　部長が言い終わる前に、私はデスクに向き直って対処をし始める。それを見た美紅さんは、少し驚いた様子で目を見開いた。

　エンジン火災だなんて、滅多に起こるものじゃない。どんな不具合が起こるかもわからないし、仲なか違たがいしているふたりが息を合わせられるかも懸念される。

　過去に墜落に至った事例もあるのだ。最悪の事態を想像して不安で押し潰されそうになる。でも……。

『安心して待ってろ』

　今朝家を出る前、彼にかけられたひと言と優しい笑みが頭の中に蘇る。副操縦士としての彼の手腕は人並み以上なのだと自分に言い聞かせると、徐々に胸のざわめきが落ち着いてきた。

　大丈夫……千里さんたちならきっと、この危機も乗り越えられる。日本アビエーションきってのふたりだもの。彼らを信じて、私は私にできることをしなくちゃ。

　ＮＡ185便が緊急事態を宣言し、滑走路上で停止する可能性があることを無線で次々に知らせていく。それが一段落したとき、美紅さんが私の背中をぽんぽんと軽く叩いた。

「頼もしくなったわね、つぐみちゃん」

　私の心情を察しつつ優しく声をかけてくれる彼女に、一瞬気が緩んで涙が込み上げそうになるも、なんとか涙腺を引きしめて業務を続けた。

　しばらくして、燃料はいまだに漏れ続けていること、ブレーキシステムに不具合が起こっていることなど、新たな情報が入ってくる。千里さんが操縦を代わったという話も。

「火災に加えてオーバーランの危険もあるとは……」

「しかも、燃料は少ないから着陸のやり直しは効かない。パイロットのテクニックに懸かってるな」

　深刻そうな声が聞こえるたび、心臓がキリキリと痛む。千里さんたちを信じてはいても、完全に不安を消すことはできない。

　そうこうしているうちに、到着の予定時刻が近づいてくる。

「185便、来たぞ」

　窓の外を見ていた社員が言い、思わず腰を浮かす。「こっちは大丈夫よ」と気を利かせてくれる美紅さんに感謝して、私は席を立った。

　ちょうど34Ｌがよく見えるオフィスの窓に駆け寄ると、大雨で煙っている空の向こうからナビゲーションライトが近づいてくる。

　緊張で手に汗が滲む。手が空いているほかの社員も集まってきて、口々に「頑張れ」と呟きながら見守っている。

　エンジン部分に火は見えないが、黒煙が噴き出していてぞっとした。私は無意識に顎の下で手を組み、固かた唾ずを呑んで見つめる。

　機体は滑走路の端を目指して順調に降下する。接地する瞬間、少々強めにしっかりと車輪をつけているのがわかった。

　水煙を上げて、機体が滑走路を滑る。着陸は成功してもまだ油断できない。速度を落とすための逆噴射装置がひとつしか使えない状況では、左右のバランスを保って直進する操作を行うだけでも難しいから。

　にもかかわらず、滑走路の中心から少しもぶれずにまっすぐ進んでいく。片方のエンジンしか使用していないとは思えないほど。

　しかし、滑走路を進むスピードは通常より速く感じる。やはりブレーキが十分に効いていないようだ。

「減速してくれ……」

　部長が切実に呟き、私は目をつむってひたすら祈る。

　お願い、どうか皆を無事に帰らせて――。

　十数秒後、周りから声が上がる。

「止まった！」

「ナイスランディング！」

　歓喜の声と拍手が起こった。開いた私の目に、滑走路の端のほうで無事停止した機体が映る。消防車が近づいていくが、火災も起こっていないようだ。

　無事に到着した……。

　安堵で力が抜け、一気に涙が溢れた。堪えきれず子供みたいに泣く私の頭を、こちらにやってきた美紅さんがわしゃわしゃと撫で、部長たちが「君の旦那もヒーローだな」と笑いかける。

　エンジンの損傷は酷かったが、負傷者はゼロで全員安全に降機したという情報が入ったのは、それから数十分経ってからだった。




　午後六時の羽田空港はようやく雨が上がり、規則正しく並んだライトの明かりが濡れた滑走路に映っている。帰る前に使用後の会議室の片づけを頼まれた私は、静かなその場所からひとり窓の外を眺めていた。

　エンジン火災の詳細はまだ定かではないものの、整備や操縦に問題はなかったようなので、機材のほうに原因があるのではないかという話だ。誰のせいでもない事故だと思うが、本当に恐ろしい。

　千里さんたちはあれから機体の点検をしたり、事故調査委員の調査を受けたりと事後処理も大変だったことだろう。もうオフィスに戻ってきているだろうか。

　……早く会いたい。強く抱きしめてぬくもりを確かめたい。

　時間が合えば一緒に帰りたいなと思いながらオフィスに戻ろうとしたそのとき、会議室のドアが開いて誰かが入ってきた。

　振り向いた私は、心臓が飛び跳ねると同時に大きく目を見開く。いつもの制服姿が最高に輝いて見える旦那様がそこにいたから。

「せ、千里さん、なんで……!?」

「ここにいるって妹尾に教えてもらったから」

　あんなトラブルのあとでも涼しげな顔をしている彼は、ドアを閉めてこちらに歩み寄り、あっという間に私を引き寄せて抱きしめた。

「……会いたかった」

　ストレートなひと言が鼓膜を揺すり、自分と同じ気持ちだったのだとわかってまた涙が込み上げる。彼の背中に手を回し、ぎゅっとしがみついた。

「よかった……本当によかったぁ」

「心配した？」

「当たり前じゃないですか！」

　半泣きになりつつ憤ると、千里さんはいたずらっぽく笑った。そして、ふたりのときにしか見せない優しい表情で、私の髪を撫でる。

「ただいま」

「おかえりなさい」

　いつもの挨拶が特別なものに感じる。なんて幸せなやり取りなんだろう。

　熱く見つめ合い、自然に唇を近づけようとしたとき、なにやらドアのほうで人の気配がした。千里さんから視線を外して彼の後方に向けると、なんとドアが少し開いている。

　廊下でコソコソとなにかをしゃべっているのは、美紅さんと真柴さんだ。

「ちょっと、ダメですよ真柴さん」

「あいつがデレてるところ見たくない？」

「そりゃ見たいですけど……！」

　小声で言い合っているふたりに、ものすごく不機嫌そうな千里さんが近づいていく。

「なにやってんですか」

「あ、どうぞ気にせずいちゃいちゃしてて」

　真柴さんは、腕組みをして仁王立ちする千里さんをよそにへらりと笑う。その隣で、美紅さんが私に向かって両手を合わせ、「ごめん」と申し訳なさそうにしていた。

　おそらく、興味津々で覗こうとしていた真柴さんを美紅さんが止めてくれていたのだろう。結果ふたりに見られたかもしれないと思うと、私は顔から火が出そうだ。

　あえて空気を読まない真柴さんは私たちの中に交ざり、少々疲れた様子で苦笑する。

「しかしまいったねぇ、今回は。あとで妹に散々文句言われるだろうな」

「妹？」

　私が首をかしげると、千里さんが「今回のフライトに乗っていたんだと」と教えてくれた。

　そうだったんだ、妹さんが……。本当に何事もなくてよかったと改めて実感する私の横で、美紅さんも眉を下げている。

「大変でしたね……妹さん、女たらしな兄を持って泣いているんじゃないですか？」

「そっち？」

　遠慮のない彼女に、真柴さんは「ひどい」と呟いてしょぼんとした。

　なにげに息が合っているふたりに笑っていると、真柴さんが私に向かって苦笑交じりに言う。

「つぐみちゃん、この間はごめんね。君があんなに天澤に惚れてるとは思わなかったからさ」

　食事会のときの一件を謝られ、私はドキリとしつつ「いえ」と小さく首を振った。千里さんはぴくりと眉を動かし、訝しげな視線を真柴さんに向ける。

「つぐみになにかしたんですか？　腰を抱く以外に」

「ちょっと天澤の愚痴を漏らしただけ。つぐみちゃん真剣に怒ってたよ。いい奥さんだよねぇ、ほんと」

　千里さんは、しみじみとしている真柴さんとぎこちなく笑う私を交互に見て、呆れたようにため息を吐いた。

　真柴さんは機長としての凛々しい表情になり、再び私に目を向ける。

「あのとき言っていた通り、君の旦那はさすがだったよ。初めて天澤がペアでよかったと思った」

　彼は千里さんに向き直り、「ありがとう」と頭を下げた。

　今回のフライトで心変わりがあったのか、千里さんに対して誠実になる真柴さんの姿を見て、私まで胸がじんとする。千里さんも真剣な面持ちになり、「こちらこそ」と返した。

　なんだかいい雰囲気に変わってきたみたい。そんなふたりを微笑ましげに見ていた美紅さんも口を開く。

「つぐみちゃんも、メーデーなんて聞いたらもっと取り乱すんじゃないかと思ったけど、すごく冷静に対処していて立派でしたよ」

「そんな……」

　立派だなんてほどではないです、と恐縮しながら肩をすくめると、千里さんがぽんと頭を撫でる。

「そうか。成長したな」

　素直に褒められ、じわじわと喜びが湧いてきた。この間は叱咤されたから余計に嬉しい。

　ほのぼのする私たちに美紅さんはふふっと含み笑いして、真柴さんの腕を引っ張ってドアのほうへ向かう。

「さあ、邪魔者は早いとこ退散しましょう」

「そうだね。俺たちも早くディナーに……あ、冗談です」

　美紅さんにじとっと睨まれる真柴さんがおかしくて、私は失笑した。

　彼らが会議室を出ていって再びふたりきりになり、なんとなく気恥ずかしさを感じつつ問いかける。

「真柴さんと仲よくなったんですか？」

「そういうわけではない。まあでも、わだかまりはなくなったか」

　穏やかな調子で答えた千里さんは、雨上がりの滑走路に視線を向けて話し出す。

「今回、大きなトラブルが起きてももちろん彼は冷静だったけど、たぶん心の中では妹が気がかりで仕方なかったと思う」

　フライトを思い返しているらしい神妙な横顔を、私も難しい顔をして見つめる。

　大切な人を乗せた飛行機が危機に見舞われたら、自分なら到底冷静でいられる気がしない。やはりパイロットは並大抵の精神力ではできない仕事だし、心から尊敬する。

「俺も操縦しながら、もしつぐみが乗っていたらって考えると身震いした。でも同時に、大切な人を絶対危険な目には遭わせたくないって気力が湧いてきて、最後まで落ち着いて対処できたんだ」

　凛とした澄んだ瞳が、私をまっすぐ捉える。

「お前も一緒に飛ばしてたんだよ、あの飛行機を」

　もったいないほどの言葉をもらえて、胸の奥から熱いものが込み上げる。あの状況の中、私のことを考えてくれていたなんて。

　飛行機を飛ばす一員になりたくて、私はこの業界に入った。けれどまだまだ未熟で、自分に失望することもある。そんな私が彼の力になれていたのなら、こんなに嬉しいことはない。

　また瞳を潤ませる私を、彼はもう一度しっかりと抱きしめた。力強い腕の中で、私も改めて感じた想いを紡ぐ。

「私は……千里さんが帰ってきたら、もう絶対に離れたくないって思ってました」

　心も身体も、戸籍上の関係も、やっぱり千里さんと離れるなんて考えられない。父の件がどうであれ、夫婦生活を終わらせたくない。

　これ以上のわがままは言わないから、ずっとそばにいさせて。

　その本心を口に出して伝えようとしたとき、情熱的な声が「俺も」と耳元で囁く。

「お前が嫌がろうがなにしようが、やっぱり一生俺のそばに縛りつけておくよ」

　有無を言わさない強引さが、今は嬉しくてたまらない。終身契約はこれからも有効なようだ。

　顔を上げると、どこか吹っ切れたように微笑む彼が、流れるように唇を重ねた。

　きっと明日もその先も、私たちはどこまでも一緒にいられると今は信じられる。だから、彼が心に抱えた暗闇を取っ払いに行こう。

　飛行機が飛び立っていく爽快な音を聞きながら、私たちは何度もキスを交わした。




　千里さんは調査の合間に私に会いに来たらしく、そのあともまた聴取が行われて帰宅したのは夜中だった。規定によりしばらくフライトはできなくなるが、この機会に身体を休めてほしい。

　そして翌日の午前十二時、私たちは予定通り山梨の甲こう府ふ市にある実家にやってきた。

　例の件のせいもあるけれど、単純に好きな人を両親に紹介するというのは緊張する。そわそわしながら玄関のドアを開けた。

「ただいま」

「おかえり、つぐみ！」

　待ち侘わびたようにパタパタとスリッパを鳴らしてやってきたのは母だ。その後ろから、強張った表情の父がついてくる。

　母は久々に会った娘よりも、千里さんをまじまじと見て目をキラキラさせている。〝本当にイケメンだわ！〟という心の声が聞こえてきそう。

　ジャケットに黒いパンツを合わせた品のいいスタイルの彼が、綺麗に一礼をする。

「はじめまして、天澤千里です。ご挨拶が遅くなり、申し訳ありません」

「いいのよ～、つぐみを大事にしてくれていればそれで。ねえ、お父さん」

　のほほんと笑う母が父に振るので、私たちもそちらに目線を移す。

「……君が、千里くんか」

　千里さんを見つめる父の声は、表情と同じく固い。愛娘である私を取られたせいだろうと思ったが、どことなくそれだけではないような気がする。

「来てくれてありがとう。上がってくれ」

　意外にも受け入れる姿勢を見せるので、私は拍子抜けした。もっと威嚇してくるかと思ったんだけどな。

　なんだかよそよそしい様子の父が不思議で、私たちは一度目を見合わせてから中に上がった。

　久々の実家は、全然変わっていなくてとても安心感がある。ダイニングテーブルには母お得意の手料理の数々が並んでいて、美お味いしそうな香りにお腹の虫が鳴った。

　お昼ご飯を食べ始めると、さっそく母の質問攻めも開始した。パイロットの話に興味津々なのはわかるし、千里さんも嫌な顔をせず答えてくれているけれど、ゆっくり食べさせてあげて……と苦笑いする。

　昨日のエンジン火災の件もニュースになっていたため、余計に気になったようで話は尽きなかった。

　私の兄たちについても、千里さんにいろいろと話した。最近それどころじゃなくてあまり連絡は取っていなかったけれど、とりあえずふたりとも元気にやっているようでほっとする。

　兄たちにも千里さんを会わせてあげたいな。そして私も、千里さんのお母様に会いたいし、お父様のお墓参りにも行きたい。

　お互いの家族がこうして繋がっていくんだなと、温かいものを感じながら和やかに食事をしていた。

　そうして食事を終え、母と片づけをしている最中、これまで珍しく口数の少なかった父が突然真剣な顔で言う。

「母さん、つぐみ、少し席を外してくれないか。男同士で話したい」

　思わぬ言葉に、私たちは驚いてぴたりと動きを止めた。お父さん、一体なにを話すつもりなんだろう。

　胸がざわめくのを感じて戸惑っていると、母も怪訝そうな顔をして口を開く。

「……テーブルひっくり返さないでね？」

「そんな昭和の親父みたいなことしないから！」

　心配そうにする母に即座にツッコむ父。冗談じゃなく、キレたりしないでほしい。

　千里さんも、おそらく今が話すチャンスだと悟ったらしく、穏やかだった表情を真剣なものに変えて父を見据える。

　父の思惑は謎だが、とりあえず言う通りにしたほうがよさそうなので、母と一緒にリビングを出た。

「しょうがないから洗濯物片づけてくるけど……なんか心配ね」

「私、ここにいるから大丈夫だよ」

　リビングのドアの手前で様子を窺うことにした私は、そう言って母に微笑みかけた。母は渋々頷き、二階へと階段を上がっていく。その直後だった。

「すまなかった……！」

　父が謝る声が聞こえ、私はそっとドアを開けてみる。ふたりは先ほどのまま向かい合って座っていて、父がテーブルに額がつきそうなほど深く頭を下げていた。

　ゆっくり顔を上げた父は、ここからは表情は見えないが、痛切そうな声色で言う。

「君のお父さんは、階堂剛史さんだろう？」

　お父様の名前を出され、千里さんは目を見開いた。私も同じく驚いている。

　インシデントについて調べているうちに千里さんの存在も知ったのだろうか。だから最初に顔を合わせたとき、あんなによそよそしかったんだ。

　とはいえ、自分から切り出すとは思わなかった。

「ご存じでしたか……俺が息子だと」

　千里さんの言葉に、父は頷いた。そして、重々しい口調で当時のことを話し出す。

「オーバーラン事故を取り上げたとき、取材したときの状況や専門家からの意見でヒューマンエラーの可能性が大きいと判断した。だが、あとから出てきた情報も合わせると直前になって違うかもしれないと疑惑を抱いて、記事を載せるのをやめるようかけ合ったが……間に合わなかった」

　無念そうな声を放つ父を、千里さんは表情を変えずにじっと見据えていた。父の独白は続く。

「そのあと正しい調査結果を見て、訂正する記事を出そうとしたが上層部に却下されてしまった。『黙っていれば読者はすぐに忘れる。会社の評判に関わることをあえてする必要はない』と。自分には、その意見を変えられるほどの力がなかった」

　父はおもむろに席を立ち、棚の引き出しから一枚の紙を取り出す。それをテーブルに持ってきて、「出そうとしていたのはこれだ」と千里さんに差し出した。

　あれは、間違いだったと認めた記事の原稿？

　それを見下ろす千里さんの表情に、心なしか切なげな色が滲む。

「階堂さんが仕事を続けていられなくなったこと……亡くなったことを知って、酷く後悔した。自分のせいで、ひとりの人生を狂わせてしまったと」

　父は心底自戒しているように声を震わせ、「本当に、申し訳なかった」ともう一度深く頭を下げた。

　こんなに弱々しい父は初めて見る。父を擁護するわけではないが、ひとりでずっと罪の意識に苛さいなまれていたのだろうと感じた。

　しばし黙っていた千里さんは、静かに原稿を置いて口を開く。

「……父は、謂いわれのない罪を負わされて非難され、生き甲斐だったパイロットの職にも復帰できずに死んだ。そうした原因はあなたにあると、俺はずっと憎んできました。訴えてやろうかと思ったくらいです」

　暗澹とした声が響き、胸に痛みが走る。父はその何倍もつらいだろう。

　まつ毛を伏せていた千里さんは、少し目線を上げて「でも」と続ける。

「それこそ理不尽ですよね。あなたの記事がきっかけにはなったが、父を悪に仕立てたのはあとに続いたマスコミのほうだったのに。結局、自分の憤りを治めるために恨みを抱いていて、それに都合のいい対象があなただったんだと思います」

　自分自身の気持ちと向き合うようにそう言った彼は、「……俺はただ、父は正しかったと皆にわかってもらいたかった」と、ぽつりと呟いた。

　彼の本心は、詰まるところそれに尽きるのだろう。世間の誤解を解きたくてもできない悔しさが、父への憎しみに繋がってしまったのだ。

　しかし顔を上げた彼は、憂いを帯びつつもすっきりとした表情になっていた。

「あなたがなにも感じていないわけではなくてよかった。あなたも後悔していたのだとわかっただけで、気持ちが晴れました。もう過去に固執しても意味がない。父の件にこだわるのは、金輪際やめにします」

　……ようやく千里さんの中でひと区切りついたらしい。彼自身が納得のいく結末にできたのだとわかり、私の心も軽くなっていく。

　一方、父は彼の言葉が意外だったのか、戸惑っているように感じる。

「千里くん……もっと恨み節を言ったっていいんだぞ？　今日は殴られる覚悟もして君と会っているんだ」

　大袈裟だけれどいたって真面目な父に、千里さんは一瞬目を丸くしたあと、ぷっと噴き出した。

「そんなことしませんよ。あなたは、俺の大切な人の父親ですから」

　彼の口からこぼれる柔らかな声に、優しく胸が鳴る。

「つぐみを愛したから、許せるようになったんです。彼女を悲しませたくはない。俺がやるべきなのは、彼女が一生幸せでいられるよう努めることです」

　愛情を感じられる言葉の数々が、じんわりと心に沁しみ込んで泣きそうになった。最初は愛などなかった千里さんが、いつの間にかそんなふうに想っていたなんて。

「君は、そこまでつぐみを愛してくれているのか……」

　感銘を受けたような父の声が響いた。彼は一度洟はなをすすり、千里さんをまっすぐ見つめる。

「ありがとう。あの子を、よろしくお願いします」

　丁寧に頭を下げる父と、それに応える千里さんの姿に胸がじんとする。ふたりがきちんと和解できて本当によかった。

　胸を撫で下ろしていたとき、背後に人の気配を感じた。

「うまくいったみたいね」

「お母さん」

　振り返ると、いつの間にいたのか母が微笑ましげにリビングのほうを眺めている。母にも千里さんたちの話が聞こえていただろうか。

「私も安心したわ。つぐみを愛してくれているのはもちろん、お父さんも受け入れてもらえてよかった」

　母は眉を下げつつも、同じく安堵した様子だ。もしかしたら、記事の件で悩んでいた父を知っていたのかもしれない。

　私も向かい合うふたりを見つめ、これから家族としていい関係を築いていけるよう切に願った。




　それから少しお茶をして、空が夕日で染まる頃に実家をあとにした。

　終盤では父の顔にも笑みが戻っていたのでほっとした。もう十分反省しているはずだが、今後は慎重に正しい記事を書いてほしい。

　帰りの車内では、千里さんに『お前、盗み聞きするならもっと上手にやれよ』と呆れた調子で言われた。どうやら彼から私は丸見えだったらしい。

　まあ、隠れなければいけないのを忘れてふたりの様子に集中していたから、バレて当然だろう。

　でも、私が聞いているのを承知で『つぐみを愛したから』と言ってくれたのは嬉しい。あのときの言葉は全部、建前などではないとわかっているから。

　幸せな気分でマンションの部屋に帰ってくると、気が抜けた私たちは脱力してソファに座った。リビングの大きな窓からは、沈んだ夕日が名残惜しそうに空を橙だいだい色に染めている。

　触れ合った指をどちらからともなく絡めたとき、千里さんがぽつりと呟く。

「……これでやっと気持ちに整理がついた」

　隣に目を向けると、彼の迷いのない瞳も私を捉える。

「つぐみ、終わりにしよう」

　次いで告げられたひと言は、すぐには理解できなかった。まさか、と最悪の展開がよぎり、「え……？」と戸惑いと不安に満ちた声が漏れる。

　しかし千里さんは、言葉とは裏腹な甘い笑みを浮かべて私の頬に手を添える。

「契約夫婦は終わらせて、ただの夫婦になろう。利害なんて関係ない。愛しているって理由さえあればいい」

　彼の意図がわかり、私は目を丸くした。

　終わりって、そういう意味？　もしや、この間玲香さんに言っていたのもそう？　千里さんはあのときから、契約夫婦というドライな関係に終止符を打とうとしていたんじゃ……。

　瞬時に考えを巡らせてぽかんとする私に、彼は不敵に口角を上げて補足する。

「ただし、終身契約だけは継続で」

　輪郭を帯びたような、確固たる幸せが舞い戻ってきた。

　喜びが一気に湧いてくるけれど、同時に騙されたような悔しさもあり、膨れっ面しつつ笑うというおかしな顔で彼の腕を叩く。

「もう、びっくりした……意地悪！　ドＳ！」

「そんな男を好きになったのはお前だろ」

「そーですよ、大好きですよ！　悔しいけど」

　半ばヤケになって言うと、ちょっぴり強引に唇を奪われ、「んむっ」と色気のない声が漏れた。

　最初は戯れていたようなキスが、どんどん濃厚になっていく。すぐに溶かされてしまい力なくソファに倒された私を、扇情的な瞳が見下ろす。

「じゃあ、このまま目一杯抱いていい？」

　ドキリと心臓が飛び跳ねた。もちろん私も抱かれたいのだけど、〝目一杯〟のひと言からちょっと危険な予感がして、ぎこちない笑みを返す。

「あの、ほどほどに……」

「そんな中途半端な愛し方でいいならここまでだな」

「えっ！」

　千里さんが涼しげな顔であっさり身体を離すので、私はつい〝待った〟をかけてしまった。

　彼はこちらにサディスティックな流し目を向け、してやったりというふうに口角を上げる。

「これで終わりは嫌？　なら、どうしてほしいか言ってみな」

　ソファの背に手をかけ、楽しそうにそう要求してくる。私が恥ずかしがるのを見て愉悦に浸りたいに違いない。この人って本当に……。

「意地悪！　ドＳ！」

「もう一回やるのか、そのくだり」

　両手で顔を覆って文句をつける私に、千里さんは半笑いでツッコんだ。

　しばし言いよどんでいる間も、彼はスカートの中へ手を忍ばせて太ももを悩ましげになぞる。その手つきも、じっとこちらを見つめる瞳も官能的で、私の理性はとろとろと崩れていく。

　もう降参しよう。私のほうが、彼が欲しくて待ち切れなくなってしまいそうだから。

「千里さん」

「なに」

「……満足するまで、いっぱい、愛して」

　真っ赤になっているだろう顔を手の甲で隠しつつも、正直に伝えた。

　千里さんは満たされた笑みを浮かべ、再び私を組み敷く。「可愛い、つぐみ」と、まるでご褒美のスイーツみたいに甘い声が耳に流れ込んできた。

　――それからはもう、本能に任せて素肌を交じり合わせた。

　彼とひとつになるとつま先から脳みそまで甘く痺れて、知らなかった快楽を味わわせられる。触れられる部分、すべてが性感帯になったみたいだ。

　猛々しく揺さぶられ、あっさりと絶頂に導かれて。身体を弛し緩かんさせたのもつかの間、まだ痙攣している私の中で彼は再び動き出す。

「ダメ、まだ、今……ああっ」

「諦めろ」

　強すぎる快感に悶える私に、千里さんは腰を打ち続けながら容赦のない言葉を落としてくる。

　なんて無情な旦那様なの、と心の中で文句をつけていたとき、ふいにぎゅっと抱きしめられた。色っぽく掠れた声が、私の耳元で切実そうに囁く。

「俺も、つぐみが大好きなんだよ。こうやって抑えられないほど」

　……ああ、やっぱり敵かなわない。

　いつも手厳しいこの人は、もったいぶってから不意打ちで愛を伝えてくるのだ。そのたび些さ細さいな文句はどうでもよくなって、嬉しくて幸せでたまらなくなる。

　私はとろけきった顔に笑みをこぼし、彼の首に抱きついた。

　窓の外はすっかり暗くなっているのに、私の薬指に納まる旦那様からの愛の証あかしは、一番星のごとくきらめいている。

　私たちの本当の夫婦生活も、きっとここから輝き出す。もう一度始めよう、ふたりで一緒に。










極上フライト




　――結婚二年目、二十六歳の誕生日の早朝。私はひとりファーストクラスのゆったりとした座席について感嘆のため息をこぼした。

　オフホワイトを基調とした落ち着いたキャビンは、広々としていてエコノミークラスと雲泥の差があり、アメニティも高級ブランドで統一している。バーラウンジまで設置されているし、ひとり身のままだったら絶対にこんな贅沢はできない。

　離陸まであと約二十分。これから向かうのは、発展している近代都市の中に多国籍文化が入り交じる独特な街、クアラルンプールだ。マレーシアに行くのは初めてなので、とってもワクワクしている。

　隣の席とはシェードで仕切ることができる。もう上げておこうかなと操作しようとしたとき、隣に座っている女性が浮かない顔をしていることに気づいた。

　年齢はおそらく私と同じくらいだろう。ストレートロングの黒髪も顔立ちも綺麗で、クールビューティーな印象の女性だ。

　顔色が優れないように見え、心配になった私は思いきって「あの」と声をかけてみた。女性は少々驚いた様子でこちらを振り向く。

「余計なお世話だったらすみません。あまり顔色がよくないように見えたので、大丈夫かなと……」

　キョトンとしていた彼女は、すぐに表情を緩めた。そして申し訳なさそうに頭を下げる。

「こちらこそ、気を遣わせてしまってすみません。体調が悪いわけではないんです。飛行機に乗るのが初めてだから、ちょっと緊張と不安で」

　眉を下げて笑う彼女を見て、私はほっと胸を撫で下ろした。

　そういうことか。具合が悪いのではなくてよかった。確かに初めて飛行機に乗ったときは、私も緊張して何回もトイレに行きたくなって困ったっけ。

　クールそうに見えて人当たりのよさそうな彼女にもほっこりしつつ、安心させるように微笑みかける。

「心配はいりませんよ。今日の機長はとても優秀な方なので、クアラルンプールまで必ず安全に連れて行ってくれます」

　この空の旅は胸を張って安全だと言える。なぜなら、私が一番尊敬していて信頼も厚い旦那様がキャプテンだから。

　千里さんは去年の機長昇格試験に見事一発合格し、今では最年少機長として国内外を飛び回っている。彼の昇格は社内で大きなニュースになり、皆に一目置かれる有名人だ。

「機長をご存じなんですか？」

「ええ、まあ」

　意外そうに問いかける彼女に、えへへと笑って頷いた。芸能人ばりに注目されている彼の妻がいたって平凡な自分だとは、たとえ知らない人相手でも言うのがためらわれる。

　それでも名前だけは名乗り、彼女のことも気になるので少しずつ質問してみた。名前は茅かや瀬せさんといい、結婚して一年ほどの旦那様が海外に出張しているので会いに行くのだそう。

　旦那様はかなりハイスペックな宝石商で、大物女優にジュエリーの提供もしているというから驚きだ。今日のファーストクラスも彼が予約してくれたらしい。

「都合が合わなくて、彼と一緒には行けなかったんです。『ひとりは心配だからまたの機会にしなよ』と言われたんですけど、マレーシア生まれのカクテルをどうしても本場で味わってみたくて」

「カクテル？」

　珍しいものを求めて行くんだなと目を丸くしていると、茅瀬さんは品のいい笑みを浮かべる。

「私、バーテンダーなんです」

「へえ～、カッコいい！」

　納得しつつ思わず声を上げてしまった。凛とした雰囲気が漂っているし、シェイカーを振っている姿を想像するとすごく様になる。女性だけどめちゃくちゃイケメンなんだろう。

　宝石商とバーメイドの夫婦って、その字面だけでキラキラしているな。旦那様の話をする彼女はとても幸せそうだし、相思相愛なのだと伝わってくる。

　ニンマリしながら聞いていると、今度は私が質問される。

「天澤さんはひとり旅ですか？」

「私も現地で合流します。主人と」

　クアラルンプールへ着いたら、千里さんは帰りの便まで自由時間になるので、その間一緒に観光するつもり。たまたま彼のフライトが誕生日に被り、私も休みが取れたためこの旅行が決まったというわけだ。

　そうやって話しているうちに離陸前のアナウンスが流れ、機体はゆっくり動き出す。どんどん加速して滑走路を走り、機首が上を向いて浮き上がった。

　無事離陸してシートベルト着用のサインが消え、茅瀬さんの表情に安堵の色が浮かぶ。私もほっとしていると、機長である千里さんからのアナウンスが流れる。

　それを聞いていた茅瀬さんが〝おや？〟という顔をした。おそらく、機長の名前が私と同じ天澤だったからだろう。恥ずかしがらずにあとで説明しなくちゃ。

『Good morning ladies and gentlemen（皆様、おはようございます）……』

　日本語のあとに流暢な英語が流れてきて、やっぱりパイロットってカッコいい……と内心のろけていたとき。

『Happy birthday to my beloved wife. To be a wonderful day.』

　明らかに定型文の挨拶ではない言葉が聞こえてきて、ドキリと胸が鳴った。

　一応私も英語を勉強中だし、簡単なものだからわかる。今のセリフは……。

〝最愛なる妻へ、誕生日おめでとう。素晴らしい日になりますように〟

　まさか千里さんがアナウンスでお祝いしてくれるとは思わず、一気に顔が熱くなる。ＣＡも、乗客の日本人も外国人も一緒になって、お祝いの言葉を口にして拍手をした。

　茅瀬さんもちょっぴり興奮気味に目を輝かせている。

「今、ワイフって言いましたよね？　機長の名前も天澤さんだったし、もしかして……」

　こちらを向いた彼女は、両手で顔を覆い縮こまっている私を見て、「素敵～！」と感動の声を上げた。

　知らない人たちからも祝福されるというレアな体験と、なにより千里さんのサプライズが嬉しくて、私は感謝しきりだった。

　茅瀬さんとはすっかり打ち解け、お互いの話に花を咲かせた。ひとりで過ごすのは少し退屈かもしれないと思っていた時間が、とても楽しく過ごせている。

　お昼には豪華な機内食が運ばれてきて、ファーストクラスの待遇に感心していると、さらに別のプレートを持ったＣＡがやってきた。

　今日も麗しい、セクシー美女の玲香さんだ。

「天澤様、お誕生日おめでとうございます」

　笑顔で差し出されたのは、可愛らしい手描きのメッセージカードと、チーズケーキとフルーツの盛り合わせ。プレートにも〝Happy Birthday〟と書かれている。

　きっとこれも千里さんが事前に伝えてあったのだろう。皆がひと手間もふた手間もかけてくれたことに感激して、私は満面の笑みでお礼を言う。

「めちゃくちゃ嬉しい……！　ありがとうございます、玲香さん」

「どういたしまして」

　そう返した彼女は、完璧なＣＡから私の前でだけ素に戻り、こっそり話し出す。

「いいわね～バースデーフライト。どうせこのあと旦那様と観光しに行くんでしょ」

「ご名答です。玲香さんたちも観光するんですか？」

「クアラルンプールは何度か行ってるから、今回は買い物するくらいかな」

　旅慣れしていてさすがだと思いながら頷く私に、彼女は含みのある笑みを向ける。

「今回ＣＡは別のホテルだけど、一緒だったとしてももう部屋に押しかけたりしないから安心して。私も人妻になる身だし」

　そう茶化して顔の横に広げられた左手の薬指には、品のいいダイヤが輝いている。実は玲香さん、運命の人を見つけて近々入籍する予定なのだ。

　お相手はなんと真柴さんで、結婚すると報告を受けたときは美紅さん共々あまりの衝撃にのけ反った。

『私さ、柊ちゃんに失恋したことをずっと引きずってたみたいなのよね。天澤さんに指摘されて気づいたの』と、本人から明かされたときも驚いたけれど。

　泉さんへの想いを吹っ切り、しばらく恋愛は休んでいた頃、たまたま飲みに行った真柴さんと意気投合して急展開したのだとか。それまでお互い眼中になかったらしいのだが、一対一で話したらこれ以上ないくらい気が合ったのだそう。

　思えばふたりとも経験豊富な者同士で、性格も相性はよさそうだし、どうしてこれまでくっつかなかったのか不思議なくらいだ。

　真柴さんは、玲香さんと付き合ってからぱったり女性関係の噂は聞かなくなった。玲香さんもステイ先の千里さんの部屋に押し入っていたときが懐かしい。ふたりとも本気で好きな相手が見つかってよかった。

　一段と美しくなったように感じる彼女は、ふいに顎に人差し指を当てて目線をさ迷わせる。

「あ、でもイチャつく天澤さんも見てみたいし、あとつけようかな……」

「怖い怖い」

　私は首を左右に振りつつ、以前真柴さんに会議室を覗かれたのを思い出して、似た者夫婦め！と心の中でツッコんだ。

　つかの間のやり取りを楽しんで、玲香さんは再びＣＡの姿に戻る。去ろうとする彼女に、ひと言声をかける。

「結婚式、楽しみにしてます」

「ありがとう」

　幸せオーラを漂わせる彼女は「つぐみちゃんも、よい旅を」と、綺麗な笑顔で一礼した。

　それからも、茅瀬さんとひたすらおしゃべりしていた。機内のバーにも行き、彼女にカクテルの知識を教えてもらいながらお酒を楽しんだりもした。昼間から飲むという背徳感も、旅の醍だい醐ご味みということにしておこう。

　とても有意義な時間を過ごせて、約七時間半の長旅もあっという間だった。無事クアラルンプール国際空港に着くと、茅瀬さんを迎えに来ていた旦那様と合流するのを見届けて別れた。

　この旦那様がまたとんでもないイケメンで。芸能人カップルのように絵になる美男美女の夫婦だった。茅瀬さんとは連絡先も交換したので、また日本で会っていろいろ話したい。

　素敵な出会いに感謝し、ほくほくとした気分のまま空港内でしばし待っていると、人混みを抜けてパイロットの男性がこちらに向かってくる。

　肩章は四本ラインになり、帽子のつばの部分には金色のモールがついている。その制帽の下から覗くきりりとした瞳が、私を捉えた瞬間に柔らかく細められた。

　指揮監督としての任務を終えた最愛の彼に、私は今すぐ抱きつきたい衝動を抑えて笑顔で駆け寄った。




　千里さんが制服から着替えたり荷物を置いたりするため、一旦ステイ先のホテルにチェックインした。ここからがふたりきりの時間。

　時刻は午後二時半で、今日も少しだけ観光できる。日本との時差は一時間なので時差ボケもあまり感じない。千里さんはフライトのあとで疲れているはずなのに、慣れているから平気だと嫌な顔をしないところも、改めて好きだなと思う。

　まずは、電車でクアラルンプールの市内に向かう途中にあるプトラモスクを見学する。車窓からの景色を眺める前に、私は千里さんを見上げて微笑む。

「お祝いのアナウンス、ありがとう。びっくりしたけど嬉しかった」

　先ほどの粋な計らいのお礼を言うと、彼はいたずらっぽく口角を上げる。

「英語、理解できたんだ」

「私の英語力をナメすぎでしょ」

　ムードもなにもない言葉が返ってきて、私は口の端を引きつらせた。たぶんこれは千里さんなりの照れ隠しだと、今ではわかるようになったのでちょっと可愛く思えるけれど。

「でも、危うく聞き逃すところでしたよ。なんで日本語じゃなかったの？」

「日本語なんかこっぱずかしいだけだろ」

「あー……なんとなくわかるかも」

　確かに、英語のほうが恥ずかしいセリフもさらっと言えるかもしれない。どちらにしろ千里さんからの言葉に違いないし、その気持ちだけで本当に嬉しい。

　ところが、さらに上を行く人がいたのを思い出す。

「真柴さんはアナウンスでプロポーズしたんでしょう？　さすがって感じ」

「あの人、生まれる国を間違えたんじゃないか」

　呆れた調子の彼のひと言に笑ってしまった。なにはともあれ、ふたりが幸せならそれでいい。

　私たちも、今年の春に結婚式をした。千里さんのお母様に特に見せてあげたくて。

　お母様は想像以上に明るく可愛らしい人で、結婚をとても喜んで私をすぐに受け入れてくれた。お父様のお墓参りもできたし、私も天澤家の一員になれてきているように感じている。

　式では私の父が案の定号泣していたけれど、千里さんとの仲も良好でなによりだ。

　これまでの日々を蘇らせつつ電車に揺られること数十分、プトラジャヤという街に到着した。乾季の今は東京の夏と同じくらいの暑さで、わりとカラッとしている。

　この街は緑と水に囲まれた美しい景観で、プトラモスクはその中の観光スポットのひとつになっている。

　バラ色の花か崗こう岩がんで造られたピンク色のドームには、乙女心を刺激されまくった。全体的にピンクなのだが装飾の色は少しずつ濃淡が違い、モスク内部のデザインもとってもオシャレで可愛らしい。

　プトラジャヤ湖をクルージングすることもできて、モスクだけじゃなくいろいろな名所を見られて楽しかった。

　夜はクアラルンプールの中心地でディナーをいただく。ラグジュアリーなレストランには青く澄んだプールがあり、そのサイドの席から二対の超高層ビルとして有名なペトロナスツインタワーを眺められる。

「間近で見るとすごい迫力！　周りの景色も含めて綺麗～」

　光の層を積み重ねたようにライトアップされている近未来的なビルの姿は圧巻だ。スパイシーでほどよい甘味のあるマレーシア料理に舌鼓を打ちながら、夢のような時間に浸る。

「去年行ったドゥブロヴニクも最高だったけど、また違った魅力がありますね。あとはやっぱりオーロラが見られたらいいな」

　去年の秋、新婚旅行のつもりでアドリア海の真珠と呼ばれるドゥブロヴニクに行った。紺こん碧ぺきの海と、立ち並ぶオレンジ色の屋根のコントラストが見事で、絵本の世界にいるような景色は大満足だった。

　他にも訪れたい場所はたくさんあって、あれこれ語る私を千里さんは愛おしそうに眺めている。

「どこへでも連れて行ってやるよ。つぐみの笑顔が見られるなら」

　胸がときめくひと言が耳に届き、嬉しくて口元が緩んだ。

「笑顔っていうか百面相だけど」

「言い直さなくていいから」

　やはり彼は甘いだけでは終わらず、即行でツッコんだ。確かに笑顔だけじゃなくて、驚いたりまぬけな顔もしているだろうけど。

　千里さんと両想いの夫婦になって以来、ふたりで国内外のいろいろな場所に出かけて幸せな思い出を増やしている。彼と一緒ならどこでも、近所のスーパーだって私は楽しめるけれど、海外旅行はきっと今しか行けない。

　彼の言葉に甘えて、ちょっとワガママを言わせてもらおう。

「じゃあ、早めに計画を立てましょう。今年中にもう一回どこかに行けるかな」

「先は長いんだから、そんなに急がなくても」

「いや……そろそろ、ママになる準備をしたいなと」

　急にたどたどしくなる私の発言を聞き、千里さんは真顔になった。

　口に出すと恥ずかしくなって、私は目を泳がせる。「子供ができたらなかなか行けなくなるから今のうちに、ね」と言い、フルーツジュースをストローで吸い上げた。

　結婚してから、いつしか自然に子供が欲しいと考えるようになっていた。ただ、私たちの生活はすれ違いが多い。千里さんがいないときに問題が発生したとして、ひとりで大丈夫だろうか。

　そう自問自答しながら一年生活してみて、近所の施設や病院などサポートを受けられるところはあるし、なんとかやっていけるかもしれないと自信が持てるようになってきた。

　しかし、こんなふうに考えているのは自分だけかもしれないと不安がよぎる。

「千里さんは、まだ欲しくない？」

　上目遣いで確認すると、彼の表情がふわりと柔らかく崩れた。

「俺はいつでも構わないよ。プラネタリウム見に行ったときから、つぐみとなら子供がいる生活も楽しいんだろうなって考えてたし」

「プラネタリウム……えっ、あのときから!?」

　それって、婚姻届を出したあとにデートしたときだよね。子供の話をちょっとだけしたのは覚えているけれど、ただの気まぐれじゃなかったのか。あのときはまだ契約上の夫婦で、愛で繋がれてもいなかったのに。

　一年以上経って当時の彼の心情を初めて知り、胸の鼓動が軽やかに弾んだ。子供を望んでくれているのも嬉しい。

　ほっとして口元を緩めていると、彼の大きな手がテーブルに置いた私の手に重ねられる。

「なかなか一緒にいてやれないから、苦労させることも多いと思う。でも、俺もできる限り子供の面倒をみるし、つぐみを支えると約束するから安心してくれ」

　真剣な眼差しと共に送られる言葉が、私にさらなる自信を与えてくれる。

　女性のことに関しては面倒臭がりだったあの頃とは別人のよう。すっかり素敵な旦那様となった彼を愛しく思いながら、「ありがとう」と微笑んで感謝した。

　すると千里さんは、重ねた手を弄ぶように指を絡め、こちらに向ける視線を艶めかしいものに変える。

「さっそく今夜からする？　子作り」

　ドキン、と心臓が飛び跳ねた。率直に言われるとものすごく恥ずかしい。周りにいるのは日本語がわからない人たちでよかった。

　火照る顔を俯かせつつも、正直にこくりと頷いた。千里さんは色気が漂う笑みを浮かべ、官能的な声で囁く。

「じゃあ、つぐみの中にたっぷり注いでやる。俺の――」

「ぎゃー！　なにを言っ……」

「愛情を、だよ。なんだと思った？」

　慌てて破廉恥な口を塞ごうとしたものの、したり顔で言われて、私は顔を熱くしたままうなだれた。彼のおかしそうな笑い声が聞こえてくる。

　文句をつけたくなる一方、千里さんが注いでくれるものならなんだって嬉しいと思ってしまうのだから重症だ。

　こうして私はこれからも翻弄され続けるのだろう。意地悪な彼の、愛ある戯れに。




　ステイするパイロットのために用意されたホテルは、決して豪華ではないが清潔感があり、異国情緒も感じられて十分満喫できるものだった。私も同じホテルに予約を取ったので、常に千里さんと一緒にいられる。

　明日も一日自由行動ができるが、千里さんの体調になにかあってはいけないため、ホテルの近場をのんびり観光するくらいに留とどめておくつもり……なのだけれど。もしかしたらホテルから出るのはほんの少しの時間になるかもしれない。

　ベッドで彼の愛に捕らわれたまま、抜け出せなくなりそうだから。

　約束通り、私たちは今夜から避妊するのをやめた。隔たりがなんにもなくて、千里さんをまるごと感じられるような感覚は、想像以上にたまらない。

　彼も同じようで、私を見下ろす表情はいつもより恍惚としている。

「は……っ、最高。もうやばい」

　声に余裕がなく、限界を迎えそうなのがわかる。愛し合う時間が終わってしまうのが名残惜しくなり、私は「やだ」と駄々をこねて彼の首にしがみついた。

「まだ、ずっと繋がってたい」

「お前……いつの間にそんなエロくなったんだよ」

　千里さんは困ったように笑い、濃密なキスをしながら私を強く揺さぶる。まだ離れたくないのに、私も抗えない快感の波にさらわれていく。

　それが最高潮に達してふたりの身体がびくりと震え、私の奥のほうで熱いものが広がった。初めて彼のすべてをもらえた気がして、幸せで満たされた。

　ぴたりとくっついたまま荒らげた息を整えた頃、おもむろに上体を起こした彼がゆるゆると腰を動かし始める。私の中ですでに膨張しているものだから、驚いて声を上げる。

「えっ、このまま!?　あ……あっ」

「ずっと繋がってたいって言っただろ」

　そうだけど、もう二回戦に突入するなんて体力どうなってるの!?

　戸惑う間もなく、再び啼なかされ始める。繋がっている部分は、注がれたものが溢れてぐちゃぐちゃだ。本当にひとつになったみたいで、ものすごく淫らで興奮する。

「こんなにしたら、すぐ赤ちゃんできそうだな」

　汗を滲ませていたずらっぽく口角を上げる彼は、いつにも増して色気をほとばしらせている。

　ドキドキしまくる胸をなんとか宥め、自然に湧いてくる本音をこぼす。

「やっぱり、もうちょっとふたりでいたいかも……」

　こんなセックスを知ってしまったら、まだふたりだけの時間を楽しみたいと思ってしまう。今日は生理が終わって間もないから、妊娠する可能性は低いだろうけど。

　わがままな私に、千里さんは優しく笑って「赤ちゃん次第だな」と、もっともなことを言った。そして、私の髪を撫でて愛おしそうに見つめる。

「でも、心配はいらない。子供が産まれて大きくなってからも、死ぬまで嫌ってほど愛すから」

　嬉しい言葉をもらえて、些細な迷いは消えていく。

　まだまだ人生は長い。すれ違い生活の私たちだけれど、その分一緒にいるときはふたりの時間を濃厚なものにしようと改めて誓う。

　子作りも幸せな思い出のひとつだと思いながら、私は笑みをとろけさせて彼に唇を寄せた。




　クアラルンプールから帰国後、私と入れ替わりで休みだった美紅さんと数日ぶりに会い、やっとお土産を渡せた。

　定番のチョコレートやホワイトコーヒー、マレーシアブランドのコスメなどを厳選してみたのだけど、パッケージも可愛くてとっても喜んでもらえたみたい。

　そしていつもの社食にて、妊活を始める気になったと打ち明けた。これまでも相談はしていたので、彼女は穏やかに微笑んで頷いている。

「そっか、ついに始めることにしたんだ」

「はい。不安はあるけど、それは誰でも同じですしね。千里さんも協力するって言ってくれているし、なんとかやっていきます。とはいえ、まだできるかどうかって段階だけど」

　妊娠から出産にかけての問題は尽きることがない。それはもちろん美紅さんもわかっているから、親身になってくれるのだ。

「子供が産まれる前もそのあとも、ひとりで抱え込んじゃダメよ。私も手助けできるところはするからね」

「美紅さん、ほんと女神……」

　とっても頼もしくありがたい言葉をくれる彼女を、モスクで礼拝するかのごとく拝んでしまう。

　同時に、いつも私ばかり相談していて申し訳なくなる。私も美紅さんの恋愛相談に乗りたいとずっと思っているから、そろそろ目ぼしい人が現れてほしい。

　ガールズトークをお供にランチを終えて食堂を出ようとしたとき、ちょうど入ってきた男性と目が合う。眼鏡とスーツ姿が今日も秀麗な泉さんだ。

　私たちに気づいて微笑む彼と、「こんにちは」と挨拶を交わす。私たちの結婚式で美紅さんも泉さんと知り合い、時々皆で食事をしに行く仲になっている。

「泉さんがここに来るの珍しいですね」

「だいたいタワーのほうで済ませてるからね。今日はこっちに用があったから」

　たわいない話をする私の隣で、美紅さんはなぜか目を泳がせてそわそわしている。不思議に思う私をよそに、泉さんが「この間はお土産ありがとう」とお礼を言う。

「ふたりの旅行の話を聞いていたら僕も行きたくなったよ。スイス辺りに」

「いいですね、スイス！　そういえば美紅さんも行きたいって言ってましたよね」

「えっ！」

　なにげなく話を振っただけなのに、彼女はやけに大きな反応を示し、「あ、う、うん。そうね」とぎこちなく笑った。

　ますます様子がおかしいと気になっていると、泉さんが眼鏡を押し上げて含みのある笑みを浮かべる。

「それは奇遇だな。一緒に行きましょうか」

　さらりと美紅さんへの誘い文句を口にするので、私たちはぴたりと固まった。

　彼は以前の真柴さんみたいに誰彼構わず誘うような人ではないし、ただの冗談に聞こえない。食事とかじゃなく、海外旅行だし。

　美紅さん共々呆気に取られていると、テーブル席のほうから泉さんを呼ぶ声が聞こえてくる。どうやら同僚がいるらしく、私たちに「じゃあ、また」と爽やかに告げてそちらへ向かっていった。

　ぽかんとしたまま彼を見送る私の脳内に、ふと数日前の記憶が蘇る。千里さんと一緒に泉さんにお土産を届けたついでに部屋にお邪魔したとき、かすかに馴染みのある香りがしたのだ。

　それは、最近美紅さんが纏っている花のような香り。あのときはたいして気にしなかったけれど……もしかして残り香？

　ピンときた私は、まだぽーっとしている彼女にずばり問いかけてみる。

「美紅さん、泉さんの部屋にお邪魔しましたか？　二日くらい前に」

「えっ!?」

　彼女は目を見開いて勢いよくこちらを振り向いた。〝なんでわかったの!?〟という気持ちが顔に表れている。

「千里さんとお土産を渡しに行ったとき、泉さんの部屋から美紅さんと同じ香りがしたんですよね……」

　探偵のように探る目でじっと彼女を見つめると、頬から耳までみるみる赤くなっていく。

　間違いない、これは恋する乙女の表情。今しがた様子がおかしかったのも、きっと泉さんを意識していたからだ。ふたりがそれほど親密な仲になっていたなんて！

　興奮気味になる私を見て、美紅さんはこれから質問攻めになると察したのか、そそくさと食堂を出てオフィスに向かおうとする。

「ちょっと美紅さん、いつの間に!?」

「はい、仕事仕事！」

「付き合ってるかどうかだけでも教えて～！」

　恥ずかしがって話を逸らす彼女を追いかけて、なんとか聞き出そうと頼み込む。

　ふたりは友達以上恋人未満の甘酸っぱい関係じゃないかと、私は勝手に予想しているが、美紅さんにも恋の気配がしているだけで嬉しい。しかも相手が泉さんならお似合いすぎる。

　テンション高く彼女とじゃれ合いながらオフィスに入ると、貼り出した天気図の前にいる人物と視線がかち合った。

　今朝ぶりに会う、麗しの機長様だ。その瞳はどことなく冷ややかで、騒いでいた私たちはギクリとして固まる。

　やばい……また緊張感がなさすぎるって注意されそう。

　同じことを感じたのか、美紅さんは「お疲れ様で～す」と挨拶してぴゅーっと逃げてしまい、私だけ取り残された。とりあえず私も挨拶をしようと、ぎこちなく口角を上げる。

「お、お疲れ様で――」

　言い終わる前に、天気図の記号をびしっと指差された。ああ、なんだかデジャヴ……。

「ここ、なんて書いてある？」

「……CAT」

「要因は？」

「MTW、山岳波です。基本中の基本なんだからわかりますって」

　懐かしいな、このやり取り。今では通りすがりの社員に「仲いいね～」と冷やかされるけれど、千里さんはいたって平常運転だ。

「へえ、あまりにも楽しそうにしてたからここは女子校かと」

「私もまだＪＫでイケるってことか～」

　嫌みに乗ってみせると、千里さんは呆れたように笑って私の頭に手を置き、くしゃっと乱した。

　すぐに手を離したものの、彼は涼しげな瞳に優しさを交じらせてこちらを見つめる。

「……俺はずっと前から、こうやってお前から元気をもらってたんだな」

　なにげない調子で呟かれた言葉に、私は目を丸くした。

　一緒に暮らし始めるより前から、私とのたわいない会話を楽しんでくれていたのだろうか。もしそうなら、私たちの今があるのは必然的なのかも……なんて自うぬ惚ぼれてしまう。

　心が温かくなるのを感じていると、彼は凛々しい表情になって「今日も頼んだぞ」と声をかけて歩き出す。そのひと言で、私の気持ちも引きしまる。

　この一年で、私もようやくブリーフィングができるまでになった。パイロットとのやり取りが増えて、ますます仕事にも熱が入る。

「お任せください、キャプテン」

　健康チェックのカウンターに向かう背中に胸を張って告げると、彼は少しだけ振り返ってわずかに微笑んだ。




　千里さんが機長を務めるサンフランシスコ行きの便は、定刻通りに出発した。数十分後、他機から入った情報を無線で彼らに教える。

「二万五千フィート付近で揺れが長く続いたとのレポートが入っています。三万フィートを超えれば概ね良好です」

　いくつもある天気図を見比べつつ、正確な情報を伝えていった。数回会話をして一段落したところで、千里さんから締めくくりの返答がくる。

『了解しました。いってきます』

　ほっこりする〝いってきます〟の挨拶をしてくれるパイロットはたまにいるけれど、相手が千里さんだと特別なものに感じる。

　些細な喜びと緊張感を抱き、私はずっとやりたかった挨拶を明るく返す。

「いってらっしゃい。Good day!」

　無線の向こうで、彼がほんの少し笑ったのがわかった。

『Good day』

　柔らかな声で管制官にするのと同様に返ってきて、私は満足して通信を終えた。

　ひと区切りついたところで窓際に歩み寄り、青く澄み渡った空を見上げる。空はひとつに繋がっているとはいうけれど、やっぱり愛しい人がそばにいないのは寂しい。

　でもきっと、彼の心の中に私がいて、今日も一緒に飛んでいる。そう思えば、離れていても勇気が湧いてくる。

　今日も安全なフライトができますように。そして彼がまた私のもとへ帰ってきたら、たくさん抱きしめて、無骨な愛で包み込んでくれますように――。

　今もまた飛び立っていく飛行機を眺め、ふたりの幸せな未来が、この空のようにどこまでも続くことを祈った。




Ｅｎｄ










あとがき




　今作をお読みくださった皆様、ありがとうございます。葉月りゅうです。

　シリーズ第三弾ということで、このあとがきを書いている今すでに緊張しています。超人気作家様の中に交えていただくプレッシャーがあるのはもちろん、パイロットヒーローに挑戦したのは初めてだからです。

　実は私……飛行機に乗ったことが一度もありません！（汗）今回のご依頼をいただき、航空業界について一から勉強しました。その中でオペレーションの職業を知り、ぜひヒロインと無線でやり取りさせたいと思ったところからこの設定が生まれました。

　海外の管制ではわりとほっこりする無線のやり取りが行われていたりして、それこそプロポーズすることもあるようです。ロマンチックですよね。

　ヒーローもなぜ副操縦士にしたかというと、機長のピンチを助けるために操縦を代わる〝テイクオーバー〟のシーンを書きたかったからです。あの声がけがカッコいいな！と思いまして（単純）。皆様にも伝わっていたら嬉しいです。

　千里さんたちのその後までは本編に書ききれなかったので、ふたりの子供を登場させた関連作品の航空モノも近いうちに書こうかと目論んでいます。すっかりパイロットの魅力にハマってしまったもので……。そして実際に飛行機に乗りたい（笑）

　小説のように気軽に遠出できないご時世になってしまいとても残念ですが、早く皆が自由に旅行できる日常が戻ることを祈るばかりです。

　ちなみに、最終章に登場するバーテンダーの女性は「エリートＣＥＯは淫らな独占本能を注ぎたい」のヒロインだったりします。ご興味があればそちらもぜひ。

　最後になりますが、今回からご一緒させていただいた担当の野島様、編集協力の森岡様、制作に携わってくださった皆々様に感謝しております。

　えまる・じょん様、今作もドＳ感たっぷりの素敵すぎるイラストをありがとうございました！　ｓａｋ様が描いてくださった巻頭漫画も、とても嬉しかったです。

　そして、本作をご購入いただいた読者の皆様に心よりお礼申し上げます。

　極上悪魔なスパダリシリーズはあと一作。ぜひコンプリートして、ドＳな彼にたっぷり愛されてくださいね。

　それでは、また別の作品でお会いできることを願っております！




葉は月づきりゅう
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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